


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ１―１　四しノの宮みやちりか

プロローグ１―２　ニャニャン・アトランティア

プロローグ１―３　シャーレン・ドットアイズ

第一章　時を超えた『物語』

第二章　アトランティスの巫女ニャニャン

第三章　空の都と幻の地

第四章　強欲の王

エピローグ

あとがき







[image: ]







[image: ]







プロローグ１―１　四しノの宮みやちりか







　そこは昏くらい山中。

　ザザザザと茂しげみを蹴けり、獣けもの道みちを走る影かげがひとつ。

「おのれっ、黄おう金ごん夜や叉しやめ！」

　影――四ノ宮ちりかは舌打ちとともに悪態をつく。

　着慣れた様子の陣じん羽ば織おりに紐ひもで首に結んだ笠かさに荷物を包つつんだ風ふ呂ろ敷しき、そして袴はかまの腰こし元もとに帯びた刀。戦場で拾ったようなボロ刀ではなく、キチンと手入れをされたそれが、彼かの女じよが「武士」というものが台頭したこの時代においても珍めずらしい女侍であることを示していた。

　それが格好だけでないことは、月が雲に隠かくれ雨あめの降ふる夜の山を苦もなく駆かける足あし腰こしと、訓練によって鍛きたえられた夜目が如によ実じつに語る。彼女は無名ではあるがとある流派を修めた天てん賦ぷの剣けん士しであった。

　そのちりかが草木も眠ねむる丑うし三みつ時どきに山を駆け登る理由は――三日前、彼女がお仕えするいずこ姫ひめが黄金夜叉を名乗る妖よう怪かいに浚さらわれたためである。

『姫……返して欲ほしいなら……城にある金を全すべて……〝御お隠かくし山〟まで持ってこい』

　黄金夜叉はそう言い残して闇やみ夜よへと消えていった。その肩かたに姫を抱かかえたまま。

　御隠し山とは別名神かみ隠かくし山と呼ばれ、山に入った人間が時折帰ってこなくなり、数年あるいは数十年してひょっこり帰ってきたという伝説のある山だ。

　どうやら黄金夜叉はそこをねぐらとしているらしい。

（此こ度たびの事態は全て姫の身辺警護を承うけたまわっていた拙せつ者しやの不始末！　必ず姫をあの妖怪から取とり戻もどしてみせる！）

　ちりかはその決意を胸にひとり城を飛び出し、こうして黄金夜叉を追って御隠し山まで追ってきたのである。

　はたして、彼女は一いつ本ぽん杉すぎの生えた山頂で黄金夜叉に追いついた。

「黄金を……持ってきたか？」

　夜叉というだけあって、その顔立ちは恐おそろしいものだった。赤子なら泣き出し、女なら卒そつ倒とうし、老人ならぽっくり逝いってしまうだろう。

　だが、ちりかはそんじょそこらの女ではない。

「覚かく悟ごッ！」

　息を継つぐ間もなく鯉こい口ぐちを切り、ちりかは刀を抜ぬいて黄金夜叉に斬きりかかった。

　敵は八尺（約二メートル四十センチ）はあろうかという巨きよ体たいだったが、その身のこなしは猿さるの如ごとくちりかの剣けんをするりと躱かわした。

「甘あまい！」

　だがその動きを読んでいたちりかは黄金夜叉のあとを追うように刃やいばを閃ひらめかせる。

　しかし。

　ギィン！

「チィッ！」

　黄金夜叉の腕うでは鋼のごとく強きよう靱じんで、鉄の刃をものともしなかった。

　ちりかは舌打ちひとつ残して刀を正せい眼がんに構えつつ、黄金夜叉と距きよ離りを取った。

（姫の姿は見えない。どこかに隠したか……？）

　ちりかはいずこ姫の身を案じ、心の中で身み悶もだえた。

　親を亡なくして生死の境を彷徨さまよっていた彼女を拾ってくれたのがいずこ姫だ。

　姫はちりかを傍そばに置き、命を救ってくれた。その恩は計り知れない。

　剣けん術じゆつの腕を磨みがき、護衛としての任を仰おおせつかった時などは天にも昇のぼる気持ちだった。

　ちりかは生まれながらの武士ではないが、その性しよう根ねは武士そのものだ。主君のために忠義を尽つくし、命果てるまで戦う。彼女にとっての主君とはいずこ姫のことだった。

「ムゥん！」

　黄金夜叉が振ふるった豪ごう腕わんを躱し、ちりかは再び距離を取る。

　身のこなしと腕わん力りよくでは相手に分があった。だがちりかには命いのち懸がけで磨いてきた技わざがあるし、四し肢しに〝氣き〟を巡めぐらせた体には三日三晩走り続けてもなお猛たける気力が満みち溢あふれている。実力は五分と五分といったところか。

「ぐぬぬ」

　だがちりかには自分と夜叉が互ご角かくであるというのが許ゆるせなかった。彼女は優ゆう秀しゆうな侍ではあるが、やや直情的だった。

「貴様っ！　そのツラからして元人間と見た！　おおかた金銭欲にまみれて外げ道どうに堕おちたのであろう！　違ちがうか!?」

　ちりかは刀の切っ先を黄金夜叉の顔面に突つきつけて叫さけぶ。

　彼女の言う通りその顔は異様にゴツゴツしていたが、人間の男性のように見えなくもなかった。人が妖怪に転じるという話自体は時折耳にする。妖怪の分際で金銭を要求してきたことから、この男もその類たぐいなのだとちりかは考えたのだ。

「人道を踏ふみ外はずした愚おろか者ものが拙者に勝とうなど笑しよう止し千せん万ばん！　姫の御おん身みを拐かどわかした罪！　今すぐ拙者が償つぐなわせてくれる！」

　言葉によって自身を鼓こ舞ぶしたちりかは一層〝氣〟を高め、再び黄金夜叉に飛びかかろうとした――その時、天からの稲いな光びかりが山頂にぽつんと生えた一本杉を直ちよく撃げきした。

「!?」

　直後、雷かみなりとは違う謎なぞの光の奔ほん流りゆうがちりかを包み込んだ。







プロローグ１―２　ニャニャン・アトランティア







「はぁ、はぁ、はぁ」

　ニャニャンは走っていた。

　場所は神しん殿でんの地下。ツルツルに加工された大理石の床ゆかは完全に平らで、裸足はだしで走ったとしてもでっぱりが足裏に突き刺ささることはない。

　本来は何の苦もなく走れるはずの廊ろう下かだが、今は普ふ通つうに歩くのも困難だった。

　なぜなら、廊下が、天てん井じようが、建物そのものが大きく揺ゆれているからだ。

　しかもその揺れはとてつもなく大きい。

（まさか、まさか）

　心中で「まさか」を繰くり返かえしつつニャニャンはひた走る。

　揺れはもう十分以上続いている。壁かべにも亀き裂れつが入り、急いで外に出なければ地下で生いき埋うめになるかもしれなかった。

「……！」

　ニャニャンは手枷の嵌はめられた腕をだらんと下ろしながら、足をひたすら動かして地上への階段を上った。

　だが、並なみ大たい抵ていのことではない。歩くだけでも大変な揺れなのだ。実際、先さき程ほどの廊下を走りながら彼女は何度も転んでいた。手枷のせいで受け身もロクに取れない。すでにあちこち傷だらけで、アザもたくさんできていた。

「あぐっ！」

　また転び、階段の角に額をぶつける。痛みが走り、目め尻じりに涙なみだが滲にじんだ。

「……っ」

　まだ運がいい。後ろに倒たおれていたら階段を転げ落ちていた。ニャニャンは立つのを諦あきらめ、這はいずるように階段を一段一段上った。

　そうして彼女が地上に着いて、見たものは――




　――彼女の故郷が沈んでいる光景だった。




「うそ……」

　あまりにも衝しよう撃げき的てきな有り様にニャニャンはしばし呆ぼう然ぜんとした。

「アトランティスが……沈んでる」

　目の前で起きている出来事をただ口にしただけなのに、そのセリフはあまりに現実感がなかった。走りすぎて意識がぼやけているせいか、あまりにも現実味がない。

　しかし、事実だった。

　彼女の故郷は今まさに海底に沈んでいっているのだ。

　神殿の柱にもたれかかって言葉を失うニャニャン。

　そんな彼女の肩を叩たたいて避ひ難なんを促うながす大人はすでに近くにはいないようで、誰だれも彼かも逃にげ出だしたあとのようだった。

　けれど……どこへ？

　いったいどこへ逃げればいいというのか？

　どうすれば助かるのか？　誰かを助けることができるのか？

　それはあまりにも絶望的な問いだった。

　もし、万にひとつの可能性があるとするならば……

「ッ！」

　ニャニャンは踵きびすを返し、神殿の奥おくへと向かった。

　残された最後の可能性に賭かけるために――







プロローグ１―３　シャーレン・ドットアイズ







　ジリリリリリリリリリリリリリ

　やかましい警報器の音が鳴っている。それにパトカーのサイレンが交じり、それはもう聞くに堪たえない不協和音を奏かなでていた。

　大美術館の周囲に集まった野や次じ馬うまは「泥どろ棒ぼうが入った」と大おお騒さわぎだ。がやがやとわめく民衆と記者に向かって、少しガラの悪い警官が怒ど鳴なりつけている。

「優ゆう雅がじゃないわねぇ」

　その光景を街一番の塔とうの上から見下ろしながら、今さっき大美術館から宝を盗ぬすんだ泥棒はやれやれとため息をついた。

　泥棒の名はシャーレン・ドットアイズ。

　もっとも彼女自身は泥棒と名乗ったことはなく、怪かい盗とうを自じ称しようしている。また一部の民衆やゴシップ記事からは義ぎ賊ぞくとも呼ばれていた。それは彼女が盗んだものを金銭に換かえ、貧しい人に分わけ与あたえたり、不当に奪うばわれた品を元の持ち主のために奪い返したりしているからだ。

　ただ当人としては泥棒も義賊もあまり好きな呼び方ではなく、なるべく怪盗と呼ばれたいと思っていた。

　友人にその話をすると「なぜ？」と聞かれたが、その問いにシャーレンは、

『怪盗の方が華か麗れいな感じがするでしょう？』

　と答えたのだった。

　派手なマントとシルクハットも「怪盗といえばマントとシルクハット」という個人的なこだわりポイントのひとつ、いやふたつだ。

「さてと」

　そのシルクハットのつばをピンッとはじきながら、シャーレンは脇わきに置いておいたお宝を手に取る。

　今回盗み出したお宝は、太平洋の海底からサルベージされた王おう冠かんだ。

「ふーむ、展示では王冠って書かれてたけど、女性用テイアラって言っても通用しそうな大きさね」

　あるいは元から男女兼けん用ようのものであった可能性もある。

　まぁ、そこは特にこのお宝の価値を左右するものではない。装そう飾しよくは見事のひと言に尽きる。というか、同年代の文明の装飾品と比べると加工技術が優すぐれすぎているくらいだ。

（おかげで現代に作られた偽にせ物ものなんて疑ぎ惑わくもあったけど、鑑かん定ていの結果だと本物と出たんだったわね。まぁ、でなかったら私も盗まなかったわけだし）

　あり得ない技術で作られた一品ということで、「新たなるオーパーツ」と世界中の新聞が報じ、この王冠の価値は一気に数千倍にまで高まったわけだ。

　ただし、この王冠が新聞や雑誌で報じられる時は、その価値以外にもうひとつ同時に語られる文言があった。

　曰いわく、『呪のろわれた王冠』。

「まっ、よくある話よねぇ」

　この王冠をかぶった者は死ぬという噂うわさだが、別にさほど気にするほどのことでもない。この手の品がいわくつきなのは珍しくもない話だ。

　クルクルと指で王冠を回しながらシャーレンの心にふと好こう奇き心しんが湧わく。

（試ためしにかぶってみましょう）

　それは呪いが本当にあるのかどうかを試してみたいのが半分、美しい装飾のなされたティアラを身につけてみたい誘ゆう惑わくに負けたのが半分の、ちょっとした衝しよう動どう。

「～～～♪」

　シャーレンはシルクハットを脱ぬぎ、王冠を頭に載のせる。

「あら、私の頭にピッタリ」

　鏡がないので直接見ることはできないが、いい感じのフィット具合だ。きっと見た目も完かん璧ぺきなぐらい似合っていることだろう。今ならイギリス王室に紛まぎれ込んでも不自然でないに違いない。

　そう思うとなんだか手放してしまうのが名な残ごり惜おしい気もするが――まぁ仕方がない。これを売れば貧しい家庭がどれだけ救えるかを考えれば、戯たわむれはこの程度で済ませておくべきだろう。

「さ・て・と、警察も集まってきたし、そろそろここも離はなれようかしら。取引相手も港に待たせてるしね」

　移動するために立ち上がり、マントの埃ほこりを軽く払はらう。

「おっと、これもしまわないとね」

　王冠をかぶったままなのを思いだし、シャーレンはそれをはずそうとして、

「ん？　……あれ？」

　はずせなかった。

「え？　ええぇ？」

　いくら引っ張ってみても頭皮にくっついてしまったみたいにビクともしない。

「痛ッ……!?」

　それになんだか……気のせいか少しずつ王冠の輪が締しまっていっているような……？

「えぇー!?　何これ本当に呪い!?　ウソでしょー!?」

　シャーレンの絶ぜつ叫きようがパトカーの赤色灯サイレンで赤く染まる夜空にこだました。







第一章　時を超こえた『物語』







　またカレンダーが一枚めくれて十月となり、再び衣ころも替がえの季節がやってきた。

「ブレザー着るのも久しぶりで新しん鮮せんだな」

「そうね」

「まだ暑いけどね～」

　イリスは手でぱたぱたと自分を扇あおぎながら愚ぐ痴ちる。

　十月に入ったというのにまだ太陽はギラギラしていて夏みたいだった。ジッとしているだけでも額に汗あせが滲む。

「ふぅ、あっちぃなあ。これならまだワイシャツで登校したいかも……」

　実際、クラスの中でも上着を脱いで椅い子すの背にかけている男子が何人かいる。

「烈れつ火かが脱ぐならアタシも脱ぐ～」

「いや、イリス。それなんだか変な意味に聞こえるからやめて」

　今ので何人かクラスの男子から殺意の視線を向けられたし。

「まったく嫌いやになる暑さじゃ。百年前のこの時期はもう少し涼すずしかったのじゃがな」

　離れた席のロザリンドもやってきて、同じように愚痴をこぼす。

　彼女は百年ほど前に日本を訪おとずれたこともあるので、今のは比ひ喩ゆではなく実感のこもったセリフっぽかった。

　地球温暖化って怖こわい。

　まぁ地球温暖化も怖いが、今の俺おれにはもっと差さし迫せまった恐きよう怖ふ（？）も待ち受けている。

「また中間テストの季節かー。暑さもだけど、テストも嫌だな」

「だよねー」

「まったくじゃ」

「三人とも……勉強しなさいよ」

　勉強嫌ぎらい三人組の呟つぶやきに対し、皐さ月つきは呆あきれたようにため息をつく。

「言われてできるなら苦労しない」

「ねー」

「じゃのう」

「息ぴったりだし……」

　若じやつ干かん寂さびしそうな皐月。

「また夏休みの宿題やった時みたいに勉強会でもするか。つみきも誘さそって」

「ええ、そうしましょう」

「また四人で図書館行く？　それとも誰かの家でやる？」

「……おい待て。ワシだけ仲間はずれにするでない」

　今度はロザリンドが不満げな声を上げ、俺と皐月の間に割って入る。

　そういえばロザリンドを勉強会に呼んだことってないっけか。といってもそんな頻ひん繁ぱんにやってるわけじゃないけど。

「ロザリンドも来るか？」

「行く」

　即そく答とうだった。

　そんなにテストのために気合いが入っているとは思わなかったなぁ。いつも授業中は退たい屈くつそうにしてるのに。

「なら、今日の放課後に烈火の家でやりましょうか」

「え？　今日からか？」

「善は急げよ。テストまで二週間切ってるんだから」

　そう言われるとぐうの音も出ない。勉強はしなくちゃと思うけど、今日からと言われると途と端たんにテンションが下がるのは不ふ真ま面じ目め者ものの性さがだろうか？

「わーい！　じゃあ放課後は烈火のお家うちに集合ね！」

「ふむ、それは楽しみじゃのう」

「お邪じや魔ますることになるし、今日の夕ご飯は私もハリッサちゃんのお手伝いするわ。帰りに商店街で買い物していきましょう」

　俺とは対照的に盛り上がる皐月たち。まさかイリスとロザリンドまで楽しそうとは。ふたりは仲間だと思ってたのに。

「平和ですね～」

　アールにはこの陽気も気にならないのか、暢のん気きにあくびなどして宙で昼ひる寝ねのポーズをしていた。

　まぁ地球が温暖化してるにしても、平和なのはいいことか。

　俺にしては珍しくここ半月ほどは命を張るような大事件もなく、まさに平和を謳おう歌かしているといった風な……

「？　烈火どうしたのー？」

「いや……俺も随ずい分ぶんと染まったなーと」

　思えばこの半年でいろいろとありすぎた。

　日本に生まれてこんなにも平和の尊さを噛かみ締めている高校生なんて、俺のほかにいないんじゃなかろうか？　いや、それは言い過ぎか。

　……だいたい、ほとんど自分から首を突っ込んでいるに近いのだから、自じ業ごう自じ得とくと言えるのだが。

「それじゃ、学校終わったら烈火の家でね。ハリッサちゃんにも連れん絡らくしておいて？」

「りょーかい」

　俺は机の上にぐてーっとなりながら皐月の言葉に返事をする。

　なんにせよ今は何の『物語』にも巻き込まれていないのだ。だったらせっかくだし、学生としての本分をまっとうするのもたまにはいいだろう。途と中ちゆうで寝そうだけど。

「あとでつみきにも来るか訊きいておかないとな……ん？」

　その時ふとポケットにしまったケータイが鳴り、俺は着信相手を確かく認にんして通話ボタンを押おす。

「響ひびきか。どうした？」

『烈火。今大だい丈じよう夫ぶか？』

「ああ。でも授業もうすぐだから手短に頼たのむ」

『こっちももうすぐ授業だ。だからまず要点だけ――』

　そう前置きしてから響は話を切り出した。

『――烈火の力を借りたいんだ』

「……」

『どうした？』

「いや」

　平和終わるの早かったなー……と。

　まぁ、あまりにもいつものことなのでそれは置いておくとして。

「今度はどうしたんだ？」

　俺の力を借りたいという話の詳しよう細さいを聞くために俺は尋たずねる。

『ん。チェルシー経由の話なんだが、彼女の友人がちょっと困ったことになったらしい』

　チェルシー経由となると魔ま法ほう関係？　それともトレジャーハント関係だろうか？

　できればマーガレット家関係の問題は勘かん弁べんして欲しい。あの家の現当主ナルテシアは普ふ段だんは温おん厚こうなんだが怒おこると凄すごく怖いからなぁ……。

「それで？　困ったことって？」

『その女性の名前はシャーレン・ドットアイズ。彼女は今、呪いにかかっているらしい』
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　放課後。

　件くだんのシャーレンという人を響が連れてくるのを、俺は自宅で待っているところなのだが……。

「勉強会は普通にやるんだな」

「学生なんだから仕方ないでしょう」

　テーブルの向かいに座すわった皐月がため息をつく。

「それに！　烈火ってば一学期の成績がズタボロなんだから。無断欠席も多いし、このままじゃ進級できないわよ？」

「うぐっ！」

　痛いところを突かれて押し黙だまる。

　響たちが到とう着ちやくするまでの間くらいはマジメに勉強するか……。

　そう思って教科書に目を落とすが、今度は隣となりのイリスが「もう疲つかれたー」と言ってシャーペンを投げ出す。

「ねーハリッサは？　何か作ってよー」

「確かに少し小腹が空すいたのう」

　ロザリンドも同調し、眠たげにあくびをする。

「私が何か作る？」

「「「絶対にやめて」」」

「何でよ！」

　俺とイリスとロザリンドが口を揃そろえて却きやつ下かすると、つみきは不満そうに拳こぶしを握にぎって叫ぶ。理由は自分で察して欲しい。

「もう！　まだ始めたばかりでしょう！」

　そんなやる気のない俺たちを見て皐月が怒る。

　しかし、イリスは彼女の怒鳴り声などどこ吹く風だ。

「烈火ー。ハリッサはー？」

「今は夕飯の買い物に出てる頃ころだけど、そういや帰りが遅おそいな」

　いつもならもう帰ってくる時間のはずだが。

　俺が少し心配になり始めた時チャイムが鳴って、玄げん関かんからハリッサの声が届く。

「レッカ様ー」

「ちょうど帰ってきたみたいだな」

　俺は立ち上がって玄関へ向かう。

　チャイムを鳴らしたということは、荷物で両手がふさがっていてドアが開けられないのかもしれない。台所へは俺が運ぼう。

　そんなことを思いながらドアを開けると、そこには――

「レッカ様。えっと、すぐそこで倒れていたんですが……どうしましょう？」

　――侍を背せ負おったハリッサが、困った顔で俺のことを見上げていた。
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「侍だよな、これ」

「侍っぽいわね、確かに」

「侍にしか見えないわね」

　俺と皐月とつみきはリビングのソファに寝かせたその人物を見下ろしながら、互たがいに確かめるように呟いた。

　陣羽織に紐で縛しばった笠。腰こしに提さげた日本刀。足あし許もとは足た袋び。玄関で脱がせたが履はき物ものは草履だった。

　見た目だけならいかにも侍という感じの格好だ。

　とはいえ、現代日本に侍の居場所なんて時代劇か日につ光こう江え戸ど村むらくらいだろう。こんな何の変へん哲てつもない田舎いなか町まちで行いき倒だおれているものじゃない。

「サムライって何？」

「随分となつかしいのう。昔、一度だけ見かけたことがあるぞ」

　侍に馴な染じみのないイリスは首を傾かしげ、ロザリンドだけは周りとは違った感想を漏もらして腕を組んでいる。

　響の到着を待つ前にすっかり勉強という空気ではなくなってしまったが……まぁひとまず何とかしなければならないだろう。この侍がどこから来たのかとかはいったん脇に置いておく。

「レッカ様。お水持ってきました」

「ありがとな、ハリッサ」

「いえ。何か消化によいものを作ってきますね」

「私も手伝うわ、ハリッサちゃん」

　皐月がそう申し出て、ハリッサと一いつ緒しよに台所へ入っていく。つみきもついていこうとしていたのでロザリンドに止めてもらった。

「さて、とりあえず水から飲ませるか」

　行き倒れといえばこの前もラシュエルという駄天使を助けたが、あいつの場合は食べ物じゃなくて、ラブエナジーなんていうわけの分からないものを要求してきたな……。

　まぁ、この侍は少なくとも見た目はただの人間のようだし、普通に食べ物や水で大丈夫だと思うが。

　俺はソファの横で膝ひざ立だちになり、飲ませやすいように背中を支えて侍の顔を傾かたむけさせる。

「ん？」

　なんか触さわった背中が妙みようにやわらかいような？

　侍って鍛えてそうだし、もっとゴツゴツしているのかと思ったが……まぁ、見た感じ童顔の少年という感じだから、想像よりやわらかいというのもあるのかもしれない。

　気を取り直して水の入ったコップを相手の口元につけ、ゆっくりと中身を流し込む。

「……ん、んく」

　小さくノドを鳴らして侍は水を飲み干す。

　それから少しまぶたを震ふるわせると、ゆっくりと目を覚ました。

「おっ、起きたか？」

「……」

　侍さむらいは呆ほうけたような瞳ひとみで俺のことを見返す。

　まだ意識が朦もう朧ろうとしているのかと思い、具合を見ようと顔を近づけると、

「……無礼者っ！」

　不意にパンチが飛んできた。

「ぐぼらっ！」

　は、鼻が。

　俺がじんじん痛む鼻を押さえてうずくまると、反対に侍はソファの上で立ち上がって刀の柄つかに手をかけた。

「ここはどこだ!?　拙者はなぜここにいる!?」

「お、落ち着いてくれ」

　涙目の俺が相手をなだめようと手を伸のばす。

　だが視界がぼやけて目測を誤り、肩に置こうとした手で間ま違ちがえて胸に触ふれてしまった。

　もにゅっ

　……あれ？

　陣じん羽ば織おりに包まれた胸が妙にやわらかい。

「なっなっなっ！」

　そして異様に狼狽うろたえる侍。

　これってまさか……。

「キキキ貴様ァァア！」

「うわー、ちょ、ちょっと待った！」

　この反応は間違いない。

「お前女の子だったのか!?」

　性別を完全に勘かん違ちがいしていたことに気づき、速そつ攻こうで謝あやまるが聞く耳を持ってくれない。

　女侍は刀を抜ぬくと、大上段に構えて殺意のこもった視線で俺を睨にらみつけた。

「斬きるぅぅぅ！」

「ぎゃああああ！」

　あわや斬られる――と思ったところで、彼かの女じよのお腹なかがぐきゅるるると鳴る。

「むきゅんっ」

　空腹感が怒いかりを上回ったらしく、少女は目を回して再びソファの上に倒れ込む。

「おいおい、大丈夫か？」

「き、きるぅ～～」

　目をぐるぐると回しながら力のない声を上げる少女。
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「ちょっと烈火！　今その娘この胸触ったの!?」

「いや、事故だって！」

　陣羽織で膨ふくらみが隠かくれてたし、顔立ちもボーイッシュだから、女の子とは思わなかったんだ……手に触れた感かん触しよくは意外と大きかったけど。

「不潔」

　グサッ

　心を見み透すかされたかのようなひと言をつみきに言われ、心にグサリとくる。ロザリンドの冷たい視線でダメージはさらに追加された。

　と、俺がうなだれているところで、台所からハリッサが顔を出す。

「レッカ様ー。とりあえず、おうどん作りましたけど……どうしたんですか？」

　刀を抜いて目を回している侍を見て、ハリッサがきょとんとする。

「あー……いや、何でもない」

　説明が面めん倒どうになり、俺はとりあえず刀だけ取り上げて、ハリッサに料理を持ってきてもらった。

「……むぬ？」

　料理の匂においが漂ただよい、気を失った少女が鼻をひくひくさせながら目を開ける。

「いい匂い……」

　彼女の目はすっかり湯気の立つうどんに釘くぎ付づけになっている。よっぽどお腹なかが空いているようだ。

「どうぞ。熱いですから気をつけてください」

　ハリッサに差し出された箸はしを半ば無意識気味に受け取って、侍の少女は物もの凄すごい勢いでうどんを食べ始めた。

「気を失ったり目覚めたり忙いそがしい奴やつじゃのう」

　そんな彼女の様子を眺ながめながら、ロザリンドが呆れたように呟いた。

　やがてつゆまで全部飲み干した少女はバチンッと手を合わせ、それから俺たちの方に――正確にはハリッサに向けて――頭を下げる。

「馳ち走そうになった。おかげで人ひと心ごこ地ちついた。どこのどなたかは知らぬが礼を言う」

「いえ、ここはレッカ様のお家ですから。お礼ならレッカ様に言ってください」

「む？」

　ハリッサに言われて俺に視線を移した少女はしばし渋じゆう面めんを作り……

「……お主がここの主あるじであったか。世話になった」

　と、若じやつ干かん嫌いやそうにお礼を言った。さっき胸を触ったことをまだ怒っているようだ。

「え～と、とりあえず名前を聞いてもいいか？　俺は波なみ乱だれ烈火」

「拙せつ者しやの名は四しノの宮みやちりかだ」

　侍少女――ちりかはよく通る声で名乗ると、今度は室内にいるみんなの顔を不思議そうに見回す。

「……ところでここはどこなのだ？　やたらと異人が多いな。それに見慣れぬものがたくさんある……あれは硝がら子すか？　城でもあんな透とう明めいな硝子細工は見たことがないぞ」

「ちょ、ちょっとタンマタンマ」

　矢や継つぎ早ばやに質問され、俺は慌あわててちりかを制止する。

「悪いけど、先にこっちの質問に答えてもらっていいか？　ちりかの事情を知りたいんだ」

「いいや、こちらが先だ。拙者は急いで黄おう金ごん夜や叉しやの許もとへ戻もどり、いずこ姫ひめを助け出さねばならぬのだ」

「いずこ姫……？」

「貴様、いずこ姫を知らぬのか？　国一番の美び姫きと有名なあのいずこ姫を？」

　ちりかは逆に驚おどろいたという顔をしたが、生あい憎にくと俺はそんな名前のお姫ひめ様さまなんて知らない。あるいは芸能人の芸名か何かなのかと思ってつみきに聞いているが、彼女も知らないと首を横に振ふった。

　いずこ姫。侍の格好。ちりかの妙に古風な言い回し。

「……」

　ふと俺の脳裏である可能性が頭をもたげる。

　普ふ通つうならバカバカしい考えなのだが、似たような経験をした覚えがあるためか、決してあり得ないとまでは言い切れなかった。

「皐月。ちょっとちりかのこと調べてもらっていいか？」

「いいわよ」

　調べてもらおうというのはつまり、森しん羅らの大魔法を使ってもらうということだ。

　まだ絶対に『ヒロイン』と確定したわけではないので――ただ単に思い込みの激しいコスプレイヤーという可能性も微び妙みようにある――皐月は森羅の大魔法をちりかに見られないためにいったんリビングを出る。

「おい、早く質問に答えぬか。ここは本当に日ひノの本もとなのか？」

「ひのもと？」

「日本のことよ」

　一いつ瞬しゆん首を傾げる俺につみきが耳打ちしてくる。

「ああ、えっと、確かにここは日本だ。そこは安心してくれ」

　イリスやロザリンドなどどう見ても日本人じゃない容姿の娘も多いから、たぶんちりかはここが日本なのかどうか不安になったのだろう。

　だが現代の日本では外国人がいることなど、そこまで珍めずらしいことじゃない。

　そこをここまで不安がったり気にしたりするということは、ちりかはやっぱり……。

「烈火」

　その時、皐月がリビングへ戻ってくる。

「……どうだった？」

「たぶん、烈火の予想している通りよ」

　皐月は若干困った表情で答えた。

「ちりかさんは過去からタイムスリップしてきたみたいね」
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　皐月によると、ちりかは約五百年前の戦国時代から現代にタイムスリップしてきたらしい。

「ここが……未来の世界だと？」

　俺たちの話を聞いたちりかはさすがにしばらくの間愕がく然ぜんとしていた。

　そりゃいきなり「あなたは未来にタイムスリップしました」と言われるのなんて、いきなり「ここは異世界です」とか「私は宇宙人です」とか告白されるくらいの衝しよう撃げきだろう。最初からまともに受け止める方が無理というものだ。

「む、むぅ、確かに珍ちん妙みよう奇き天て烈れつな格好をした奴らだとは思ったが、それが未来の服装なのか……だ、だがそう簡単には信じられん。何か証しよう拠こを見せてみろ」

　ちりかはショックを受けつつも、刀の切っ先で俺の顔を指して詰きつ問もんしてくる。危ない。

「証拠かぁ」

　俺は適当に目についたリモコンを手に取り、テレビを点つける。ピッと音を立て、終しゆう盤ばん間ま際ぎわの再放送ドラマを流し始めるテレビ。

「ぬわっ!?　人が箱の中に!?　面めん妖ような！」

「わっ！　待て！　斬るな！」

　慌ててちりかをなだめ、テレビの後ろを見せて中に人がいるわけではないことを説明する。

「……なるほど。妖よう術じゆつか」

「じゃないから」

　さらにケータイや冷蔵庫なども見せつつ、これらが妖術でないと説得するのに三十分。

「……ふむ。分かった」

　ちりかは頷うなずき、もういいという風に腕うで組ぐみをして目を閉じる。

「ここが未来だって納なつ得とくしたのか？」

「おおまかにな。それに思い当たる節もある」

　そう言うと、ちりかは例の黄金夜叉という化け物と戦っていた時の話を始める。

「……で、黄金夜叉に飛びかかった時、山の上の一いつ本ぽん杉すぎに雷かみなりが落ち、直後に不思議な光が辺りを包つつみ込んだのだ。あれが神かみ隠かくし山だから起きた現象なのか、それとも奴の妖術なのかは定かではないが、拙者がここへ飛ばされたのはそのせいであろう」

　思い当たる節というわりに結構曖あい昧まいな気がするが、ちりかはそれで納得しているようだった。

「ちりか。実はもうひとつ話しておきたいことがあるんだ。俺の『血筋』について」

「うむ？」

　俺は『波乱の血筋』について簡単にちりかに説明した。

「未来には珍ちん奇きな宿しゆく業ごうを背負った者もいるのだな」

「珍奇とか言われたのははじめてだ……」

「では拙者はお主の『ひろいん』とかいう奴なのか？」

「そうだと思う」

　そうだよな、という確認を込めてアールをチラ見する。

「まぁこれだけフラグ立てておいて違ちがったらウソですよね」

　……なんか妙に身もふたもない言い方だったが、ちりかが『ヒロイン』であることは間違いないらしい。

　となると、彼女にも『物語』があるってことだよな。

「うーん、順当に考えると、『ちりかの物語』はちりかを元の時代に帰すってところか？」

　俺はこれまで聞いたちりかの話を思い出しながら推測してみる。

「いや、違うな」

　しかし、その推論は本人の口から否定された。

「お主が本当に悲劇を覆くつがえす『血筋』の持ち主であるのなら、拙者にとって覆すべき悲劇とは言わずもがな、いずこ姫のことだ」

　いずこ姫って、ちりかの話に出てきたお姫様のことか？

「そういえば助け出すのがどうとかって言ってたよな？　いったい何があったんだ？」

「……ことの起こりは三日前に遡さかのぼる」

　この場合の三日前というのは、ちりかがいた過去時間――つまりタイムスリップする直前から数えて三日前のことだろう。

「拙者がお仕えする殿とのの城に黄金夜叉を名乗る化け物が現れた」

「さっきもちらっと言ってたけど、その黄金夜叉って何者なんだ？」

「知らぬ」

　きっぱりと言われて俺たち一同は軽くズッコケた。

「な、何だよそれ？」

「夜叉は夜叉だ。その正体などどうでもいいではないか」

　化け物は化け物に過ぎないとでも言いたげだ。

「……」

　ちりかの物言いにロザリンドが若干嫌そうな顔をする。

「問題は奴が城の警備をかいくぐっていずこ姫をさらい、身みの代しろ金きんを要求してきたということだ」

「身代金？」

「正確には黄金だな。奴めは城にあるだけ寄よ越こせと抜かした」

「夜叉って鬼おにのことだろ？　鬼がお金なんて欲ほしがるのか？」

　いまいちピンと来なくて俺は西洋の鬼であるロザリンドに尋ねる。

「東洋西洋問わず、人外の者が金銭を欲ほつする場合は多いぞ。この国でも『鬼を退治して金銀財宝を得る』という昔話は多いであろう？」

「ああ、なるほど」

　言われてみれば『桃もも太た郎ろう』とかもそんな話だった。使い道があるのかどうかというより、そういう性質なのだと解かい釈しやくしておけばいいのかもしれない。

　ちりかはその時のことを思い出したのか、悔くやしそうに舌打ちする。

「まったく妖よう怪かいの分際で姫の御おん身みに触れるなど分不相応にもほどがある！　その上、城の黄金まで奪うばおうとは……忌いま々いましい欲深な化け物め！」

「……ハッ」

　黄金夜叉に対する罵ば倒とうを吐はき捨すてるちりかに対し、不意にロザリンドは鼻で笑う。

　当然、侮ぶ辱じよくを受けたと思った侍は金きん髪ぱつの吸きゆう血けつ鬼きをキッと睨んだ。

「何を笑う？」

「いや、なに。それだけ姫が大事なら、おとなしく身代金でも何でも払はらってやればよいのになと思っただけだ。そんなものも払えないということは、所しよ詮せん姫ひめといってもその程度の存在なのだな」

　ロザリンドの言い方にちりかは目元をヒクつかせる。

「それとこれとは話が別だ」

「だがお主のところの城兵どもは、束になっても黄金夜叉の侵しん入にゆうを阻はばめなかったのであろう？　役立たずに助けに来てもらうよりかは、身代金を払って穏おん便びんに済ませてもらう方がその姫も安心できるのではないか？」

　先さき程ほどのちりかの態度が気に入らなかったのか、ロザリンドはやたらと辛しん辣らつに言った。

「貴様……子供といえどそれ以上の侮辱は容よう赦しやせんぞ」

「誰だれが子供じゃ！」

　今にも刀の柄に手をかけそうなちりかに、ますます怒りを募つのらせるロザリンド。

「ま、待った待った！　ふたりとも落ち着け！」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつといった雰ふん囲い気きのふたりの間に慌てて割って入る。

「ちりかの事情は分かったから、次はそのお姫さんを助ける方法を探そう！　だからこんなところで無む駄だに暴れないでくれ。ロザリンドも喧けん嘩か売るなっての」

「ふんッ」

　ロザリンドは不満そうに腕組みしてそっぽを向く。

　一方ちりかはしばらく彼女を睨んでいたが、自分を落ち着かせるように大きく息を吐いて柄から手を離はなした。

「お主には一飯の恩がある。ここは顔を立ててやろう」

「あ、ありがとよ……」

　腑ふに落ちないがひとまず状じよう況きようは落ち着いた。

　と思ったのもつかの間、

「だが役立たず扱あつかいされたままでは拙者の沽こ券けんにかかわる」

　ちりかは突とつ然ぜんそんなことを言い出す。

「烈火。お主、ちょっとそこのりんごを椅子の上に置いて、その前に立て」

　そう言ってちりかは、ハリッサがうどんと一緒に持ってきて、今から剥むこうとしていたりんごを指差す。

「？」

「早くしろ」

　ちりかが急せかすので、俺は彼女の言う通りりんごを椅子の上に置いて、その前に立った。

　それを確認すると彼女は刀を抜いて独特の構えをとる。

「お、おい」

「安心しろ。お主を斬るわけではない」

　確かにそのまま彼女が振り下おろしても刃はは俺に届かなさそうだ。お互いの間にはテーブルがあって踏ふみ込むこともできない。

「ちょっとー、烈火に何するつもり？」

　イリスが若干不安そうにちりかに尋ねる。

　その質問に対して彼女は俺から目を離しもせず、

「何度も言わせるな……烈火を斬るわけでは、ないっ！」

　答えると同時に、ちりかは日本刀を振り抜く。

「うわっ！」

　思わず声が出た。

　が、やはり刃は俺に届いていない。

　……と、後ろで何かがぽとりと落ちる音がした。

「ん？」

　振り返かえると、真っ二つに割れたりんごが椅い子すの両側に落ちていた。

「え、えぇぇえ？」

「りんごが突然割れ……いえ、斬れた？」

「何なの今の？」

　俺おれ以外のみんなも驚いている。

　落ちたりんごを拾ってみるが、確かに斬れている。綺き麗れいな断面だ。

「ちりかが斬ったのか？」

「そうだ」

　俺の問いにちりかは頷き、刀を鞘さやに収める。

　その自信満々な態度からしてウソとは思えなかったが、しかしいったいどうやって？　りんごの前には俺が立ち、そもそも彼女の刀は空を切ったはずだ。

「魔法、か？」

「ううん。魔法じゃなかったわ。魔ま力りよくも感じられないし」

　皐月は首を振って俺の考えを否定する。

　魔法でもないとなると、いよいよもってりんごが斬れた理由が分からない。

「ふんっ、妙な技わざを使うのう」

　ロザリンドが鼻を鳴らしながら呟つぶやく。

「技？」

「そうだ」

　首を傾げる俺にちりかが答える。

「我わが流派に伝わる奥おう義ぎのひとつ、その名も『蚕かいこ断だち』。〝氣き〟の刃で以もつて任意の物体だけを斬る技だ。極きわめれば繭まゆに包まれた中の蚕だけを斬ることも可能となる」

「へぇー、そりゃまた凄い」

　言われてみればりんごの下にあった椅子は傷ひとつついていない。ただ単に斬ざん撃げきを飛ばしているわけでもなく、本当に任意のものだけを斬れるようだ。

　奥義というからには誰にだってできる技じゃないんだろう。俺とさほど歳としも離れていないかあるいは年下でありながら、ちりかはそれができるというのだから相当な修しゆ行ぎようをしたに違いない。

「なるほどのう。これでは盾たても鎧よろいも意味をなさんな」とロザリンド。

「どうだ？　これで拙者の実力が分かったか？」

　ちりかはフフンッといった態度でロザリンドに向かって胸を張る。

　しかし、ロザリンドは肩かたを竦すくめて、

「技の繊せん細さいさはさすが日本人といった感じじゃがのう。ただ単に戦せん闘とうにおいて有効な技というなら、西洋にも修練によって人じん智ちを超こえた技を使う輩やからはおったぞ。その程度で威い張ばるでない」

「ぐぬぬぬ」

　……まだ会ったばかりなのに妙な対立関係ができつつあるな。

　俺が先行き不安になっていると、ふと玄関のチャイムが鳴った。
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　火花を散らすロザリンドとちりかを放っておくのに不安を覚えつつ玄関に向かい、ドアを開けるとそこにいたのは響とチェルシー、そしてふたりに連れられた見知らぬ女性だった。

「響、チェルシー……そっか、そういやふたりとも約束してたっけな」

「何だそれは？　まさか忘れていたのか？」

「あーいや忘れてたわけじゃないんだけど、途中で別のイベントが挟はさまったせいで一時的にド忘れしてたというか」

「……また何かあったのか？」

　やや呆あきれ気ぎ味みに、というか諦あきらめ気味に響はため息をついた。

「烈火君は相変わらずだねー。まっ、だからこそ頼たより甲が斐いがあるんだけど」

　一方でチェルシーは笑い飛ばし、次いで自分たちの後ろにいる女性を紹しよう介かいする。

「彼女はシャーレン。響から電話で聞いてると思うけど、今日は彼女のことで相談に来たの。シャーレン、彼かれが烈火君。前に話した抜ばつ群ぐんのトラブルシューターよ」

「はじめまして、烈火君。私はシャーレン・ドットアイズ。よろしく頼たのむわね」

　そう言うとシャーレンはにこりと微笑ほほえんで手を差し出してくる。

「あらまぁ、これはまたお姉様的な色気のある『ヒロイン』ですねぇ」

「どうも。波乱烈火です」

　俺はアールの戯たわ言ごとを無視しながらシャーレンに握あく手しゆを返したが、ちょっとだけその笑え顔がおに気け圧おされていた。

　魅み力りよく的てきなのだけれど、どこか豹ひようのような美しい凄すご味みも感じる笑みだった。全体的な雰囲気もどこかネコ科の動物のようなしなやかな力強さを感じる。

　まるで普段から修しゆ羅ら場ばをくぐり抜け慣れているような、そんな気が……ただ一点違い和わ感かんを覚える部分があるとすれば――その頭に載のせている豪ごう華かな装そう飾しよくのついた王おう冠かんだった。

「ん？　これ？」

　こちらの視線に気づいたのか、シャーレンは頭の王冠を指でピンッとはじいてみせる。

「似合う？」

「あっと、はい」

「あはは。別に無理して褒ほめなくてもいいわよ」

　シャーレンは特に気分を害した様子もなく笑う。

「それにこれは私にとって今一番の頭痛の種だしね」

「え？」

「烈火。詳くわしいことは中で話そう」

　響に促うながされ、俺は三人を家にあげる。

「また異人が増えた」

　チェルシーとシャーレンを見てちりかはそんな反応をする。もうだいぶ慣れたのか、そこまで大きく驚いている様子はない。

　一方で、ちりかを見た響はといえば。

「……侍？　おい、まさか烈火」

「そのまさかだよ」

「…………こんなこと言うのも今いま更さらというかお門かど違ちがいなのは分かってるんだが、君はどうしてこうとんでもないものをいくつも引きつけるんだ？」

「返す言葉もない」

　俺と響は揃って小さなため息をついた。お互い似たような『血』を引く者同士、通じる気持ちというのもある。

　そんな俺たちの横で、同じくちりかを見たシャーレンがはしゃぐ。

「あら、あなたってもしかしてジャパニーズ〝ニンジャ〟？　凄すごい！　実物はじめて見たわ！」

「忍にん者じや？　違う。拙者は侍だ」

「サムライ？　どっちにしてもはじめてだわ！　記念に写真撮とってもいいかしら？」

「写真？　何だそれは？」

　なんだか時代と文化の違いを如によ実じつに感じられる会話が繰くり広ひろげられてるな……。

「で？　こやつは何をしに来たのだ？」

　ちりかはシャーレンを指差して聞いてくる。

「ああ、実はシャーレンも今困ったことがあるらしくて、俺に相談しに来たんだ」

「何？」

　そこでなぜかちりかは不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ねになる。

「おい烈火。お主は拙者の『物語』を助けるのではないのか？　我々は早くいずこ姫を救わなければならないのだぞ。ほかの者にかまけている暇ひまはないはずだ」

「……！　ちょ、ちょっと待ってくれ」
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　露ろ骨こつに怒ど気きをはらんだちりかの言葉に、俺は慌てて言葉を探す。

「確かに『ちりかの物語』も大事だけど、同じように『シャーレンの物語』の解決も大事なんだ。どっちを優先するとかじゃなくて、どちらも助けられるように俺は行動するつもりだ。だからその……今は我が慢まんしてくれないか？」

「……」

　ちりかはまだ不満そうだったが、不承不承といった様子で頷いてくれた。

　こちらの頼みを聞き入れてくれたのは、たぶん俺たち以外に頼れるアテもないからというのもあるだろう。

　だが、別に彼女が自分のことしか考えていないというわけではないはずだ。

　なぜなら彼女は自分が過去へ帰ることよりも、いずこ姫を助けることが自身の『物語』だとハッキリ言い切った。彼女がさっき俺に対して怒おこったのは、自分のためではなくいずこ姫を早く助けたいからなのだ。

　その気持ちに応こたえたいと思いつつ、今はシャーレンの方に向き直る。

「待たせたな。シャーレンの詳しい話を聞かせてくれ、確か呪のろいがどうこうって言ってたけど」

「そうね。そちらのミス・サムライもお待ちみたいだし、手短に説明するわ」

　シャーレンはそう言うと、先程したのと同じように頭の王冠を指ではじいてみせる。

「端たん的てきに言えば、この王冠が呪われているの。噂うわさではこれをかぶった人間は十日以内に死ぬそうよ」

「十日以内に……!?」

「ここまで来るのに時間かかってるから、正確にはあと三日ね。今も頭がギリギリ締しまって痛いわ」

　おどけて言ってみせてはいるが、よく見ればシャーレンの額には薄うつすらと脂あぶら汗あせが浮ういている。実はさっきからずっと無理をしていたようだ。

「どこでそんなものを……？　チェルシーの知り合いって聞いてるけど、シャーレンもトレジャーハンターなのか？」

「違うわ。私はお宝自体には興味ないもの」

　シャーレンは首を横に振り、ぱちんっと指を鳴らした。

　すると突とつ然ぜん、彼かの女じょの足あし許もとから煙けむりが湧わき上あがり、あっという間に部屋中に充じゆう満まんする。

「うわっ、ハリッサ、窓開けてくれ！」

「分かりました！」

　一番窓に近かったハリッサに頼んで換かん気きをしてもらう。

　ほどなく煙は外に出て行くが、目やら鼻やらに入ったせいでみんな涙目だ。

「ぺっぺっ、ちょっと煙多すぎたかしら？」

　シャーレンもかよ。この煙を出したのってシャーレンだろ。

　実はちょっと間が抜けてるのだろうか……なんてことを思いつつ、ようやく涙が止まって視界がクリアになる。

「……あれ？　シャーレン、服が少し」

「うーん、少し驚かせようと思ったのに失敗しちゃったわね」

　そう言ってまた笑うシャーレンの頭にはシルクハット、肩にはマントがあった。シルクハットの下から王冠がちょっとはみ出ているが、その姿はまるで……

「マジシャン？」

　今にもハトとかトランプとか出しそうだった。

「残念。手品師でもないわ。マジックはできるけどね」

「じゃあ何なんだ？」

　いい加減教えてくれ、と俺はやや不満げな口調になる。

「ごめんごめん。私はね、怪かい盗とうなの」

「怪盗って、泥どろ棒ぼうか？」

「その呼び方は泥どろ臭くさくてあんまり好きじゃないわ。間違ってないけどね」

「……」

　まさか泥棒、もとい怪盗とは。

　まぁこれまでも宇宙海かい賊ぞくの『ヒロイン』とかも助けてきたし、事情さえ分かれば助けるのに抵てい抗こうはないのだが……。

「ってことは、その呪われた王冠を手に入れた経けい緯いってもしかして……」

「博物館で展示されてるところを鮮あざやかに盗ぬすみ出したのよ」

「……」

　自じ業ごう自じ得とくという四字熟語がノドまで出かかったが、ギリギリのところで呑のみ込む。

　と、そこでチェルシーがシャーレンの額をこつんと叩たたく。

「またあんたは人を食った態度取って。助けてもらうんだから、少しは丁てい寧ねいに説明しなさいよね」

　チェルシーは仕方がないわねとため息をつき、俺へと向き直る。

「誤解しないでね、烈火。シャーレンは確かにものを盗むけど、向こうの国じゃ義ぎ賊ぞくとも呼ばれてるのよ。要は盗んだものを貧しい人に分わけ与あたえてるわけ」

「そうなのか？」

　俺がシャーレンに尋たずねると、彼女は苦笑いしながら肩を竦めたが、否定はしなかった。

　その態度は受け取り方によっては照てれ隠しとも取れるけど……なんかよく分からない人だな。

「元は彼女も魔ま法ほう使つかいの家系でね。その縁えんで私がマーガレット家を出たあとも連れん絡らくを取り合っていたの」

「なるほど……ん？　『元』って？」

　気になって俺が聞くと、今度はシャーレンがチェルシーの額を軽くノックする。

「チェルシー。女の過去を勝手に公開しすぎよ。それとこれとは関係ないでしょ」

「これ」の部分でシャーレンは頭の王冠を指差す。

　チェルシーの話を聞く限り、彼女も根っからの悪人ではないみたいだし、話を先に進めよう。

「とりあえず、その王冠を手に入れた経緯は分かった。けど肝かん心じんの呪いについては何か分かってることあるのか？　響」

「ああ。それはすでにチェルシーがナルテシアに頼んで調べてもらってある……が、それが問題でな」

「……」

　まさかナルテシアに調査代として何か要求されたのだろうか？　……すっかりトラウマになってるな俺。

「それで？　問題って？」

　恐おそる恐る俺は尋ねる。

「うん。実は……どうもこの王冠はアトランティスの遺物らしいんだ」

「アトランティスの遺物？」

　数秒考え……俺は首を傾かしげる。

「アトランティスって何だ？」

　ズルッと室内にいた何人かがコケた。

「アンタねぇ、知らないの……？　アトランティスって結構有名よ」

　つみきがテーブルに手を突ついて立ち上がりながら、怪け訝げんそうな目で俺を見上げてくる。

「ま、まぁ学校で習うことでもないし……仕方ない、かしら？」

　同じくコケた体勢から立ち上がりながら、皐月が若干フォローになってないセリフを呟く。

　な、何だろう？　もしかして結構アホな発言をしてしまったのだろうか？

「アトランティスというのは、かつて海に沈しずんだと言われる伝説の大陸だ」

　コホンッとせき払ばらいしながら響がアトランティスについて教えてくれる。

「ただしあくまで伝説で、実在はしなかったというのが定説だ……が、ナルテシアが王冠にかけられた呪いを解読したところ、どうもアトランティス人以外の者がかぶると死をもたらすようになっているらしい」

　そういう呪いがかけられているとなると、この王冠が元はアトランティス人のものだったと考えるのは自然なことだろう。

「ちなみにその呪い、ナルテシアには消せなかったのか？」

「……というか、断られた」

　響は肩を落として言った。

「『呪いそのものが古ふる臭くさすぎるクセに術式だけやたらと複雑で、解かい呪じゆに時間ばかりかかるわりにおもしろみもない』……だって」

　チェルシーも諦てい観かんを含ふくんだ声で呟く。

「おいおい、ナルテシアに何とかできるなら何とかしてもらうのが一番いいじゃないか。何か代価が必要だっていうなら、アブラアムにでも精せい霊れい界かいにでも、何だったら魔ま界かいにだって行ってくるぞ？」

　俺は意気込んで身を乗り出すが、響とチェルシーは首を横に振る。

「いや、最初に言ったがこの呪いにかかると十日で死んでしまうんだ。解呪にはナルテシアでも現状では十日以上かかると言っていた」

　十日で死ぬ呪いを解くのに十日以上かかるって……それじゃ意味ないじゃないか。

「解呪が不可能なんて言うんじゃ、いったいどうやってシャーレンを助けるんだ？」

「ナルテシアは『現状では』解呪に十日以上かかると言ったんだ」

　響は念ねん押おしするように先程のセリフを繰り返す。

「つまり、どういうことなんだ？」

「ナルテシアが言うには、これくらい術式が複雑な呪いをかけるには、それ相応の〝場〟を用意しなければならないらしい。要するに儀ぎ式しき場じようだな。その儀式場から呪いを解くヒントになる呪物を見つけられれば、解呪にかかる時間をもっと短縮できるそうだ」

「おお！」

　それならまだ希望を見み出いだすことができる。

「でもその王冠ってアトランティスの遺物なんでしょ？　もし仮にアトランティスがあったとして、今は海の底に沈んでる上にどこにあるのか分からないんじゃない？」

　そこで難しい顔をしたつみきが口を挟む。

　確かに伝説の通りならそうだ。

　だが、俺たちにはそのどちらも解決できる仲間がいる。

「皐月。アトランティスが沈んだ場所を調べておいてくれ」

「分かったわ」

　彼かの女じよの森羅の大魔法の前にはどのような謎なぞも丸まる裸はだか同然だ。

　これで片方は解決した。

　さて、もうひとつは。

「少し出てくるな」

「レッカ様。どちらへ？」

「すぐそこ」

　ハリッサの質問に俺は簡潔に答えた。

　実際、目的地はすぐ近所だ。

　俺ん家ちのはす向かいには海の惑わく星せいから来た宇宙人が住んでいる。
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　というわけで、俺、皐月、イリス、ハリッサ、つみき、響、チェルシー、シャーリー、レイン、コロナ、ラシュエル、ちりか、シャーレンの計十三人は、失われた大陸アトランティスを目指して太平洋のド真ん中に来ていた。

　ちなみに海に潜もぐると聞いてロザリンドは帰ってしまった。惑星ベラノに行った時もそうだが、海底にはトラウマがあるらしい。その代わりとばかりに自分の館やかたからコロナを寄越してきた。好きにコキ使えということらしい。

　逆に呼んでもいないのについてきたのがラシュエルだ。出発直前たまたまウチに遊びに来て、

『ムッハー！　また新しいお嬢様方が増えてるじゃないですか！　これは新たな修羅場の予感！』

　と戯言を抜ぬかして勝手にくっついてきた。

　シャーリーは海へ潜るための潜せん水すい艇ていの操そう舵だ手しゆ。レインは人魚なので水中では心強いと思ってついてきてもらった。ファムにも来てもらおうかと思ったのだが、生あい憎にくと友達と遊びに行ってしまっていて留守だった。シャーリーの助手であるガーネットは、ファムが帰ってきた時のために家で留守番をしている。

　あとはあの時俺の家にいたメンバーだ。

「じゃあ潜せん行こうするわよ」

「頼む」

　シャーリーの操縦する宇宙最さい新しん鋭えいの潜水艇は、物もの凄すごいスピードで海底へと潜り始めた。

　またたく間に窓から覗のぞく海の色が暗くなる。なんだか無む性しように不安になる光景だが、潜水艇の中は何があっても安全だと言われているので、それを信じておくとしよう。

　まぁ、そんなこといちいち不安に思っているのなんて、俺だけみたいだが。

「海の底なんてベラノで竜りゆう宮ぐう城じように行った時以来ねー」

「なんだかあの時よりも暗いです」

「ベラノでは観光のためにカメバスの運行ルートをライトアップしてましたから」

　みんなは主にベラノへ行った時の思い出話で盛り上がっている。

　一方、その頃ころはまだ出会っていなかったコロナやラシュエルなどは、

「海の底に来るのは我もはじめての体験だな」

「うふふー、今日はどれくらいラブエナジーがもらえますかねー」

　と、各おの々おのこの海中行軍を楽しんでいるようだ。ひとり海とか関係なくよだれをたらしているアホ天使もいるが。

「……」

　まぁそんなこんなでみんなが楽しそうにしている中、ちりかだけは周りから離れてムスッとした顔で床ゆかにあぐらをかいていた。

　……まぁ、彼女が不機嫌になるのも仕方がないが、ああして孤こ立りつしているのは少々マズい。

　俺は操縦席の傍そばを離れ、ちりかの許もとへ向かう。

「……何用だ？」

　俺が隣となりに腰こしを下ろすと、ちりかはまぶたを閉じたままぶっきらぼうに尋ねてきた。

「いや、何してるのかなと思って」

「何もしていない……。お主が無理やりここへ連れてこなければ、今いま頃ごろいずこ姫ひめの許へ戻もどる手段でも探しておったかもしれぬがな」

　トゲトゲした声でつつかれ、座すわったままたじろぐ。

　確かにひとりで過去へ戻る方法を探しに行こうとしたちりかを止めて、無理やりここまで連れてきたのは俺だ。

　俺が彼女の『物語』を後回しにして海に行くと言ったのが逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

　かといって、彼女が『ヒロイン』である以上、その『物語』を解決できる可能性を持つのは俺だけだ。彼女の怒いかりはもっともだがひとりにするわけにもいかず、こうして連れてきたわけだが……この通り国交断絶レベルの不信感を持たれてしまった。

「な……何か飲むか？　ジュースとか」

「いらん」

　うぐぐ。だが不信感を持たれたままでは『物語』の解決は無理だ。

　くじけそうな心を叱しつ咤たして俺は会話を続ける。

「……」

　しかし、やはりなかなか口を利きいてくれそうもない。

　うーん……何でもいいからちりかが話をしてくれそうな話題はないだろうか？

　けどまだ俺は彼女のこと何にも知らないに等しいんだよな。知ってるのはせいぜい凄すご腕うでの侍さむらいであるってことと、あとはいずこ姫って人を助けたがっているくらい……そうだ！

「いずこ姫ってどんな人なんだ？」

「……！」

　いずこ姫の名前に反応し、ちりかははじめて片目を開けて俺を見る。

「なぜいずこ姫のことをお主が知りたがる？」

「だって、いずこ姫を助けるのが『ちりかの物語』の幸福な結末なんだろ？　だったら彼女を助けるために、少しでもどんな人なのか知っておかないと」

　いずこ姫を助けるために――という殺し文句は効果があったようで、ちりかはようやく俺と話をしてくれる気になったようだ。

「いずこ姫は拙せつ者しやの命の恩人だ」

「命の恩人？」

「そうだ。そもそも拙者は生まれつき武士の家系に生まれたわけではない。山やま奥おくの山村に生まれたただの村娘だった……が、拙者が幼い頃、村が賊ぞくに襲おそわれ両親を失った」

「……！」

　強きよう烈れつな過去を淡たん々たんと話し、ちりかはその頃のことを思い出すように遠くを見つめる。

「その後、賊は領主様によって討とう伐ばつされた。その折、たまたま拙者のことを目に留め、拾い上げてくださったのがいずこ姫だ」

「だからいずこ姫は命の恩人なんだな」

「そうだ……姫のおかげで拙者は姫の遊び相手として傍に置いていただけることになった。その後、大きくなってからは城で剣けん術じゆつを学び、姫の身辺護衛役として取り立てていただいたのだ」

「なるほど」

　あの『蚕断ち』のような凄すさまじい剣けん技ぎも、そのいずこ姫のために鍛きたえたものだったのか。

　とはいえ並の努力ではなかっただろう……そうさせるくらい、彼女にとっていずこ姫は大きな存在であるに違ちがいない。あるいは〝全すべて〟と言っても過言ではないのかもしれなかった。

　だからこそ、今こうして俺がシャーレンのために海の底を目指しているのが許せないのだろうが……。

「いずこ姫がちりかにとって大切な人だってのは充じゆう分ぶん分かったよ」

「そうか」

「じゃあ次は……そうだな。そのお姫ひめ様さまを助けるには過去へ戻るのもそうだけど、例の黄金夜叉ってのも倒たおさなきゃならないんだろ？　黄金夜叉のことも教えてくれないか？」

「それはさっきも話しただろう。奴やつは姫をさらい身みの代しろ金きんを要求してきた外げ道どうだ」

「いや、ほかにも分かってることとかないのか？」

「ほかに……そうだな。これは推測だが、十中八九奴めは人から夜叉へと転じた妖よう怪だ」

「……元人間ってことか？　何でそんなこと分かるんだ？」

「我が流派は〝氣〟を用いる関係上、他者の気配に敏びん感かんだ。奴からはわずかばかり人の気配が混じっていた。あとは恐ろしい面めん貌ぼうにも人の頃の名な残ごりがあった」

　黄金夜叉が元人間……か。

　知り合いに普ふ通つうのネコから妖怪化したアイという少女がいるが、人が妖怪になることなんてあるのだろうか？　あとで皐月に調べてもらおう。

「しかし、元人間ってことは何か妖怪になった〝理由〟があったってことだよな？」

　黄金夜叉――正確には元となった人間――が妖怪になってしまった「理由＝過去」とはいったい何なのだろうか？

　俺が首をひねっていると、隣でちりかがフンッと失しつ笑しようする。

「人の道をはずれるような者に大層な理由などあるはずもない。おおかた欲深な人間が金銭欲に取とり憑つかれ、そのまま夜叉と成り果てたのであろう……忌いま々いましい」

「……」

　確かに名前もそのまんま「黄金夜叉」だし、城の黄金を要求したところを見ても、その辺りに理由の根源があるというのは的を射ていそうだけど……彼女は少し決めつけが過ぎるような気もする。

　まぁそこはまたおいおい調べていくとして。

「じゃあ、黄金夜叉はどれくらい強かったんだ？　確か黄金夜叉はひとりで城に入り込んで姫様をさらったんだよな？」

「……っ」

　その時のことを思い出すと怒りが再燃するのか、ちりかは腸はらわたが煮にえくりかえったような顔になった。

　それでも姫を助けるためというセリフがまだ効いているらしく、彼女はその表情のまま話を続けてくれる。

「……まず奴は図ずう体たいのわりに猿さるのような身のこなしをしていた。奴は夜半に城の外がい壁へきを伝って登り、姫の寝しん室しつに直接忍しのび込んだのだ」

「ふむふむ、てことは、黄金夜叉は姫様をさらっただけで誰だれとも戦ってないのか？」

「いや、その後拙者が奴を御お隠かくし山まで追い、奴を討うち取って姫を取り戻すために勝負を仕し掛かけた」

「ふむふむ……え？」

「奴の皮ひ膚ふは鋼のごとく、そして」

「いや、ちょっと待った」

　ふと気になったことがあり、俺はちりかの話を遮さえぎる。

「何だ？」

「気になったんだけど……話を聞いてる感じだと、ちりかひとりで黄金夜叉を追って戦ってないか？」

「その通りだが？」

　ちりかは何を当然のことをという顔で見返してくる。

「いやいやいや、さらわれたのはお姫様なんだろ？　だったらフツーお殿との様さまがたくさんの兵を引き連れて倒しに行くもんなんじゃないのか？」

　てっきりそうだと思ってこれまで話を聞いていたが、どうやら俺の思い込みだったらしい。だって普通ひとりで化け物に挑いどみに行ったなんて思わないだろ？　そんなの俺だって無理だ。

「どうしてひとりで戦ったりしたんだ？」

　遠回しにそんなのは無む茶ちやだと言ってみるが、

「姫の護衛は拙者の責務だ」

　ちりかはただそう答えるだけだった。

　姫のためなら自分の命を危険に晒さらすくらい、何でもないといった声音だ。

　何だろう……さっきまでは彼女の姫様に対する一いち途ずさが凄いものだと思えていたのに、今は逆に彼女の危あやうさのように感じ始めている。

「……何だ？」

　俺がジッと見ているのが気になったのか、ちりかは居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎした。

「烈火」

　その時、響がこちらへやってくる。

「どうした？」

「シャーリーが目的のポイントに着いたと言ってる。こっちに来てくれ」

「分かった」

「……」

　俺と響がそんなやり取りをしていると、ちりかは無言で立ち上がって離はなれていって、またひとりで壁かべ際ぎわに座り込んでしまった。

　彼女のことは気になったが……今はシャーリーの話を聞くのが優先と思い、俺は響のあとについて操縦席まで移動する。

「シャーリー。アトランティスに着いたのか？」

「皐月に言われた座標には着いたわ」

　潜水艇の窓から外を見てみるが、ライトの届く範はん囲いには特にこれといってめだつものはなかった。

「ライトを増やすわね」

　シャーリーがそう言ってボタンを押おすと、潜水艇に取り付けられた正面以外のライトも一いつ斉せいに点灯し、一気に光の範囲が広がる。

　そして――

「おおぉ……！」

　――目の前に広がったのは、水底の廃はい墟きよだった。

　廃墟とはいっても、かつての栄えい華がを想像させるには充分な大都市だった。家らしき建物が整然と並び、道路なども整備されていたことが窺うかがえる。

「うわ……すご」

「アカシックレコードの記録では、アトランティスがここに沈んだのは約千五百年前らしいわ。でも、実際に見るとやっぱり圧倒されるわね」

「トレジャーハントで遺い跡せきにはよく潜るけど、こういうのって歴史のロマンがあるわよねぇ～」

　皐月やチェルシーたちも窓からアトランティスの廃墟を眺ながめて感かん嘆たんの息を漏もらしていた。

　きっとこれは歴史的大発見という奴なんだろうけど、生憎と俺おれにはたいして興味もないことだ。

「シャーリー。皐月が調べた感じだと、王冠に呪いをかけた儀式場は神しん殿でんにあるらしい。この辺を探してくれ」

「分かったわ。すぐ見つかると思うわよ」

　シャーリーはそう請うけ合い、再び潜水艇を操縦して辺りを探たん索さくする。神殿のある座標は最初から皐月が調べているので、少しばかり周囲を探せば……

「あったわ。たぶんあれでしょ」

　ほどなくしてシャーリーの指差す先に、神殿らしき立派な建物がライトに照らされ浮かび上がった。

「皐月。あれが神殿で間ま違ちがいないか？」

「ちょっと待ってね」

　皐月は森羅の大魔法を使い、目の前の建物が神殿で間違いないか確かめる。

「うん。これが神殿みたいね」

「じゃあ中に入らないとな。シャーリー、どうだ？」

　俺は尋ねてみるが、シャーリーは若じやつ干かん難しい顔をする。

「神殿を超ちよう音おん波ぱスキャンして内部構造を調べてみたんだけど、柱の間かん隔かくが狭せまいところとか地下には潜水艇じゃ行けそうにないわね」

「儀式場はどこか分かるか？」

「さあ？　私には魔法的な知識がないから、儀式場っていうのがどういう場所のことを指すのか分からないわ」

　シャーリーはお手上げという風に肩かたを竦すくめる。

「私がもう一度調べましょうか？」と皐月。

「いや、あんまり連続で使いすぎて皐月の魔ま力りよくが切れてもマズい。まだまだ分からないことも多いんだし」

　前に一度、森羅の大魔法の使いすぎで彼女が魔力切れを起こし、ピンチに陥おちいったことがある。森羅の大魔法は強力だし、使いどころを間違えたくはなかった。

「とりあえず潜水艇で調べられるところは調べてみよう。入れないところは潜せん水すい服ふくって奴でも着れば調べられると思うし」

「大だい丈じよう夫ぶ？　深海での作業って結構訓練がいるわよ？」

「う……そうなのか？」

　それは困った。

「響。できるか？」

「ただのダイビングならできるが、深海作業の訓練はさすがに……」

　響は首を横に振ふる。

　あるいはトレジャーハンターのチェルシーなら、お宝を探すために海に潜る技術も持っているのではと思ったが、残念ながら彼女にも無理と言われてしまった。

　さてどうしたものか……と俺が頭をガシガシかいていると、ふとその肩を誰かに叩かれる。

「烈火さん」

「レイン？」

「お話はお伺うかがいしておりました。ここは私にお任せくださいませ」

　レインはそっと自分の胸に手を当て、優ゆう雅がな笑えみとともに自信満々に頷うなずいてみせた。




　　　　　▽




　人魚族のレインにとって水中作業は、たとえそれが深海であろうとお手の物。彼女はシャーリーから水中マイクとライトだけ受け取ると、足を尾おひれに変えて潜水艇の外へと泳ぎ出た。

「レイン。聞こえる？」

『はい。シャーリーさん』

　シャーリーが操縦席のマイクに向かって話しかけると、レインから返事が返ってくる。彼女はまだ神殿の中には入っておらず、潜水艇のライトで見える範囲で待機していた。

「マイクは大丈夫のようね。ライトはつく？」

『はい。大丈夫です』

　レインは手て許もとのハンドライトをつけたり消したりしてみせる。その口元と耳には水中マイクがつけられているが、ほかには特に何の装備もつけていない。普通の人間なら酸素ボンベやらいろいろ必要になるが、人魚の彼女にはむしろ泳ぎの邪じや魔まになる。

「あの娘も妖怪だったか……」

「綺き麗れいな娘こだと思ってたけど人魚だったのね。なんて優雅な姿なのかしら」

　はじめてレインの人魚姿を見たちりかはあっけに取られ、シャーレンは目を輝かがやかせていた。なんとも対照的な反応だ。

「……シャーレンってレインとか見てもあんまり驚おどろかないな」

　俺は隣のチェルシーに小声で耳打ちする。

「私と同じで魔法使いの家系だったから、非科学的なことにも耐たい性せいがあるのよ。元から柔じゆう軟なんな頭してるっていうのもあるけどね」

「なるほどな」

　そういえばちりかが過去から来た本物の侍だと教えた時も、驚くよりも先に感動してたな。

「じゃあレイン。まずは地下を見てきてくれる？　私たちは神殿の門をくぐったところで待機しているから」

『分かりました』

　レインはこちらの指示通り、まずは神殿の地下を目指すべく俺たちより先に神殿へと入っていく。

　俺たちも彼女に続いて神殿の門をくぐり、本ほん殿でんの前にある広いスペースで潜水艇を停止させる。

「ここは神殿の前庭にあたる部分らしいな」

　響は窓から外を見て呟つぶやく。

「言われてみれば崩くずれた像みたいなのとかあるな」

　ボロボロになっていて元が何の像だったかまでは分からないが。神殿なのだし、神様か何かの像だったのだろうか？

『こちらレインですわ。地下室に入りました。ですが……これは檻おり？　どうやらここは地ち下か牢ろうのようですわ』

「地下牢？　神殿に？」

　妙みような取り合わせに俺は違い和わ感かんを覚える。

「牢があるということは、ここにはこの国の王が住んでいたんじゃないのか？」

　そこへコロナがひょこっと現れ、やや突とつ飛ぴなことを言う。

「王様が？　何でそう思うんだ？」

「ん？　違うのか？　我わが魔王城の地下にも牢があって、反逆者どもはまとめてそこにブチ込んでいたものだぞ」

　俺とコロナがお互たがいに腕うで組ぐみして首をひねっていると、そこへ皐月が助け船を出してくれる。

「アトランティスにはまだ三権分立とかの概がい念ねんがなかったのかもね。司法権、要するに罪人を裁く権利とかも王様にあったんじゃない？」

「でもここは神殿だろ？　何で王様が神殿に？」

「うーん、古代だと日本の邪や馬ま台たい国こくとか、宗教の長おさが最大権力を持ってることもあるし、アトランティスもそうだったんじゃないかしら？」

　つまり「王様＝神官＝裁判長」ということだろうか？

「なんかとりあえず凄すごいってことは分かった」

「……帰ったら世界史の復習から始めましょうか」

　皐月は呆あきれ顔がおでため息をつく。

　と、その時――

『キャアアァァァァァァ!!』

　――マイクから、レインの悲鳴が響ひびき渡わたった。

「どうした!?」

『ユ、ユ――』

　そこでプツンと音声が切れ、レインの声が聞こえなくなる。

「シャーリー！」

「本殿の中に突とつ入にゆうするわ！」

　即そく座ざにシャーリーは操そう縦じゆう桿かんを倒し、潜水艇を本殿内部へと突とつ進しんさせる。

　本殿内部は外見通り広い造りになっていたが、規則的に並んだ柱の数が多すぎて、中央付近のエントランス的なスペース以外に潜水艇で入れる場所がなく、すぐに身動きが取れなくなってしまった。

「レインが入っていった地下室の入り口ってどっちだ？」

「右の通路に階段を下りるところがあるんだけど……ダメね、潜水艇じゃ入れないわ」

「強ごう引いんに行くのも無理か？」

「建物が崩れちゃうわよ。この潜水艇は頑がん丈じようだからいいけど、もし地下まで崩れたらレインが危ないわ」

「くそっ……！　おい、レイン！　レイン！」

　レインからの応答は相変わらずない。

　それにしてもこんな深海でいったい何があったんだ？　人魚の彼女が悲鳴を上げるようなトラブルっていったい……。

「とにかく何があったにしても助けに行こう！　シャーリー、潜水服は何着あるんだ？」

「人数分は揃そろえてきてあるわ。でも全員で行くのは無む謀ぼうよ」

「じゃあ俺と……」

　そこでふと「深海での作業には訓練が必要」という話を思い出し、誰を連れていくか咄とつ嗟さに言いあぐねていると……

　コンッコンッ

　不意に誰かが潜せん水すい艇ていの窓をノックする音が聞こえた。

　ん？　「誰か」が？

　……こんな深海で？

　俺が驚いてそちらを見れば、

「……（コンッコンッ）」

　そこには無事な姿のレインがいて、窓を手で叩たたいていた。

　その口元にはマイクがないようだが、特にケガなどはしていないようだ。

「なんだ、マイクを落としたのか？」

　人ひと騒さわがせなと思いつつ、彼女が無事であることに安あん堵どのため息をつく。

　でもどうしてマイクを落としたんだ？　それにマイクが切れる直前の悲鳴は……？

【すみません。それはわたくしのせいです。わたくしが驚かせたせいで……】

　そこへふと新たなる声が。

「……!?」

　今日連れてきた仲間の誰のものでもない声のした方を見ると――

【わたくしの名はニャニャン・アトランティア。誰かがここを訪おとずれてくださるのをずっと待っておりました】

　――半はん透とう明めいの体を持った少女が潜水艇の壁かべから上半身だけ生やして、申し訳なさそうな顔で俺たちに頭を下げていた。







第二章　アトランティスの巫女みこニャニャン







「霊れい子し生命体？」

【はい。命の最小単位である『霊子』を肉体から取り出し保存する技術です。肉体的寿じゆ命みようからは逃のがれられるのですが、生憎とこの神殿から遠く離れることはできなくなります】

　ニャニャンと名乗ったエキゾチックな雰ふん囲い気きのする少女は、自分自身についてそのように説明した。

「まるで地じ縛ばく霊れいみたいだなぁ」

　霊子というのはよく分からないが、要するに幽ゆう霊れいになる技術なのだろう。ある意味で不老不死になれる……が、欠点も多そうだ。

「じゃあレインは地下でニャニャンと遭そう遇ぐうして、幽霊と勘かん違ちがいして驚いてマイクをなくしちゃったのか」

「はい。申し訳ありません」

　しょぼんと肩を落とし、尾びれを足に戻したレインは潜水艇の床に正座している。「別にいい」と俺もシャーリーも言ったのだけれど、マジメな彼女は気にしてしまうらしい。

「まぁそれはいいとして……ニャニャンはいったい誰で、ここで何をしてるんだ？　こんなところにいるってことは、たぶんアトランティスの関係者なんだろうけど」

　海底に没ぼつしたアトランティスの神殿に住む幽霊、もとい霊子生命体。

　幽霊なら死んだあとで化けて出ることもあるだろうが、彼女は霊子生命体を「技術」と呼んだ。

　技術は使うものだ。使うということは、使うための意図がある。

　彼女は何か理由があってここにいるのだ。もしくは……。

「もし、誰かの悪意で無理やりその霊子生命体ってのにされて、ここに囚とらわれているんだとしたら、俺が」

　念のため技術を他人に悪用されたという可能性を探さぐってみるが、ニャニャンは小さく首を横に振り、

【お気き遣づかいありがとうございます。ですが、霊子化したのはわたくしの意志です。その点につきましてはご安心ください】

　と俺の推測を否定した。

　それにはひとまず安堵を覚えるが、そうなると今度は最初の疑問に戻ってしまう。

　即すなわち、彼女がなぜここにいて、何をしているのかという問いだ。

【わたくしが賤いやしくも死を免まぬがれ、こうしてひとり海底で待ち続けたのは、ある願いのためです……】

「ある願い？」

　俺がオウム返しに尋たずねると――ニャニャンは深々と頭を下げた。

【……お願いいたします。どうか滅ほろびの運命にある我が故郷をお救いください】

　彼女の口から出た願いの内容を聞き、俺はしばし戸と惑まどった。

「故郷を……？　故郷ってつまり、アトランティスのことだよな？」

【はい】

「……」

　こう言ってはなんだが、ニャニャンの故郷アトランティスはもう滅んでいるのだ。それもおそらく、とっくの昔に。この通り、海に沈しずんでいる。これを救えと言われても……方法なんてあるのか？

　俺はいちおうアールに目配せしてみる。

「もちろん、『ヒロイン』さんですよ」

　返ってきたのはいつもの答え。

　それはつまりこの『物語』には解決する可能性――つまり〝手段〟が残されているということだ。

　いや、待った。ヘタに考えを先走らせるな。

　口くち振ぶりからしてニャニャンは意図的に霊子化し、ここで誰かを待っていたのだ。

　だとしたら、滅んだアトランティスを救える手段があるからこそ、ずっと待ち続けていたのかもしれない。

「何か、故郷を救う手段にアテはあるのか？」

【ございます】

　俺の予想通りニャニャンは頷いた。

【どうかこのまま本殿の奥おくへとお進みください。こちらの乗り物でも通れるはずです。柱にぶつからぬようお気をつけください】

　ニャニャンにそう言われ、シャーリーは潜水艇を慎しん重ちように移動させ始めた。

「すまない。ちょっといいか？」

　本ほん殿でん奥おくへと移動中、響ひびきがニャニャンに話しかける。

【はい。何でございましょうか？】

「君はアトランティス人とのことだが、それならこの王おう冠かんを見たことはないだろうか？」
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　響は話しながらシャーレンの頭の王冠を指差す。

【それは……!?】

　王冠を目にしたニャニャンは驚きを隠かくせないでいる。

「知っているのか？」

【もちろんでございます。それは代々アトランティス王家に受うけ継つがれてきた王冠ですもの。わたくしが見み間ま違ちがえるはずありませんわ】

　ハッキリとした口調でニャニャンは断言する。どうやら間違いなさそうだ。

「そうか。では、この王冠にかけられた〝呪のろい〟のことは知っているか？」

【……はい。おそらくは】

　今度は少し目を伏ふせてニャニャンは答える。

　呪いの内容を知っているということは、今シャーレンがどういう状じよう況きようにあるか理解しているのだろう。彼かの女じよの反応はそのせいだ。

「知っているのなら話は早い。ボクが聞きたいのはこの呪いの解き方だ。もしそれも知っているのなら教えて欲ほしい」

【……分かりました。ですが、〝ネズミ絞じめ〟のはずし方についてお教えするのは少々お待ちください。本殿の奥に着いてからの方が説明もスムーズかと思いますので】

　ネズミ絞めというのはおそらく呪いの名前だろう。

　ニャニャンの言葉に響とシャーレンも頷き、俺たちはしばし正面を向いて潜せん水すい艇ていが目的地に着くのを待った。

　やがて柱に囲まれた通路を抜ぬけ、俺たちは祭さい壇だんらしき長方形の物体が中央に鎮ちん座ざした広間に到とう着ちやくする。

【ここがこの神殿の礼らい算さん場じょうでございます】

「礼算場？」

【ここはアトランティスにおいて最も重要な技術施し設せつでした。わたくしを霊子化したりしたのもここでございます】

　それからニャニャンは深々と腰を折って頭を下げる。

【改めまして自己紹しよう介かいさせていただきます。わたくしの名はニャニャン。アトランティス王家の第一位王位継けい承しよう権けん保持者にして、前アトランティス王の娘でございます】

「……ってことは、王女様!?」

　確かに身なりが――幽霊だけど――いいとは思っていたけど、まさか王女様だったとは。

「王族だろうとは思っていたが、第一位継承者だったのか。では呪い……ネズミ絞めの仕組みについても詳くわしく知っていそうだな？」

　驚いている俺の横で、さほど動どう揺ようしていない響がニャニャンに問いかける。

【ネズミ絞めは盗とう難なん防止のための呪まじないです。アトランティス人、正確にはアトランティス王家の血けつ縁えん者しや以外がかぶろうとすると、その頭を締しめ上あげて死に至らしめます。この仕掛けを解くことができるのは、アトランティス王のほかにおりません】

「アトランティス王だけ……ニャニャンでは無理なのか？」

【……はい。残念ですが】

　申し訳なさそうにニャニャンは頭を下げる。

　呪いのかかった当事者にとっては絶望的なひと言のはずなのだが、シャーレンはといえば、

「あらま……困ったわね」

　と、あまり危機感の感じられない声こわ音ねでぼやいていた。

　そんな態度を取られるとなんだか逆に心配になってしまう。

「……怖こわくないのか？　シャーレン」

「ん？　そりゃ怖いわよ」

　やはりあっけらかんと答えるシャーレン。

「あんまりそうは見えないけど」

「まだ時間はあるし、泣くのは死ぬ一時間前からでいいでしょ？　今からめそめそしてたって助かるわけもないんだし」

　さらりとそんなことを言ってのけるシャーレンに、俺は最初に会った時のように気け圧おされる。

　どうやら初対面で抱いだいた感想は間違っていなかったようだ。

「あらあら、烈れつ火かさんより男前ですね、このお姉様は」

　アールはそう言ってけらけら笑っている。

　……反論できない。

「まぁ、とはいえ助かる手段が本当にこれっぽっちもないって言うなら、さすがの私も参っちゃうわね」

　シャーレンは苦く笑しようしながらニャニャンに視線を向ける。

　で、何か手はあるの？　――とでも訊きくように。

　それに対してニャニャンは、

【ひとつだけ、方法がございます】

　と答えた。

　全員の注目が彼女に集まる。

【こちらの礼算場には様々な機能を備えていますが、その内のひとつに『時空座標を縫ぬい止とめ、その地点に任意に跳ちよう躍やくする』というものがございます】

「「「ブッ!!」」」

　今のニャニャンの話を聞いて、幾いく人にんかの少女が思いっきりむせた。信じられないものを見るような目で霊子化した少女を見つめている。

「何だ？　『時空座標を縫い止める』ってどういうことだ？」

「えーと……」

　口元を拭ぬぐったシャーリーが珍めずらしく口ごもりながら説明する。

「烈火にも分かりやすく言うと……ゲームのセーブ機能？　縫い止めた時空座標っていうのは要するにセーブした日時ね。彼女の話を鵜う呑のみにするなら……何かあった時にいつでもセーブ地点からやり直せるってことよ」

「は……はあぁぁあああぁ!?」

　ゲームのセーブ機能と聞いた時はすぐに理解できなかったが、よくよくその意味を考えてみればとんでもない機能だ。

　何度も時間をやり直せるとかほとんど反則じゃねぇか！

　だがそうなるとひとつの疑問が出てくる。

「そんな裏うら技わざがあるのに、どうしてアトランティスは滅んだんだ？」

【……それには深いわけがございます】

　ニャニャンは目を伏せ、悲しげな顔をする。

【本来、アトランティスでは時空座標の縫い止め日時を一年ごとに更こう新しんし、何か重大な天災や事件が起これば王が過去へ戻もどってやり直します。そうやって繁はん栄えいを保ってきていました。ですが……】

「何かあったのか？」

　俺が尋ねるとニャニャンは小さく頷いたあとで目を閉じた。

　すると、彼女の隣となりの空間がジジジッと歪ゆがみ、頭にタツノオトシゴでも載のっけてるみたいな髪かみ型がたをした恰かつ幅ぷくのいいおっさんが突とつ然ぜん現れた。

「えっ？　誰？　どこから……いや、映像か？」

【霊子化技術の応用です。わたくしの頭の中にある記き憶おくを一部映し出しております】

　驚く俺たちに向かってニャニャンがそう説明する。

【この方の名はボボザ……前王であるわたくしの父の弟で、父が亡なくなった際にクーデターを起こしてわたくしから王の座を奪うばい取ろうとした方です】

「クーデター!?」

「ということは、このボボザって男があなたの代わりに次の王になったのかしら」

　シャーリーは眼鏡の位置を直しながら尋ねる。

【正確には正式な王位継けい承しようの儀ぎ式しきが行われる前でした。わたくしは叔お父じに捕つかまり、この神殿の地下牢に幽ゆう閉へいされたのです】

「……ひでぇことしやがる」

　こんな女の子を幽閉なんて……俺は胸むな糞くそ悪くなり、顔を顰しかめた。

【いえ、あの時のわたくしはまだ子供すぎました。叔父に不満を持たれても仕方ありません……ですが、それよりも肝かん心じんなのは叔父がクーデターを起こしたのが、アトランティスが沈む三日前ということです。そして、叔父はわたくしが過去に戻ってやり直せないように、クーデターを成功させた日に時空座標の更新をしてしまったのです】

「えっと……つまり本来なら一年前まで戻れるはずが、その叔父のせいでアトランティスが沈む三日前までにしか戻れなくなっちまったってことか？」

【その通りでございます】

　一年前に戻れるはずが三日しか戻れなくなったというのは確かに困ったことだが……。

「でも、三日前でも戻れるならみんなに知らせて逃にげるくらい、何とかなると思うんだけど？」

【過去へ戻る技術は厳重に秘ひ匿とくされ、正当な王にのみ伝承されてきたものです。前王が亡くなる間ま際ぎわ、わたくしもその技術を託たくされましたが……過去へ戻る技術を使うには準備にいくらか時間が必要なのです。アトランティスは本当に突とつ然ぜん沈しずんでしまいましたので、過去へ戻るには準備の時間が足りず……それよりも準備に時間を要しない霊子化を行うのが精いっぱいだったのです】

「なるほどな……」

　様々な要因が重なった結果、アトランティスの滅めつ亡ぼうは回かい避ひできなかった……ということか。

「便利な技術があっても滅んでしまう時は滅んでしまうんだな……」

【はい……】

　ひと通りニャニャンの話を聞き終え、俺はしばらく間を置いたあと再び話を切り出した。

「えっと話を戻すけど、つまりニャニャンが俺たちに頼たのみたいのは、過去に戻ってアトランティスの沈ちん没ぼつを止めて欲しいってことなのか？」

【もちろん故郷が無事に済むのならどんなに素す晴ばらしいことかとは思いますが……この国が突然沈んでしまった原因はわたくしにも分かりません。おそらくそれを止めるのは無理でございましょう】

「そうなのか？　でも……」

　それがニャニャンの願いなんじゃないのか？――と問いかけたが、彼女は静かに首を横に振った。

【沈んだ当初は確かに全すべてが元通りになることを望みました。ですが、霊子生命体に身をやつし、長い間海の底で独り生いき存ながらえ続けた今のわたくしが思うのは、自分がいかに多くの人々の支えによって暮らしていたのかということです】

　そう言うとニャニャンは祈いのるように両手を握にぎり合わせ、俺に向かって頭を垂れる。

【ですから、わたくしが望むのは、かつてのアトランティスの民たみたちが無事に生き存えてくださること、ただただそれだけでございます】

「……そうか」

　ニャニャンの真しん剣けんな言葉に、俺はもう余計な口出しをするのをやめた。

　過去に戻ってやり直す『物語』か。前にも一度経験はあるが、今回もまたかなりハードそうだ。

「ひとつ確かく認にんしたい。俺も以前一度だけ過去へ戻る超ちよう能のう力りよくを体験してるんだけど、その時過去へ戻れたのは記憶と精神だけで、体は過去のものだった。今回の場合、遡さかのぼる時間が膨大だし、当然過去のアトランティスに俺たちはいないわけだけど、その場合俺たちが過去へ行ったらどうなるんだ？」

【時間遡そ行こう先さきに〝自分がいる〟場合、現在の肉体は消失して過去の肉体に現在の精神が滑すべり込む形で遡行が完成します。これはどんな条件下で行っても不変の事象のようで、おそらく〝自分がふたりいる〟という矛む盾じゆん状態を解消するために、不ふ可か侵しんの力が働くためとわたくしたちの国では結論づけられていました】

　次に、とニャニャンは一度話を区切る。

【時間遡行先に〝自分がいない〟場合、この場合は〝自分がふたりいる〟という矛盾状態が発生しませんので、肉体も精神も現代のものがそのまま過去まで遡行できるようです】

「つまり俺たちが過去へ行くのには問題ないってことだな。分かった……」

　俺が腕組みしながらこれからのことを考えていると、今度は響が口を開く。

「ところでさっき王冠の呪いを解く方法がひとつあると言っていたが、それは？」

【先さき程ほども申しました通り、その呪いを解けるのはアトランティス王だけでございます。わたくしはただの霊子生命体であり、何より正当な王位継承の儀式を行えませんでした。ですので、もしそちらの方の呪いを解きたければ、過去へ戻って中断された王位継承の儀式を行い、正当なアトランティス王を立てて呪いを解いてもらうほかありません】

「……もう一度確認するが、そのボボザとかいう男は自身のクーデターを成功させ、君を捕とらえた時点で時空座標を更新してしまったんだな」

【はい】

「すでにことは終わったあとか。さて、どうするか……」

「いったんやることを整理するか？」

「そうだな」

　俺と響はニャニャンを含ふくめて、みんなで向かい合って状況を整理する。

　まず『ニャニャンの物語』のハッピーエンドの条件は、俺たちで過去へ行って三日後に沈没するアトランティスから民衆を助け出すこと。

　次に『シャーレンの物語』のハッピーエンドの条件は、同じく過去のアトランティスに行き、ニャニャンかボボザのどちらかに王位継承の儀式を行わせた上で、アトランティス王に呪いを解いてもらうこと。

「って、ボボザを王様にしたら捕まってるニャニャンが殺されちまうよな？」

【わたくしのことはお気になさらず】

　ニャニャンはそう言うが、彼女の言葉に対して響が首を横に振る。

「いや……実際問題、そのボボザという男はすでにクーデターを成功させているんだろう？　そんな男のところに王冠をかぶったシャーレンを連れていったりしたら、泥どろ棒ぼう扱あつかいされてボクたちまで捕まるのがオチだ」

「まぁ、私は実際怪かい盗とうなんだけどね」とシャーレンが茶々を入れる。

「……悪いが少し黙だまっててくれ」

　響はこめかみを押おさえながらため息をつく。

「となると、捕まったニャニャンを助け出して王様になってもらう手段も考えないとか」

　そこは出たとこ勝負になる可能性が高いが……いいとして。

　一番の問題は、

「……」

　さっきから話し合いの輪からはずれ、仏ぶつ頂ちよう面づらで黙り込んでいるちりかの説得だよなぁ。

　いや、説得というか、現状俺おれが無理やり彼女を連れ回しているだけなんだけど。今のところ何ひとつとして、彼女の『物語』の解決に動いていないわけだし。

　ここでついてきてくれというのはただ単に、彼女がひとりで動いてしまわないようにしたい、というだけでしかない。もちろんそれは俺から離はなれて彼女の『物語』を解決できなくなる可能性を潰つぶしたいという理由もあるのだけど……はたしてそれで納なつ得とくしてくれるだろうか？

「……いや、無理でも納得してもらわないと」

『波なみ乱だれの血筋』に見放された『物語』がどうなるかは、昔アールから聞かされたことがある。こちらが見放さずとも、『ヒロイン』から見限られたって結果は同じバッドエンドだろう。

　海底へ連れてくるのだけでもかなり揉もめたのだから、今度は殴なぐられたり最悪斬きられたりする覚かく悟ごも必要かもしれない。

「なぁ、ちりか……」

「……」

　目をつぶっていたちりかは片目だけ開き、俺のことを睨にらみつける。

「話は聞こえてたと思うけど、俺たちはこれから過去のアトランティスに行くつもりなんだ……それで、ちりかも一いつ緒しよに来て欲しいんだけど」

「……」

　ちりかはしばらく何も言わなかった……が、ふと刀を杖つえに立ち上がる。

「!?」

　彼女が刀を手にした瞬しゆん間かん「斬られる!?」と半ば本気で覚悟したが、彼女は特に何をするでもなく俺の横を通り過ぎ、みんなのいる輪の中に入っていった。

「えっと……いいのか？」

　俺は恐おそる恐るちりかに尋ねる。

「いいも悪いもない。それともお主は拙せつ者しやをこんな海の底に置いていくつもりか？　……それに一度や二度までならともかく、ここにきて三み度たび奇きっ怪かいな『物語』とやらに巻き込まれるお主の宿しゆく業ごう。これまで半信半疑であったが、信じてもよいかと思っている」

「そ、そうか？」

　信じてくれたのなら幸いだ。俺はホッと胸を撫なで下おろす。

「それに時代は違ちがえど過去に戻れる分、未来ここでジッとしているよりもまだマシだろう。また黄おう金ごん夜や叉しやも妖よう怪かいならば、拙者が生きていた時代よりもはるか昔から存在しているはず。あるいは奴やつがいずこ姫ひめに手を出す前に成敗できるやもしれん」

【お話はまとまりましたでしょうか？】

　ニャニャンは俺たちの話し合いが終わったのを確認してくる。

「ああ、だいたいな。ところで過去に行くのはいいとして、ちゃんと俺たちが帰ってくる方法はあるのか？」

【はい。過去へ行き、『天空の大図書館』をお訪ねください。この礼算場の設計者であり、時空座標の縫い止めや霊子化の技術を授さずけてくださった方がいらっしゃいます。あの方でしたら未来へ戻る方法も知っているはずですので】

『天空の大図書館』……よほど高いところにでもあるのだろうか？

「そっか。分かった」

【では、こちらの乗り物を礼算場の中央へ。わたくしは準備をして参りますので、申し訳ありませんがしばらくお待ちいただけますか？】

「しばらくって、どれくらいだ？」

【三時間ほどでございます】

「結構かかるんだな。まぁ、分かった。待つよ」

【お願いいたします】

　そう言うとニャニャンは潜水艇の壁を通とおり抜けて姿を消した。

　シャーリーは彼女に言われた通り潜水艇を礼算場の中央へと動かし、そのまま俺たちは過去へ戻る準備が整うまで時間を潰すことにした……
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　……やがて三時間が経たち、窓の外から潜水艇のライト以外の光が神殿内に溢あふれ始める。

「何だこの光？」

「魔ま力りよく……は感じられないわね。過去へ戻るための準備段階、ってことなんじゃないかしら？」

　皐さ月つきとそんな会話を交かわしていると、俺の背後からシャーレンが現れ、自然な動作で肩かたに寄りかかってきた。

「まさか過去に行くことになるとはね～。人生何があるか分からないわ」

「最初は呪いを解くヒントを探しに来たんだけどな……。思ったより大事になってすまん」

「何を謝あやまるのよ？　元は私の命だけがベットされていた負け確定のゲーム。その負けが決まっていたゲームに自分の命をベットして割り込んで、勝負を分からなくしてくれたのは烈火君じゃない。むしろ私の方こそ、本当に過去まで行ってくれるの？　って聞かなくちゃいけないわ」

「そりゃ行くさ。俺じゃなきゃみんなを助けられないんだからな」

「……なるほどね。ヒーローだわ」

　シャーレンはおどけるように笑い、肩を竦すくめる。

「あのブラコンのチェルシーが随ずい分ぶんと熱を上げてると思ってたけど、君みたいな子が相手じゃあ仕様がない」

「……ん？」

「ちょっとシャーレン！　烈火君に何を吹ふき込んでるのよ？」

　最後に変なことを言われた気がしたが、当のチェルシーが俺とシャーレンを引ひき剥はがして彼女を問とい詰つめ始めたので、どういうことなのかは聞けず終じまいだった。

【みなさん。準備ができました。今からみなさんを過去へお送りします】

　その時ニャニャンが潜水艇の中に顔を出し、準備が終わったことを告げる。

「分かった。やってくれ」

【はい。最後にひとつ言い忘れていたのですが、実はわたくしはご一緒に過去へは戻れません。ですので、過去へ送れるのはみなさんだけになります】

「え？　何でだ？」

【……申し訳ありません。どうしても不可能なのでございます】

　ニャニャンは一いつ瞬しゆん悲しそうな顔をしたあと、深々と頭を下げる。

「そうしたら俺はニャニャンのことを助けられないのか？」

　俺はガーンとよろめいてしまう。

【ご安心を……と助けられる側のわたくしが言うのは変ですが、このわたくしが過去に戻れないだけで、過去のわたくしは神殿の地下に囚われているはずでございます。もしシャーレンさんの呪いを解くのにわたくしの力が必要でしたら、そちらを助けていただければと存じます】

　むぅ……俺が『物語』に巻き込まれたのはこのニャニャンだが、過去のニャニャンと同一人物という扱あつかいでいいのだろうか？　『波乱』的には。いや、過去のニャニャンだってまったく同じピンチに直面しているわけだし、解決すべき『物語』に変へん更こうはないのかな？

【みなさん……どうかよろしくお願いいたします】

　改めてニャニャンは深く腰こしを折り、その言葉を残して再び外へ出る。

　そして、窓から差し込む光量が最大級に増大し、俺たちの視界は神殿の光でいっぱいになった。
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　やがて光がやんだかと思うと、いきなりガコンッと大きな音を立てて潜水艇がナナメに傾かたむいた。

「なっ、何だ!?」

　どうして海の中で潜水艇がバランスを崩くずす!?

　その答えはすぐ窓の外にあった。

「こ、ここ陸地か!?」

　単に過去に戻ったなら戻る前と同じく海底に出るはずじゃ……！

「いや、そうか……！」

　俺たちが過去に戻る儀式を行ったのは神殿だ！　現代ではアトランティスはすでに海に沈んでいたが、過去ではまだ沈んでいない。だからここへ飛ばされてしまったのだ、たぶん！　ていうか実際そうなってる！

「みんな無事か！」

「な、なんとか」

　皐月は床ゆかにぶつけた額を押さえながら何とか答えた。彼女を含め何人かは潜水艇が傾いた時にバランスを崩して倒たおれていた。

「たぶんここは過去のアトランティスの神殿だ！　とりあえず、今すぐ潜水艇から出てどこかに隠れるぞ！」

　俺は彼女たちを助け起こしながら大声でみんなに指示する。

「何でよ？　別に逃げなくたって……」

　焦あせる俺に対し、つみきが困こん惑わくした声を上げる。が、

「ニャニャンの言っていた話が正しいなら、今日はボボザがクーデターを成なし遂とげた日だ！　そんな日に突とつ然ぜん神しん殿でんに乱入した俺らは相手にどう映る!?」

「「「「「「「「「「「「!!」」」」」」」」」」」」

　その叫さけびで全員が現状を把は握あくしてくれたらしい。

「急いで急いで～、みなさんもお早く～」

「ひとりだけ逃げんな駄天使ー！」

　こんな時だけ一目散に逃げ出すラシュエルに文句をつけつつ、彼女が先回りして潜水艇のハッチを開けておいてくれたおかげで、みんなスムーズに神殿の床に降り立つことができた。

「何者だ貴様ら!?」

　最後の皐月がハッチから下りるのを手伝い終えたところで、衛兵らしき人たちが礼算場に現れる。

「むっ！」

「コロナ、ストップ！　みんなも攻こう撃げきするな！」

　咄とつ嗟さに攻撃をしようとしたコロナを制止する。

「逃げるぞ！」

「烈火こっちよ！　神殿の見取り図なら頭の中に入ってるから！」

「ナイス、シャーリー！」

　おそらくさっき潜水艇で神殿内部を調べた時に全部覚えておいたのだろう。シャーリーがいてくれて助かった。

　俺たちは彼女の案内を頼たよりに、神殿のツルツルした廊ろう下かを駆かけていく。

「待てぇ！」

　追っ手が五人。ちらりと見た限り、簡単な防具に槍やりを装備している。

　彼かれらがかなりドギツい形相で追ってくるのは、俺たちが侵しん入にゆう者しやなのだから当然だが、妙みように殺気立っているのはやはり今日がクーデター直後だからだろう。

「後こう輩はい、なぜ攻撃してはいけないのだ？」

　併へい走そうするコロナが尋ねてくる。不満というより、疑問という顔だ。

「俺たちはあとで『ニャニャンの物語』のために、アトランティス人全員を助けないといけない。今ヘタに傷つけて反感を買うとやりづらくなる」

　俺の説明にコロナは得心のいったように頷うなずく。

「なるほどな。後輩はあとのことまでよく考えている」

「だがこの大所帯では逃げられるものも逃げ切れないぞ！」

　会話に割り込むように響が怒ど鳴なる。

　確かに彼女の言うことももっともだ。俺たちの中には皐月やハリッサのように足の遅おそい者もいる。

　こういう時は……！

「響！　煙えん幕まく！」

「分かった！」

　響は腰のポーチから発はつ煙えん筒とうを取り出すと、走る俺たちの後列まで下がり、ピンを抜いて追っ手たち目がけて投げた。

「何だっ!?」

　ボフンッと音を立てて広がった煙けむりのカーテンに衛兵たちは困惑の声を上げ、その隙すきに俺たちは角を曲がった神殿の外へと飛び出した。

「ここがアトランティス……！」

　神殿は丘おかの上に建っていたらしく、アトランティス全景を見下ろすことができた。

　海に沈んだのはアトランティス「大陸」と聞いていたが、丘の上から海と海岸線が見える。アトランティスが思ったよりも小さい「島」なのか、それとも神殿が海の近くに建っていたのかは分からないが。

「ハリッサ。透とう明めい化かの魔ま術じゆつを全員にかけてくれ」

「分かりました」

　ハリッサの透明化の魔術で人目から逃のがれた俺たちは、いったん神殿から離れる。

　神殿のあった丘からしばらく坂を下って人気のない裏通りに入ってから、ようやく俺たちはひと息をついた。

「ハリッサ。もう透明化を解いていいぞ」

「はい。分かりました」

　そう言うとハリッサは杖を軽くひと振ふりする。

　透明になっていた俺たち自身には分からないが、もしここに誰だれかいたら、十人以上の人間が突然何もないところから現れたように見えたのだろうか。

　それはどうでもいいとして、今はいきなり課された逃亡劇を何とかやり遂げたということで、まずは乱れた息を整えよう。

　そうしてしばらくの休きゆう憩けいののち、全員が落ち着いた頃ころを見計らって俺は口を開く。

「初しよっ端ぱなからトラブルはあったけど、とりあえず無事（？）に過去に来られたみたいだな」

「さっき逃げる時にちらっと見かけた住人の衣服がニャニャンと同じだった。おそらくそうだろう」

　周囲に気を配りながら響がそう答える。

　俺も彼女と同意見だが、ちゃんと過去に戻れているかは最重要ポイントだ。

「皐月。ここが本当に過去の世界なのか調べておいてくれ」

「分かったわ」

　なので万ばん全ぜんを期して皐月に森しん羅らの大魔ま法ほうで調べてもらうことにする。

　が……そこでふと視線に気がつき、何かと思うと、シャーレンが少し怪け訝げんな目で俺と皐月のことを見ていた。

「皐月ちゃんの魔法って調べ物が得意って聞いてたけど、随分と高性能なのね。物や場所だけじゃなくて時間的概がい念ねんまで調べられるの？」

「「えっ!?」」

　思わぬ質問に俺たちはハモッて動揺する。

　しまった……！　『時間』を調べるっていうのは人や物の場所を調べることより、魔法的には高度なことだったのか！　知らずに気安く訊いてしまった。皐月もうっかり返事をしてしまったようだ。

　森羅の大魔法は皐月の家が代々秘ひ密みつ裏りに受け継いできたもので、悪用すれば大変なことになる危険を孕はらんでいる。

　なので、こと相手が魔ま法ほう使つかいである場合に限り、たとえ『ヒロイン』であっても明かすかどうかは慎しん重ちように見み極きわめてからにしてきたのだが……まさかこんなところで違い和わ感かんを持たれてしまうとは、我ながら迂う闊かつすぎる。

　誤ご魔ま化かすか、本当のことを言うか――俺が判断に迷っていると、

「話しても大だい丈じよう夫ぶよ、烈火君。シャーレンは魔法の探求になんか興味ないし、人の秘密を売るような人間じゃないから」

　チェルシーが比ひ較かく的てきマジメな笑え顔がおでそう言ってきた。

　彼女ともなんだかんだで長いつき合いだ……シャーレンとも古いつき合いだと聞いているし、彼女がそう言うなら大丈夫かもしれない。

　それに俺も実のところそこまでシャーレンを疑っているわけではなかった。飄ひよう々ひようとしているし油断できない雰ふん囲い気きも漂ただよわせてはいるが、根っこの部分は誠実な人間だと思っている。

「ねぇねぇ、さっきから何の話？　さっぱりついていけないわ」

　シャーレンは俺たちを見ながらオーバーなアクションで肩を竦める。自分を間に挟はさんで意味深なやり取りをされているのが不満らしい。

　俺の中で気持ちは九割方決まったが、森羅の大魔法使いは皐月だ。彼かの女じよの了りよう承しようがなければ勝手に秘密を明かすことなどできない。

「皐月。いいか？」

「ん。烈火に任せるわ」

　事実上の了承をもらい、俺は改めてシャーレンの方を向く。

「実はな……」

　俺は皐月が森羅の大魔法使いであることをシャーレンに明かす。

　魔法使いにとっては大変な事実を聞かされた彼女は――

「なるほど。何を言いにくそうにしているのかと思えば、そういうことね。了りよう解かい。このことは誰にも言わないわ。それでオーケー？」

　――と、わりとあっさりとした反応だけ返してきた。

「……あんまり驚おどろかないのな」

「え？　うーん、そうねぇ。たとえば烈火君にとっては全然興味のないスポーツだけど、その業界では超ちようビッグなスター選手がいたとして、その選手の話をされて烈火君興奮する？」

「凄すごいんだろうなとは思うけど興奮は別にしない、かな？」

「それと同じよ。チェルシーが勝手に暴ばく露ろしてくれちゃったけど、私もとっくに実家とは縁えんを切ってるの。私にとって魔法は仕事の上で便利な道具に過ぎないわ。マントや帽ぼう子しと一緒ね」

「……」

　一族が代々護まもってきた魔法を衣装と同レベルとまで言われて、さしもの皐月も微び妙みような顔をする。

　ま、まぁそれはひとまず置いておくとして。

「皐月。調べ終わったか？」

「え？　うん……ここは間ま違ちがいなく千五百年前の過去世界よ、烈火。海底に潜もぐる前に調べた時もアトランティス沈没は千五百年前だったはずだし、タイムスリップは成功したと思うわ」

　皐月は気を取り直してそう報告してくる。

　……と、森羅の大魔法のことをシャーレンやちりかにも明かしてしまったのだし、ついでにここで気になってることも訊いてしまうか。

「ところで皐月はこの過去世界において未来人なわけだけど、その場合森羅の大魔法で調べられる事こと柄がらはどうなるんだ？」

「質問の意図がよく分からないわよ、烈火」

　学校の先生みたいに皐月は俺を注意してくる。

　確かにちょっと質問の仕方が悪かったかもしれない。

「ええっと、アカシックレコードには『過去～現在』までのあらゆる事象が書かれているんだよな？　で、ここは皐月にとっては『過去』なわけだろ？　となると、皐月には過去ここで起こる出来事やその原因が全部分かるのか？」

　相手にしっかりと質問の意図が伝わるように、自分の頭の中に浮うかんだ疑問を頑がん張ばって分かりやすい言葉に置おき換かえる。これでどうだろうか……。

「ん。とりあえず、言いたいことは分かったわ」

　皐月は満足そうに頷き、続けて俺の質問に対する回答を述べる。

「まず答えから言うと不可能よ。私がアクセスできるのは〝私のいる時間軸上のアカシックレコード〟なの。つまり、過去にいる間は過去のアカシックレコードにしかアクセスできないのよ」

「なるほどな」

　俺は納得する。

「さて――状じよう況きようの確認は済んだ。次は……」

　喋しやべりながら俺は頭の中で次に起こす行動を考えようとするが、

「待て」

　そこでちりかが俺を制止した。

「どうした？」

　俺はちりかに尋たずねるが、彼女はこちらではなく皐月の方へと視線を向ける。

「そちらの、皐月といったな」

「私？」

「お主、この世界に存在するものならば何でも調べられると言ったな――ということは、黄金夜叉の居場所も調べられるのだろう？　もちろん、この時代にいるのならばだろうが」

「あ……えっと」

「分かるなら、今すぐ調べて拙者にそれを教えろ。居場所さえ分かれば姫に手を出す前に拙者が奴の首を叩たたき斬ってくれる！」

　皐月は困ったように俺に視線を送ってきた。

「ちりか。少し落ち着いてくれ」

「烈火。なぜすぐに皐月のマホウとやらを教えなかった？　最初からそんなものがあると分かっていれば、拙者の取れる選せん択たく肢しももっと増えていたはず」

「黙ってたのは悪かった。けど、皐月の魔法はおいそれと口外していいものじゃないんだ。それは分かってくれないか？」

「……百歩譲ゆずって、それはよいとしよう。だが、なぜマホウとやらを明かした今も拙者を止める？　拙者は一刻も早くいずこ姫のために黄金夜叉を討うちたいのだ」

「……逸はやる気持ちは分かるけど、頼むから先走らないでくれ。今は――地ち下か牢ろうに囚とらわれてるニャニャンの救出が優先だ」

　今、最も緊きん急きゆう性せいを要する目的がそれになる。

　アトランティスは今日から三日以内に何とかしなければならないが、黄金夜叉はそのあとで倒すのでも問題ない。元々ちりかのいた時代よりも、ここは過去なのだから。

「……」

　ちりかは不ふ機き嫌げんそうな顔で押し黙った。

　納得はしていなさそうだが……今は我が慢まんしてもらうしかない。必ずあとで彼女の『物語』も助けるのだから。

「改めて、もう一回神殿に忍しのび込んで地下牢に行こう。それでニャニャンを助けるんだ」

「それがいいだろうな」

　響は俺の意見に同意してくれた……のだが、

「二度手間をかけるならば、先程ついでに地下牢に寄ればよかったではないか。あの程度の兵士、拙者が斬り捨すててやったものを」

「そうですよー。それにみなさんあんまり修しゆ羅ら場ばらないものですから、私お腹なか空すいてきましたー」

　と、一部から物もの凄すごく不満の声が上がった。

「いや、ちりか。さっきも言ったけど何かあったとしてもなるべく穏おん便びんに、な？」

　ラシュエルの言い分は論外として、ちりかには念のため釘くぎを刺さしておく。

「チッ」

　先程の一件も尾おを引いているのか、ちりかは舌打ちしてそっぽを向いてしまった。

　この……何だろう、やるせない気持ち……。

「なんか最初の頃の響を思い出すな～」

「なっ!?　それはどういう意味だ烈火！」

「いや、こう敵対とかじゃなくて純じゆん粋すいに嫌きらわれてる感じが地味に堪こたえるというか……」

　つみきとかファムも最初はツンツンした感じだったけど、ちりかの場合は明確な壁かべを感じるよなぁ……ちょっとしんどい。

「ボ、ボクは君にここまで冷たくはなかったと思うんだが……」

「？」

　響がぼそぼそと何か言っていたが、なぜ微妙に涙目なんだろう？

「おやおや、烈火さんから『ヒロイン』さんに対する愚ぐ痴ちなんて久しぶりな気がしますねぇ」
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　アールは相変わらず暢のん気きに宙で足を組んで空を眺ながめている。そのまま昼ひる寝ねでも始めそうだ。

　だが生あい憎にくと俺たちはそんなにのんびりしていられない。ちりかやラシュエルが不満を言ったとしても、早さつ急きゆうにニャニャンを助け出さなければ『物語』が進まないのだ。

「とにかく！　ニャニャンの救出には俺とハリッサで透明になって行く。みんなはその間なるべく騒そう動どうを起こさないようにどこかで待機を」

「待って。ニャニャンちゃんを助けに行くなら、私も連れていって」

　救出案について俺が話していると、唐とう突とつにシャーレンが挙手して参加表明する。

「シャーレンが？　どうして？」

「私は怪盗よ？　脱だつ獄ごくならお手の物だわ。捕つかまったことないけどね」

　そう言ってシャーレンは茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクしてくる。

「私の魔法は結構役に立つわよ。牢ろう屋やの鍵かぎとかもさくっと盗とってあげる。連れていって損はしないわ」

「そうなのか？　いったいどんな」

　魔法……と尋ねようとした時、表通りから大勢の騒さわぎ声が聞こえてくる。

「何だ？」

　追っ手に居場所がバレたのかと緊きん張ちようするが、どうもそうではないようだ。

　俺はハリッサに透明化の魔術をかけてもらい、こそこそと建物同士の隙すき間まから表通りの様子を窺うかがう。

「追えー！」

「逃にがすなー！」

　どうやら誰かを追っているらしい。

　再び不安がもたげるが――

「王女が逃げたぞ！」

　――ひとりの衛兵が口走ったセリフを聞いて、俺は即そく座ざに判断を下した。

「コロナにハリッサ！　それと……ラシュエルは俺についてきてくれ！」

「えーアタシはー？」

　イリスから不満が上がるが、今は時間が惜おしい。フォローはあと回しだ。

「ハリッサはすぐ全員に透明化の魔術をかけてくれ。そのあとはコロナがハリッサ、ラシュエルが俺を抱かかえて空からニャニャンを助け出す！　みんなはここで待機。何かあった時は皐月と響が先導して逃げてくれ。その場合の合流は……アドリブで！」

「最後だけ雑になるな！　丘の上から海岸線が見えただろ！　そこで合流だ。烈火たちはとにかく海岸まで来ればいい。そしたら皐月の魔法でこちらから合流する！」

　響の修正案に俺が「了解！」と返事をすると同時に、ハリッサが全員に透明化の魔術をかけ終える。

　俺はコロナがハリッサを右みぎ腕うでで担かついだのを確かく認にんし、ラシュエルを手招きする。

「早く！　衛兵たちに追われてるニャニャンを助けるぞ！」

「えぅ～、私お腹減って力が出ないんですが」

「あーもう！　あとで何でも言うこと聞いてやるから早くしてくれ！」

「ん？　今何でもって言いました？　言いましたね？　キャッホー頑張ります！」

「え、あっ、ちょっと」

　今のなしと言いかけたところでラシュエルは人の両りよう脇わきを抱えて飛び立ち、俺は落ちないように慌あわてて彼女の腕うでにしがみついた。

　なんだか微妙に取り返しのつかない約束をしてしまった気がするが……。

　とはいえ、今はニャニャンのことだ。

「ラシュエル。衛兵たちが走っていく方向に飛んでくれ」

「はーい」

　俺の指示に従ってラシュエルは翼つばさをはためかせ、スピードを上げる。

「はわわっ、落ちちゃいますー！」

「しっかり掴つかまれ」

　ハリッサを担いだコロナも飛行魔法で俺たちのあとをちゃんと追ってきていた。

　上空から衛兵たちの動きを追うと、彼らは街の大きな通りから途と中ちゆうで横道に逸それ、細い路地が複雑に入り組んだ区画へと入っていく。

　どうやらニャニャンは追っ手を撒まくためにそこへ入ったようだ。

「うーん、建物が密集してて上からじゃ捜さがしづらいですねー。これじゃ衛兵より先に見つけるのは難しそうですよ？」

「いいんだ。それより耳を澄すませて一番騒がしいところを捜してくれ」

「何でです？」

「霊れい子し化したニャニャンを見た限りじゃ、どう見たって運動が得意ってタイプには見えなかった。これだけの人数の衛兵相手にどこまでも逃げ切れるとは思えない」

「要するに、衛兵より先にニャニャンさんを見つけるんじゃなくて、衛兵に彼女を見つけてもらって横からかっ攫さらうおつもりですか？」

「そういうことだ」

　俺はラシュエルに伝えたことと同じことをコロナにも伝え、空から衛兵たちの声が一番集まっている場所を探すため耳を澄ませる。

「後輩。向こうで『見つけた』という声が聞こえたぞ」

　やがてコロナが一キロほど離れた先を指差す。さすが元魔王、基本的な身体能力スペックが高い。

「行くぞ！」

　俺たちはコロナが指差した方向めがけて飛ぶ――と、近づくにつれ俺にも大勢の男の声に交じって、ひとりの女の子の悲鳴が聞こえ始めた。

「離しなさいっ！」

　悲鳴が聞こえた真上まで来ると、衛兵に取とり押さえられたニャニャンの姿を見つけた。

「神殿で見たニャニャンと瓜うり二ふたつ。間違いないな」

「このあとどうするんですかー？　衛兵がたくさんいますよ？」

「それもまぁいちおう考えてある。コロナとハリッサを連れてきたのもそのためだしな」

　俺おれはふたりを呼んで軽く作戦を伝える。

「ふむ。まぁ大丈夫だろう。任せておけ」

「頑張ります！」

「ああ、頼たのむな。相手には見えないだろうけど、あんまりケガさせないでくれよ？」

「分かっている」

　コロナは頷く。

　俺は眼下の捕とり物ものを注視しつつ、作戦のタイミングを計り始めた。

「ほらっ、立て！」

　衛兵のひとりがニャニャンの腕を掴み、無理やり立ち上がらせ、ドンッと強く背中を押おして歩かせようとした。

「今ッ！　ハリッサ！」

「はい！　エアリム・ネクラム！」

　俺の声に合わせ、ハリッサは透明化の魔術をニャニャンにかける。

「なっ!?」

「ど、どこに行った!?」

　ニャニャンのことが見えなくなり、衛兵たちが動どう揺ようの声を上げる。

　といっても透明になっただけで彼女はまだ衛兵に取り囲まれているのに変わりない。そこで――

「皐月のように風魔法が使えれば楽だったのだがな」

　――コロナが威い力りよくを弱めた闇やみ魔ま法ほうで、ニャニャンの周りにいた衛兵を衝しよう撃げき波はで吹き飛ばした。

「うわー！」

「ぎゃあー！」

　衛兵たちは折り重なって倒れたり家の壁にぶつかったりして一時的に行動不能になる。

「え？　え？」

　一方、ニャニャンはといえば突とつ然ぜん衛兵たちが吹き飛び、ひとりオロオロと周りを見回している。

　そんな彼女の前にコロナが降り立つ。透明になっても同じ魔術がかけられた者同士は姿が見えるので、ニャニャンは空から現れたコロナに驚いて飛び上がった。

「な、何？　誰？」

「いいから来い」

「え？　え？　きゃあー！」

　慌てふためくニャニャンをハリッサとは逆の腕で担いで、上空で待機する俺たちのところまで飛んでくる。

「よし、響たちの待ってる海岸まで行くか」

　俺たちは狼狽うろたえている衛兵たちを置き去りにしてそのまま海岸へ向かった。
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　ニャニャンを救出して海岸で響たちと合流した俺たちは、彼女たちが見つけておいた岩いわ陰かげまで移動した。

「えっと、だ、誰？」

　突然ここまで連れてこられたニャニャンはすっかり怯おびえた様子で震ふるえていた。

　彼女は上等な布地でできた服をまとい、腰の辺りには蓋ふたのついた瓶びんをたくさんぶら提さげていた。彼女がビクビクッと後ずさりする度たびにカチンカチンと音を立てている。

「うーん……」

　やっぱり俺たちのことは覚えていないらしい。今のニャニャンにとって俺たちは〝初対面〟なのだろう。

　少し妙な感じだが、とりあえず自己紹しよう介かいから始めることにした。

「俺の名前は波乱烈火。君は？」

「私は……ニャニャン・アトランティアだ。お前ら外国人か？　変な格好だな……私のこと助けてくれたのか？」

「まぁ、そうなるかな」

　俺がそう答えると、ニャニャンはひと安心するように大きく息を吐はいた。

　脱だつ力りよくした彼女の手に嵌はめられた枷かせが岩場に当たってカシャンと鳴った。

「手枷か。コロナ、壊こわせるか？」

「さすがにそこまで精密な攻撃は無理だ。その娘むすめが少しケガしてもいいならやれるが」

「ナイフなら持っているが、壊すのに時間がかかりそうだな」と響も困った顔をする。

「……はぁ、拙せつ者しやがやろう」

　そこでため息をついたちりかが刀を抜ぬきながら前に出る。

「なっ、何をする!?」

　鈍にぶく光を反射する刀身を見て、反射的にニャニャンが身を竦めた。

「ジッとしていろ」

　ちりかは相手の態度など意に介さず、

　バキンッ!!

　と、手枷を一刀両断した。

「うあ……はぁ～～」

　一瞬ビビってしまったようだが、手が自由になったのを見てニャニャンは再び安あん堵どの息をついた。

　しばらく彼女が落ち着くのを待っていると、ふと彼女は笑顔になる。

「よくやったぞ、お前たち。どこの者か分からないが、よく王女の私を助け出してくれたな。褒ほめてやるぞ」

「お、おう？」

　その時、俺たち全員の頭の上に「あれ？」という疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。

　なんかニャニャンのキャラが微妙に違ちがう気が……？

「とりあえず、何か飲み物はないか？　昨日から何も飲んでない。私はノドが渇かわいたぞ」

　安全が確保されると急にだらっとして、近くの岩に腰かけて手で顔を扇あおぎ始める。

「……」

　俺は無言でみんなを手招きし、小会議を開始した。

「どうなってんだ？」

「前会った時と雰囲気が違うわね。なんだかワガママっぽくて……イリスさんみたい」

「ちょっと皐月。アタシがワガママってどういうことよ」

「け、喧けん嘩かはダメですよ～」

　口論を始める皐月とイリスを仲ちゆう裁さいするハリッサ。

「変なもの食べたとか？」

「それでマジメな性格が変わったって？　そうしたら海底の神しん殿でんで会ったニャニャンもワガママな性格になるはずだろう？」

　つみきの意見に響が反対意見を述べる。

「というか、向こうのニャニャンの話じゃ彼女は地下牢に捕まってたんでしょ？　どうして逃げ出すことができたの？」

　そこでシャーリーが軽く首を傾かしげる。

　確かにそれはちょっと気になるな……。

「なぁ、ニャニャン」

「何か用か？　というか王女に様をつけないなんて不ふ遜そんだぞ。まぁいい許ゆるす。私は寛かん大だいだからな」

「あ、ありがとな」

　海底で会った時の丁てい寧ねいな物もの腰ごしとのギャップがありすぎて、俺は変な気分になりながらとりあえずお礼を言う。

「で、何の用なのだ？」

「いや、ニャニャンって確か捕まってたんだろ？　どうやって逃げ出したんだ？」

「あーそれか。私が捕まって牢ろうで尋じん問もん中にな、たまたま神殿に侵入者が現れたのだ。衛兵たちがそちらに気を取られている隙に逃げ出した、というわけだな」

　たぶん、その侵入者というのは俺たちのことだろう。

「俺たちが過去に来たから、ニャニャンの状況に若じやつ干かんのズレが生じたってことか」

　それはとりあえず分かったが、結局彼女の性格が全然違うことの理由は分からないまま……。

「あっ」

「ん？　どうしたチェルシー？」

「それじゃないの？　その娘この性格が違う理由って」

　チェルシーは指をくるくる回しながら自分の推理を話す。

「要するにあの娘こが丁寧で物腰の低い性格になったのって、アトランティスが滅めつ亡ぼうしたからなんじゃない？」

「滅亡したから？　あるかな、そういうこと？」

「そりゃあるでしょ。いきなり故郷が滅亡してあんな暗い海の底で、たぶん何千年単位でひとりきりでいたら」

「……なるほど」

　言われてみればありそうな話ではある。

　元は少しワガママな王女様だったのが、全すべてを失って改心（？）したとか？　そんなところだろうか？

「おーい、烈火だったか？　お前らさっきから過去に来たとかこの国が滅亡するとか何を言ってるのだ？」

　若干放置されていたのが気に入らないのか、ニャニャンが不満そうにほっぺをぷくーっと膨ふくらませながら俺を半眼で睨にらんでいた。

「えーと、実はな……」

　俺は俺たちが未来から来たことと、アトランティスが三日後に沈しずむことを伝えた。

　で、それを聞いたニャニャンは、

「お前頭おかしいのか？」

　とても残念な人を見る目で俺を見た。

　ある意味正常な反応なんだが……アトランティスが沈む話を信じてもらえないことには始まらない。俺は説得を続ける。

「いや、けどこの国には霊子化とか、過去へ戻もどる技術ってのが実在するだろ？　だったら、俺たちが未来から来たって話は信じてもいいんじゃないか？」

「!?　何でお前、王族だけの秘密を知っている!?」

「そこじゃなくて！」

　俺からすれば的外れな部分に驚くニャニャンに、繰くり返かえしアトランティスに迫せまる危機を伝える。

　しかし、彼女はどうしても信じてくれなかった。

「分かったぞ！　お前ら外国のスパイだろ！」

　それどころかこんな疑いまでかけられる始末。

「……だから、未来のニャニャンに頼まれたんだって。未来のニャニャンが未来でアトランティスが沈むことを知ってても不思議じゃないだろ？　けど彼女ひとりじゃ故郷を救えないから、俺たちに頼んだんだ。おかしなところなんて何もないじゃないか」

　俺は疲ひ労ろう感かんを覚えながら何度も繰り返した説得の言葉を口にする。

「なあ、どうして信じられないんだ？　だって、これはニャニャン自身がやったことなんだぞ。もう少し信じても……」

「……だからだ！」

「え？」

「だから、私がそんなことをしたと言うから信じられないんだ！」

　……どういうことだ？

「だってその技術は過去へ戻った年数分〝命〟を使うんだぞ？　千五百年も戻したら、霊子のひとかけらだって残らない！　そうしたら命の回流に戻って転生することもできないじゃないか！　私がそんな怖こわいこと……できるはずがない！」

「!?」

　命を使う……だって？

「待ってくれ！　命を使うってどういうことだ!?」

「そのまんまの意味だ」

「……」

　まさか、ニャニャンが俺たちと一いつ緒しよに過去へ戻れないと言っていたのは。

「いや、でもニャニャンは幽ゆう霊れいみたいなものだったんじゃ……？　それなのに命を使うってどういう……」

「……烈火。霊子化は命の最小単位である『霊子』を肉体から取り出し保存する技術と聞いただろう。つまり、彼女はあの状態でも生きていたことになる」

「響……」

「『命の回流』に『転生』というのは、そのまま輪りん廻ね転生のことだろうな。『霊子』を取り出すなんて技術を持っていた以上、彼女たちのそれは宗教上の思想よりもっと具体的な命の考え方だったかもしれない」

　響は独り言のように話し続けた。

　腕うで組ぐみをしている彼女の手は自分の二の腕をキツく握にぎり締しめている。……俺も同じ気持ちで、歯を食くい縛しばって青すぎる空を仰あおいだ。

「何でニャニャンはそんなこと……」

「だから、命いのち懸がけの願いだったんだろ？」

　また、響の声。俺が視線を戻すと、彼女の力強い眼まな差ざしと目が合った。

「確かにあちらのニャニャンはその命を使い切ってしまったのかもしれない。だけど『ニャニャンの物語』はまだ終わっていない。彼女を助けることが、『ニャニャンの物語』を助けることだ」

　そう言って響は岩場の上で小首を傾げ、こちらを見ているニャニャンを指差す。

「違うか？　烈火」

「……いや、その通りだ」

　まだ完全に動揺が消えたわけではないが、俺はそれを抑え込んでニャニャンに向き直る。

「……お前らの話はよく分からないし、この国が沈むというのも信じられないけど、要するに私のことを助けてくれるってことでいいのか？」

「ああ、とりあえずそう思ってくれていい」

「なら大だい歓かん迎げいだ。私のために、よく働け。クーデターなんか起こしたバカな叔お父じ上うえを懲こらしめてくれよ。期待しているぞ」

　ニャニャンは笑顔でそう言った。

「……」

　俺はこっそりアールの方に視線を送る。

「この様子ですと、アトランティスを救うことではなく、クーデターを何とかするのが『この』ニャニャンさんの『物語』のようですが、彼女は紛まぎれもなく『ヒロイン』ですね」

　どうやらニャニャン自身の認にん識しきに合わせて『物語』の方向性が変わっているらしい。

　おそらく、今のニャニャンにとって何とかしたいピンチとは叔父のクーデターだ。それだって確かに絶体絶命のピンチで、俺が巻き込まれる理由には充じゆう分ぶんな『物語』だろう。

　だが、彼女自身の認識が変化しても、今日から三日後にアトランティスが沈ちん没ぼつすることに変わりはない。

　だったら、俺がやるべきこと、救うべきものも変わらない。

　クーデターも何とかしつつ、彼女の故郷の人々も助けよう。

　決意も新たに、俺は拳こぶしを握り締めた。
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　しばらくして……というほど時間も経たっていないのだが、ここで立ち止まっていても仕方がないのも事実だった。

　何にせよアトランティスが沈むまでたったの三日しかない。

　そして、その上でまずやるべきことは、三日経つ前にこの国のクーデターを何とかして、ニャニャンに王位継けい承しようの儀ぎ式しきを受けさせることだ。そうしなければシャーレンにかかった王おう冠かんの呪のろいは解けない。それに彼女が王位に就つけば、アトランティスの住人を助ける時に力になってくれるだろう。

　ちなみにその王冠なのだが、シャーレンがかぶっているのに気づいたニャニャンに「お前たちやっぱりスパイだな！　王冠を盗ぬすむなんて……それともやっぱり叔父上の手先か!?」と疑われてしまったので、「ニャニャンに返すためにボボザから取り返したが、その時にうっかり彼女がかぶってしまった」と誤ご魔ま化かしておいた。

「まぁそういうわけで仲間の命のためにも、俺たちはニャニャンに次の王様になって欲ほしいんだ」

「ふーん……まぁ、叔父上の仲間なら叔父上を王様にして呪いを解いてもらえばいいもんな。……分かった。信じてもいいぞ。結局私を助けてくれるならスパイでも何でもいいしな」とニャニャン。

「で、実は俺たちまだこの国に来たばかりで、今どういう状況なのか詳くわしく知らないんだ。教えてくれないか？」

「うん。いいぞ」

　ニャニャンに教えてもらった感じだと、アトランティスの現状の以下の通りらしかった。

　ことの始まりは五日前。前王――つまり彼かの女じよの父親が〝老ろう衰すい〟で亡なくなったところから始まった。

　元々、前王の弟であった叔父のボボザは長年王位を狙ねらっていたが、兄が亡くなったことでいよいよ本ほん性しようを表してクーデターを起こした。

　何の警けい戒かいもしていなかったニャニャンはあっという間に捕まり、そのまま地下牢に監かん禁きんされたそうだ。

「ん？　……反逆を受けたのに監禁されただけだったのか？」

　そこでコロナが訝いぶかしげな声を上げる。

「〝だけ〟って？」

「ボボザとかいう男は王位簒さん奪だつを目もく論ろんだのだろう？　なぜ即そつ急きゆうにその娘を殺してしまわない？　生かしておく理由がないと思うが」

　ボボザがニャニャンを生かしておいた理由？

　もしかしたらその理由が本当にあるのではないかと思い、ニャニャンに尋ねてみる。

「叔父上は過去に戻る技術を私から吐かせたかったのだ。あれは王だけに伝えられる知識だからな。その知識と王冠がなければ、アトランティス王として議会と民たみから認められるのはほぼ不可能なのだ」

　ニャニャンが言うには、アトランティスの発展は過去に戻る技術によるところが大きいらしい。たとえば何か新しい技術を開発するための実験を行うとして、もしその実験に失敗したとしても過去に戻れば、その失敗で失った時間を取り戻し、再びやり直すことができる――つまり失敗を帳消しにして成功し続けることができるのだ。

　特に彼女の父親は医い療りよう発展のために過去へ戻りすぎ……そのために〝老衰〟してしまったらしい。

「そんなお父様をみんなは〝立派な王様〟と言ったのだ……」

　そう語ったニャニャンは悲しい顔をした。

　しばらく彼女は黙だまり込んでいたが、やがて顔を上げる。

「……まぁとにかく、そういうわけなのだ」

「……おおまかな状況は把は握あくできたよ。相手は簡単にニャニャンを殺すことはできないんだな」

　だが逆に言えば、それ以外に切り札はないとも言える。さっき衛兵たちがニャニャンを追ってきたところを見ても、この国の大部分は――少なくとも政治的な部分は――ボボザの味方だ。ボボザはかなり周しゆう到とうに根回しをしてクーデターを起こしたと見ていい。

　さて、どうするか。

「ニャニャン」

「ん？　何だ？」

「俺たち以外にニャニャンの味方になってくれそうな人に、誰だれか心当たりはないか？」

「私の味方に？」

　ニャニャンはそれからう～んと悩なやみ始める。

　うんうんとうなり続ける。

　で、結局。

「……分からない」

「分からない、か？」

「私は王女だぞ。お父様にだっていっぱいいい子だねって褒められたし、みんなだって私が何も言わなくたって助けてくれた。だから、その……特定の誰が味方なのかと言われても分からない」

「蝶ちようよ花よ、という奴やつね」

　シャーレンはからかい半分困った半分といった口調で言う。

　相当かわいがられて育ったのは確かなようだ。

　誰も彼かもが「王女」であったニャニャンの味方だったから、クーデターを起こされた今は逆に誰が彼女の味方になってくれるのかが分からない、というわけか。

「どうする後こう輩はい？　さっきは攻こう撃げきするなと言ったが、我われがそのボボザとかいう男と手下どもをまとめてブッ飛ばしてくるか？　反逆など力で叩たたき潰つぶしてしまうのが一番だ」

　まぁコロナの言う通り、権力欲しさにクーデターを起こしたのはボボザの方なのだから、思いっきりブッ飛ばすというのも手のひとつなのだが……。

「……あっ」

　その時ふとニャニャンが声を上げる。

「どうした？」

「……さっきの味方云うん々ぬんの話なのだが、あの人を味方にできたら何とかなるかもしれない」

「誰だ？」

　俺が尋たずねると、ニャニャンはその指をピンと伸のばし――頭上に広がる青空を指差した。

「ラピュータ王様だ！」

「ラピュータ……って、映画？」

　アトランティスすら知らなかった俺だが、それに似た名前が出てくるアニメ映画なら見たことがある。けど、あれって実在してたのか……？

「烈火。確かにラピュータといえばそっちの方が思おもい浮うかぶでしょうけど、いちおうあれにも元ネタがあって、ガリバー旅行記に空飛ぶ島ラピュータ島っていうのが出てくるのよ」

「へぇー……ん？」

　皐月の耳打ちに俺は思わず頷うなずいてしまうが、すぐに首をひねる。

「でも、ガリバー旅行記も結局フィクションじゃないか？」

「そうね」

　アッサリと頷かれて思わずコケそうになるが、まぁそれはたいした問題じゃない。伝説と言われたアトランティスが実際にあったように、ラピュータもあるかどうかが問題だ。そして、ニャニャンがここでウソをつく理由はないだろう。

「分かった。じゃあ、そのラピュータ王ってのに会おう。どこにいるんだ？」

「天空都市ラピュータにある『天空の大図書館』にいつもいるぞ」

「『天空の大図書館』？」

　未来のニャニャンに行けと言われた場所だ。確か、そこに住む人が未来へ帰る方法を知っていると。ラピュータ王のことだったのか。

「このあとはラピュータに行くということでいいのか？　後輩」

「ああ。無む駄だに血を流すよりいいし……それに未来に帰る方法を知るために、どっちみち『天空の大図書館』には行かないといけないだろ？」

　ひとまず方針を決め、俺は改めてニャニャンに向き直る。

「それで？　そのラピュータにはどうやって行けばいいんだ？」

「飛ひ翔しよう艇ていならある……けど、たぶん見張られてる」

　飛翔艇というのは文字通り空飛ぶ乗り物らしい。ボボザとしては彼女に国外に逃げられるのは一番避さけたいのだろうし、それも当然だろう。

　しかし、わりと大所帯なので飛翔艇はぜひとも欲しい。飛行魔ま法ほうという手もあるが飛べる面メン子ツと飛べない面子の数が釣つり合あわないし、やはり乗り物は必要だろう。

「よし、それじゃその飛翔艇って奴を拝借しに行くか。ニャニャン、場所を教えてくれ」

「それはいいのだが……」

　ニャニャンは俺の頼みを承しよう諾だくしてくれたのだが、なぜか不服そうな顔をしていた。

「どうした？」

「飲み物は？」

「……」

　どうやら飛翔艇の前に手に入れなければならないものがあるようだ。
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　まぁ水分補給は重要だ。よく考えたらさっきの逃とう走そう劇げきと大立ち回りのせいか、俺たちも結構ノド渇いていたし。

　てなわけで人に見つからないようにこそこそとノドを潤うるおした俺たちは、彼女の案内で飛翔艇のある施し設せつへとやってきた。もちろん全員ハリッサの魔ま術じゆつで透とう明めいになって、だ。

「あれが飛翔艇？」

「そうなのだ」

　件くだんの飛翔艇とやらは見た目七～八人乗りくらいっぽい鈍にび色いろの舟ふねに、色つきで半はん透とう明めいの屋根と翼がつけられた代しろ物ものだった。

「あれ……鉄か？　それにしては色が……？」

「鉄じゃなくて材質は銅かもしれないわ。ていうか、あの屋根もガラスっていうより……プラスチック？　に近いような……」

　皐月も怪け訝げんな顔をして飛翔艇を見つめている。

「銅はともかくプラスチックなんてこの時代にあるの？　いや、そもそもあんな金属製の舟を造るのも地味にオーバーテクノロジーな気もするけど」

　チェルシーも疑問符を浮かべて誰ともなしに訊きく。

「確かに神殿も床ゆかはやたらとなめらかだったが、石造りではあったしな。あれはどうも毛色が違う技術のような気がする」と響。

「ニャニャン。あれもアトランティスの技術なのか？」

「いいや。あれはラピュータ王から与あたえられた技術ものだぞ。空飛ぶ手段がないとラピュータに行くこともできないからな」

「そりゃそうか」

　言われて納なつ得とくしつつ、改めて周囲を見み渡わたす。

　飛翔艇は全部で十機あり、五機ずつ縦に並べられて停止している。先頭の二機の前には滑かつ走そう路ろらしき直線があって、どうやら飛行機のようにあそこで加速して浮き上がるようだ。

「ちなみにあれってどうやって動くんだ？」

「鍵かぎを起動台にセットすれば動くのだ」

「鍵はどこに？」

「あの施設に保管されている」

　ニャニャンが指差す先には一階建ての建物があった。大きさはさほどでもない。鍵を保管する事務所みたいなものだろうか？

　問題はその周囲をぐるりと囲む見張りの方だ。まさに人ひと垣がき、いや人壁といった感じで、二重三重に衛兵が建物を囲っている。

「どう思う？」

　俺はオペラグラスで建物周りの詳しよう細さいを調べている響に意見を求める。

「厳しいな。ニャニャンを助けた時に透とう明めい化かの魔術を使ったんだろう？　となると向こうに手の内がバレている可能性も高い。窓から見える限りだと建物の中にも衛兵が詰つめてる。ドアなんか開けたらすぐに見つけるぞ」

　透明化はあくまで見えないだけで、そこに「いる」ことには変わりない。数で囲まれたら逃にげることは不可能になる。

「つまり囲まれたら終わりなんだよな……」

「ただ飛翔艇にこっそり忍しのび込むことだけなら可能そうだぞ。鍵さえ盗とられなければ動かせないからなのか、見張りはあの建物に集中してる」

　響に言われて改めて見てみると、確かに飛翔艇の方はノーマークだ。

　なら少数で鍵を奪うばいに行き、あとのみんなにはあらかじめ飛翔艇に乗っていてもらった方が効率的か。その方がリスクを減らせる。

　あとはどうやって鍵を奪うかだが……！

「そういえばシャーレン」

「何？」

「さっき牢ろう屋やの鍵も簡単に盗めるみたいなこと言ってたけど、飛翔艇の鍵も盗めるか？」

「んー、鍵が視し認にんできて、建物の窓が一箇か所しよでも開いてればできるわよ」

　シャーレンは指先をくるくる回しながらあっさりと頷く。

「窓か。響、どっか開いてるか？」

「……いや、窓はあるが開いてはいないな。閉め切られている」

「そうか。ちなみに鍵は？」

「……鍵らしいものはないが、そもそもあの飛翔艇の鍵がボクらのイメージする鍵かどうか分からないな」

　そういえばニャニャンは鍵を「鍵かぎ穴あなに差し込む」ではなく「起動台にセットする」と表現していた。俺たちの知ってる鍵とは違うのかもしれない。

「ニャニャン。ちょっとこっちに」

「何だ？」

「響にオペラグラスを借りて、窓から飛翔艇の鍵が見えるか確かく認にんしてくれないか？」

「おぺらぐらす？　もしかして、さっきからそっちの女が目に当てているそれか？　貸してくれるのか？」

　ニャニャンはそわそわしながら俺と響の持つオペラグラスを交こう互ごに見やる。

　どうやら響が使っているのを見てずっと気になっていたようだ。彼女は響からオペラグラスを受け取り、早さつ速そく見み様よう見み真ま似ねでレンズを覗のぞく。

「おお、おおー！　凄すごいなこれ！　遠くのものがよく見えるぞ！」

「分かったから静かに！　透明でも声は向こうに聞こえるんだから……で？　鍵は見えるか？」

「ん？　おお、見えるぞ。右から二番目の窓から見えるあれが鍵だ」

「あれって言われてもな……。どんな形してるんだ？」

「形？　壁かべ際ぎわに置いてある丸っこい球がそうだぞ」

「球？」

　どんなものか俺も確認したかったので、ニャニャンにオペラグラスを返してくれと頼む。

「う～～～」

「いや、離はなしてくれ」

　なかなか手を離してくれなかったが何とか無事返してもらい、俺おれもオペラグラスを覗く。

　彼女の言っていた右から二番目の窓を見ると……なるほど、確かに丸い石のようなものが丁寧に並べられている。

「シャーレンも見てくれ」

　今度はシャーレンにオペラグラスを渡わたす。

「はいはーい。……ああ、あれかしら？　全部で十個あるし、飛翔艇の数と一緒だから間ま違ちがいなさそう。あれなら窓さえ開けられれば盗れるわ」

　問題はどうやって窓を開けるかだけど、見張りに囲まれるリスクを考えると、直接開けるのはやっぱり難しい。できることならなるべく近づくことなく、かつ向こうが自分から開けてくれる方法が望ましいんだけど……。

「む～、もう一回！　もう一回私にも見せて欲しいぞ！」

　ニャニャンはシャーレンの服の裾すそを握ってねだりながら、「ふぅー」と顔を手でぱたぱたと扇いでいる。

　よく見ると手で扇いでいるのは彼女だけではない。皐月やイリス、ほかのみんなも暑そうにしているし、俺もいつの間にかシャツの襟えりのところをバサバサやっていた。

「そういやこの国って暑いな……」

　海の上だからだろうか、日差しがキツくて外にずっといるのは厳しい。そういえばニャニャンもだけれど、街中で見た人たちもみんな日焼けしていたな。

　……ん？

　その時ピンと閃ひらめく。

「誰でもいいんだけど、火っていうか熱っていうか、とにかく物もの凄すごく暑くなるような魔法かなんか使える人ー？」

　唐とう突とつな俺の質問にみんなは首を傾げるが、その中でおずおずと皐月が手を挙げる。

「森羅の大魔法で検けん索さくすれば見つかると思うし使えると思うけど、どうしたの？」

「思いついたことがあるんだ」

　俺は自分の考えをみんなに話した。
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　俺と皐月、それにシャーレンとコロナだけを残し、ほかのみんなは先に飛翔艇の先頭二艘そうにこっそり乗り込んでもらった。実はこちらにも少しだけ見張りがいたのだが、イリスやコロナたちのおかげで仲間を呼ばれる前に全員気絶させることができ、今は物もの陰かげに押おし込んで隠かくしてある。

「さてと。皐月、具合はどうだ？」

「順調なはずよ。レンズで日の光を集めるみたいに、この辺り一帯の熱をあの建物に集中させてるところだから」

「了りよう解かい。シャーレンも上う手まくやってくれよ？」

「はーい」

　頷くシャーレンはオペラグラス越ごしに鍵の保管された建物を見続け、片時も目を離そうとしない。

　俺もオペラグラスはないが、彼女たちの横でジッと建物の窓を注視し続けた――と、

「開けたわ！」

　皐月が歓かん喜きの声を上げ、俺も遠目にだがそれを確認する。

　俺たちがやったことは非常に単純、建物内の室温を高くして、中にいる見張りたちに自ら窓を開けさせるという作戦だ。アトランティスはただでさえ暑い上に、あんな密閉された建物の中では室温は上がり続ける一方、ずっと耐たえ続けることなどできないと踏ふみ、見事に的中した。

「シャーレン！」

「おっ任せー！」

　陽気なかけ声とともに、シャーレンは片手でオペラグラスを覗きながら、もう片方の手でピストルの形を作り、銃じゆう口こうを建物へと向ける。

「刻印マーク！」

　瞬しゆん間かん、彼女の指先から小さな光が連続で二回発射され、それはビュンッと飛んでいって、開け放たれた窓の中へと吸い込まれていった。

　そして、

「奪取ステイール！」

　彼女が続けてピストルの形にしていた手を、今度はまるで縄なわか網あみでも引っ張るみたいにぐいっと手前に引き寄せる――すると、建物の方がにわかに騒さわがしくなり、続けて何かがふたつ俺たちの方へと飛んできた。

　それはまさに先さき程ほどオペラグラスで確認した飛翔艇の鍵ふたつだ。

「はいっ、いただきました！」

　鍵はふたつとも吸い込まれるようにシャーレンの手に収まる。

「どう？　私の魔法は？　刻印マークを貼はりつけたものを奪取ステイールで引き寄せるの。怪かい盗とう向きでしょ？」

　シャーレンは手品師みたいに片手の指で丸い鍵を弄もてあそびながら、得意気な顔で俺たちに自分の魔法の説明をした。

「ナイスだシャーレン！　皐月、コロナ、飛行魔法で俺たちを飛翔艇に」

「分かったわ！」

「うむ」

「おっと、烈火君。鍵を一個持っていかないと」

「おっ、ワリィ」

　飛翔艇は二機必要なので、鍵は別々に持っていかないといけない。俺はシャーレンから鍵を一個受け取り、皐月の飛行魔法でみんなの待つ飛翔艇へと移動した。コロナとシャーレンも続いてくる。

　そして鍵を護まもっていた衛兵たちはといえば、突とつ然ぜんの出来事にしばし混乱に陥おちいっていたが、誰かが「鍵を奪われた＝飛翔艇を奪われる」ということに気がついたらしく、今まさに雪崩なだれのような勢いでこちらへ迫ってきているところだ。

　俺は右、シャーレンは左の飛翔艇に乗り込む。

「シャーリー！　任せた！」

「了解よ」

　俺は飛翔艇の出入り口から、操縦席に座すわるシャーリーに向かって鍵を投なげ渡す。

「えっと、ここに置けばいいのよね」

　シャーリーは丸いくぼみのある起動台に鍵を置く。

　そうすると当然起動台からブフォンと、何かの起動音みたいなものが聞こえ、飛翔艇を覆おおう半透明の屋根と同じく翼つばさが一いつ瞬しゆん七色に光り、船体全体からパソコンでも動かしているみたいな重低音が流れ始めた。

「じゃあ、行くわよ！」

　シャーリーは先程起動台の上に置いた鍵を手で前に向かって転がす。

　すると球の動きに合わせ、飛翔艇は滑すべるように前へと走り出した。

「凄い……。魔ま力りよくなんて感じないのに、どうやって動いてるのかしら？」

　皐月は動き出した飛翔艇を驚おどろきの目で見つめている。







[image: ]







　念のため隣となりを見れば、半透明の屋根越しにシャーレンたちの乗った飛翔艇も無事動き出している。あちらの操縦はイリスの担当だ。なぜ彼女なのかといえば、シャーリーと同じで彼女も宇宙船の操縦に慣れているから……という安直なものだったりする。

　まぁ、飛翔艇なんて俺たちの中の誰も操縦したことがないので、いちおう空を飛ぶ乗り物に乗り慣れているふたりに任せるのがいいだろうという判断だった。ちなみにニャニャンは王女なので普ふ段だんは運転手がおり、自分で操縦したことはないらしかった。

　そんなわけで飛翔艇そのものが未知の乗り物ということもあり、飛び立つまではかなりドキドキだったが――いったん船体が地面を離れて浮き上がると、かなりスムーズに高度を上げていった。

「見た目が見た目だからちょっと不安だったけど、飛行機みたいにちゃんと飛ぶのね」

　外を見ながらつみきが俺と同じようにホッと胸を撫なで下おろしていた。

　とはいえ、飛翔艇はまだ八機もある。

　このままだとまた敵に追ってこられてしまうが――すでに手は打ってあった。

　ちらっと後ろを振ふり返れば、まさにその手が発動しているところだ。

　俺たちの乗る飛翔艇の後方、今さっき離り陸りくしたばかりの滑走路を〝闇やみ〟が覆っていた。闇でできた雲は滑走路から飛翔艇が停とめてある施設までを完全に覆い尽つくしており、あれでは後続の飛翔艇はまともに離陸できないだろう。

「コロナが上手うまくやってくれたみたいだな」

　彼女の闇やみ魔ま法ほうで施設を丸ごと暗闇にし、衛兵たちを追ってこさせなくする作戦は上手くいったみたいだ。

　ひと段落ついて一度休きゆう憩けいしたいところだが、まだまだやることは山積みだ。

　それでも今はとりあえず、この空の旅を楽しむとしよう。

「さて、それじゃあ早さつ速そくそのラピュータ王ってのに会いに行くか」







第三章　空の都と幻まぼろしの地







　無事追っ手を撒まいた俺たちは雲を見下ろしながら空の旅を満まん喫きつしていた。

「ラピュータに行くにはこの地図の赤いポイントを目指して飛べばいいのね？」とシャーリー。

「もぐもぐ。その通りなのだ」

　ニャニャンは飛翔艇に備え付けの乾かんパンを食べながら質問に答えた。

　飛翔艇の操縦席前には空の地図なるものがあり、そこには現在の雲や気流の状態、さらにはラピュータの位置が赤い点で示されている。

「この時代にレーダーか……とんでもないな。というか、この赤い点がラピュータなら、どうも空を移動しているように見えるが、この飛翔艇の動力というか、燃料とかは大だい丈じよう夫ぶなのか？　何が使われているかは知らないが」

　響ひびきは地図上を動く赤い点を指差しながらニャニャンに尋ねる。

「それは大丈夫だぞ。ラピュータとアトランティスは双ふた子ご島じまだからな」

「双子島？」

「うむ。つかず離れず常に傍そばにあるゆえに双子島。ラピュータが動けば、アトランティスも同じだけ動く。そういう関係なのだとお父様は言っていた」

「ラピュータが動けば……アトランティスも動く？　待て。ということは、アトランティスは海上を移動しているのか？」

「そうだが？　気づかなかったのか？」

　驚きよう愕がくする響にニャニャンは当たり前のように答える。

「……なるほどな。ひとつ謎なぞが解けた」

「謎？」

　ひとりで納得している響に俺は声をかける。

「ボクらの時代、アトランティスは太平洋に沈しずんでいただろう？　だがアトランティスというのは元々ヨーロッパにあった伝説で、その伝説の中だと大西洋上にあったんじゃないかと言われていたんだ」

「……なるほど。確かにおかしいな」

「だがアトランティスが移動する大陸、いや双子島ということは島国だったのか？　まぁともかく、海上を移動していたならその疑問も氷解する。それに海を移動する国なんて伝説になって当然だ。陸から見たら、昨日まであったはずの島が消えてなくなってるように見えるんだからな」

　海の上を移動する島。それが伝説の正体だったのか。

　なんだかロマンのある話だ。

　俺たちの話を横で聞いていたシャーリーはふとあごに指を当てて、

「それにしても双子島ねぇ……。何か島同士、お互たがいをつなぎ止める磁場でも発生してるのかしら？　それとも惑わく星せいと衛星の関係に近いのかしらね？」

　シャーリーは思考に没ぼつ頭とうしながら操縦を続ける。

　まぁ考え事をしていても運転には支障なさそうなので大丈夫だろう。

「……」

「ん？」

　そこでふと俺はちりかがさっきから静かなことに気がついた。

「……」

　彼女は刀を胸に抱だいて身じろぎひとつせず、不自然なほど前方をジッと注視していた。

「……ちりか？」

「むぐっ!?」

　俺が声をかけると、ちりかは驚いたように椅い子すから少し飛び上がった。

「お主か……何だ？」

「いや、なんか気分悪そうだったから、乗り物酔よいか？」

「酔い？　別に酒は飲んでおらぬが」

「その酔いじゃなくて、えーと……気持ち悪くて吐はきそうとかないか？」

「いいや……だが」

　気き丈じような彼女にしては珍めずらしく不安げに、一瞬だけ外をちらっと見て、

「舟が空を飛ぶというのが信じられなくてな。いつ墜おちるのかと落ち着かぬ」

　と言って、ぶるっと肩かたを震ふるわせた。

　そういやちりかは飛行機に乗ったことがないどころか、彼女の生きていた時代にはそもそも飛行機なんてなかったんだよな。怖こわくて当たり前か。

「えーと、あ、安心しろって。俺の家でテレビとか見ただろ？　あれと同じで飛行機なんて未来じゃ当たり前の代物なんだ。そうそう簡単に墜ちたりしないって」

「……『簡単に』ということは、時には墜ちることも」

「ない！　絶対墜ちないから大丈夫だ！　あれだぞ、人間が空を飛ぶなんて当たり前だから！　大船に乗ったつもりでいろって！」

　俺たちの時代の飛行機だって事故るし、ラピュータの飛翔艇がどのくらい安全なのかも知らないが、とにかくちりかを安心させるために言葉を並べ立てた。

「……ふっ」

　こちらの説明をどのくらい信じてくれたかは分からないが、必死な俺を見てちりかは気の抜ぬけたように苦笑いする。

「お主ごときに励はげまされるとはな。臆おく病びようなど、侍さむらいにあるまじきことだ。猛もう省せいする」

　そう言うと彼女は目を閉じて瞑めい想そうを始めた。

　その肩からは先程よりも力が抜けているように見える。結構勢いばっかりの励まし方だったが、多少は彼女をリラックスさせられたのだろうか？

「わっ！」

　不意に、ハリッサやつみきが驚きの声を上げたので、俺は顔を上げる。

「うおっ！」

　で、俺も思わず声を漏もらした。

　ついさっきまで雲と太陽しかなかったはずの空に、唐突に巨きよ大だいな空飛ぶ島が現れたからだ。

「光学迷めい彩さいかしら……島全体を覆っているのね」

　操縦席のシャーリーが感心した口調で言う。

　それにしても思っていたよりデカい島だ。

　空飛ぶ島というのがどのくらいの大きさなのかと思っていたが、小山ひとつ分くらいはあるだろうか。「国」として考えたら小さいのかもしれないが、空を飛んでいるというインパクトもあるので充じゆう分ぶんデカく見える。

　俺たちは飛翔艇でラピュータの端はしに降下し、地面に降り立つ。

　意外と言うべきなのか不思議と言うべきなのか、ラピュータには土と岩があり、その上には木々が生おい茂しげっていた。

「ちゃんと地面は固いし、木も本物っぽいな」

　空にあるという以外、ほとんど地上と同じみたいだ。

「私はてっきり戦せん艦かんか空中要よう塞さいみたいなのを予想していたんだけど、なんだか思ったより空飛ぶ〝島〟そのままなのね」

　シャーリーも辺りを見回しながら独り言のように呟つぶやく。実際に飛翔艇を操あやつっていた彼女はラピュータの科学力を推おし量はかって、そんな感想というか疑問を感じたのかもしれない。

　確かに飛翔艇は動力こそ何なのか分からなかったが、現代の飛行機とまるで遜そん色しよくのない性能を持った乗り物だった。操縦席にはレーダーと呼べるものがあり、空の状態――つまり天候をリアルタイムで計測するというのも、要するに現代の気象庁が様々な計器を用いて行っている天気予報と同じことだ。

　この時代から見ればはるか未来の技術がラピュータではすでに実用化されている。

　それを考えるとラピュータには今見えている大自然が残る田舎いなかの山みたいな外見よりも、それこそ宇宙戦艦か空中要塞みたいな外見の方がしっくりくる気がする……まぁ、それは置いておこう。

「ところでニャニャン、『天空の大図書館』っていうのはどこにあるんだ？」

「島の中央だ。すぐに着くぞ」

「すぐに？」

　島の中央ということはつまり、目の前の山の頂上ということだろう。歩いて登ったら二～三時間は絶対にかかる。

　かといって山を登る乗り物も見当たらない。

　というか、見渡す限り人工物らしきものなんてひとつもなかった。さっき飛翔艇を停とめたところも地面がならされているだけで、アトランティスのような石いし畳だたみすらない。

「『天空の大図書館』が山の上にあるなら飛翔艇で行けばいいんじゃないか？」

「それはダメだ。空の王であるラピュータ王よりも高い位置を飛ぶなど無礼にあたるぞ。烈れつ火かのおバカちんめ」

　ニャニャンは残念な子を見る目で俺に哀あわれみの視線を送る。い、いやだって知らなかったんだって。

「えーと、けど歩いて登ったら凄い時間かかりそうだぞ。どうやったら〝すぐに〟着くんだ？」

「こっちへ来い」

　俺の質問にはすぐに答えず、ニャニャンは山道の入り口を指差した。これもいちおう三～四人が通れそうな幅はばを少しだけ整備したといった感じの、パッと見何の変へん哲てつもない登山道だった。

「ここに立て。人数が多いから、なるべく一箇所に固まってな」

「？」

　ニャニャンは俺たちを山へ入っていく坂道の手前に集まるよう指示してくる。

「いったい……？」

　何をしようとしているのか尋ねようとした時、

「では行くぞ。滑り落ちるなよ」

　ニャニャンは右手を挙げて、指先で空中に何かを描えがく。それが文字なのか、それとも何かのジェスチャーなのかは分からなかったが……ともかく、

「うわっ！」

「何？　地面が!?」

　彼かの女じよの動きがトリガーになったように、突とつ如じよとして俺たちが立っている地面そのものがスライドして坂道を上り始めた。

「な、何じゃこりゃあ!?」

　思い出すのは子供の頃ころに土手を段ボールで滑ったソリ遊び、あれの逆バージョンだ。

「エスカレーターみたいなものかしら？　でも私たちは動いてるのに地面も木もまるで動いてない。いったいどういう機構なのか興味深いわね」とシャーリー。

　さっき「地面そのものがスライドした」と表現したが、言われてみれば俺たちが立っている地面はベルトコンベアみたいに動いているわけではないみたいだ。地面の上に立つ俺たちだけが動いていて、たとえば坂道に落ちている石ころなんかは動いていない。

　どうやら大自然溢あふれる田舎の山というのは見た目だけのようだ。

「た、確かにこれならすぐに着きそうだな……」

　いつ滑り落ちるかという恐きよう怖ふはつきまとうが。さっきからハリッサが袖そでを掴つかんで離そうとしない。

「ん？」

　今、山の中にちらっと人ひと影かげが見えたような。

　しかし、あっという間に通り過ぎてしまったので振り返っても確かめる手段はなかった。

　仕方がないのでそれはいったん忘れるとして。

「こんなもんを作るラピュータの王様ってのはいったいどんな奴やつなんだ？」

　たぶんそれもこの全自動山道が終われば分かるんだろうと思いながら、俺はどうかこの坂道にカーブがないことを祈いのった。




　　　　　▽




　幸いカーブもなければ誰だれかが振り落とされることもなく、俺たちは無事に山頂の『天空の大図書館』に辿たどり着ついた。

「スゲェな。山と建物が一体化してるぞ」

『天空の大図書館』の入り口に着いた俺は建物を見上げ、ほうとため息をついた。『天空の大図書館』はそれが建物だと教えられれば、なるほどそれらしい部分も見つけられるのだが、知らなければただの山の一部にしか見えなかった。

「外がい壁へきに木とか生えてるぞ、この建物」

「外敵に対する偽ぎ装そう工作なのか？　いや、この時代に空に浮ういてる島を攻こう撃げきできる奴なんていないだろうし、となると……趣しゆ味みか？」と響。

「『天空の大図書館』ってラピュータ王の住居を兼かねてるって聞いたけど、王様のお城って感じは全然しないわね」と皐さ月つき。

　各おの々おの『天空の大図書館』を見ながら感想を漏らすが、とりあえず「まるで図書館に見えない」というのが共通見解だった。

「で、これ勝手に入ってもいいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。なんてったって私がいるからな」

　……なぜか不安になってきた。

　自信満々のニャニャンの後ろを俺たちはおっかなびっくりついていき、うっかりすると見み逃のがしてしまいそうな扉とびらから中へと入る。

「うおっ」

　中に入った俺は再び驚愕させられた。

　外見からは想像できなかったが、中は驚くほどしっかりした内装をしていて、そして驚くほど本で溢れかえっていた。

　本の山。本の海。学校の先せん輩ぱいに物凄い本好きの人がいるけど、あの人の部屋よりはるかに本の数があった。いや、個人宅と図書館を比べるのがそもそも間違いかもしれないが、吹ふき抜け式の各階を見上げれば、どこまでも本ほん棚だなと本の背表紙が視界に入る。

　天に届くほど本がうずたかく積まれている様は、まさに『天空の大図書館』といったところだ。

「え……何だあれ？」

　さらに俺たちを驚かせる光景が図書館の中にはあった。

　それは図書館の中で動き回っている職員たちが……どう見ても、自動で動く人形たちだったからだ。

「「「「「……ロボット!?」」」」」

　俺を含ふくめた数人はあまりの衝しよう撃げきに大声を上げてしまう。

　シャーリーの助手であるガーネットのように、人間と見分けがつかないほど精せい巧こうなわけではないが……それが逆に俺たちに「ロボットなんだな」と思わせる外見をしていた。

「からくり人形か何かか？」

　ちりかはロボットという概がい念ねんを知らないからなのか、むしろ俺たちよりも受けた衝撃は少なかったようだ。ただ首は傾かしげていたが。

「私たちのことは気にされていないようですね」

　レインは人形の一体に近づいて頭を撫でてみながらそう言った。

「……」

　司書人形は頭を撫でられているのに気づいていないみたいに作業を続けている。

「ガーネットみたいに自律思考はできないみたいね。あらかじめ与えられた仕事をするだけのようだわ」

　シャーリーはそう分ぶん析せきする。

　もしかしてラピュータではこういう人形があちこちにいて、そこかしこで仕事をしているのかもしれない。さっき山の中で見た人影もそうなのか？

　それにしても……。

「人形はいるのに、人は全然いないな……」

　耳を澄すませてみるが、話し声ひとつ聞こえない。

　もしかして、ここには人形しかいないのだろうか？

「んー？　お前たち何を立ち止まっているのだ？　早くラピュータ王に会いに行くぞ！」

　見慣れているのか、ニャニャンは特に司書人形に驚きもせず、ズンズン図書館の奥おくへと進んでいってしまう。

「おーい、先に行かないでくれ」

　慌あわてて俺たちも彼女のあとを追う――と。

「いや、急ぐ必要は、ない」

　頭上から幼い、けれど理知的な声が降ふってきて、ニャニャンと俺たちは揃そろって足を止めた。

　すると、俺とニャニャンのちょうど中間の辺りに奇き妙みような空飛ぶ球体が降ってきて、床ゆかにぶつかる直前でピタリと停止する。その上にはハリッサやレインよりもさらに幼く見える少女が座っていた。

「ラピュータ王様！」

　彼女を見てニャニャンが歓喜の声を上げて駆かけ寄よる。

「おもしろい客人を連れてきたな、ニャニャン」

　一方、ラピュータ王はあまり感情のこもらない声で受け答えし、俺たちのことをジッと見つめてきた。

「珍しい来訪者たちよ。ようこそ『天空の大図書館』、へ。朕ちんはそなたらを歓かん迎げい、しよう」

「あ、どうも」

　どう見ても幼い少女なのだが妙みような威い厳げんがあって、俺は思わずぺこりと頭を下げた。

「えっと……ていうか、アンタが、いや、あなたが本当にラピュータの王様？」

「いかにも。朕がラピュータ王である。この外見が気になるのか？」

「あー、まぁ」

「朕は肉体が限界を迎むかえる度、に新たな肉体を作り、そちらに記き憶おくを転写して三百年は生きてき、た。ゆえに外見は無意味、だ」

「さ、三百年……」

「クローン技術に記憶転写って……本当にどうなってるんだ？　ラピュータの科学力は」

　響が呻うめくように呟く。

　ホントここに来てから驚愕させられっぱなしだ。

「ひとつ訊ききたいんだけど、この島が空に浮いているのもあなたの技術力の賜たま物ものなのかしら？」

　興味本位といった感じでシャーリーがラピュータ王に尋たずねる。

「いい、や。この島が浮いているのは、自然の摂せつ理りだ。進路を取るための推進力は、朕が取りつけた、が」

　ラピュータ王は淡たん々たんと答えたあと、手に持った杖つえで俺たちを図書館の奥へと導く。

「久方ぶりの客人、だ。くつろいでいくが、よい。そして願わくば、朕にまだ見ぬ知識を授さずけておくれ」
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　その後俺たちはラピュータ王に案内され、彼女の私室へと通された。

「私的な客人の来訪というものがない、のでな。応接の間などはとうの昔に潰つぶし、て資料室にしてしまった。謁えつ見けんの間くらいならあるのだが、そこには椅子もな、い。悪いが朕の部屋で我が慢まんして、くれ」

「いや、我慢なんて」

　俺は恐きよう縮しゆくして答えながら何となく彼女の部屋を見回すが、やはりというかここも本でいっぱいだった。

「ていうかスルーしてたけど、この時代に紙ってまだ発明されてなかったんじゃ……。しかもこれ手書きじゃなくて活版印刷？　オーパーツどころの話じゃないんだけど」

「アハハハ、シャーリーってば。そんなこと言い始めたら光学迷彩とか、ロボットとかの時点でおかしいでしょ。あちらの王様なんてさっきからずっと空飛ぶ球体に乗って移動してるのよ？」

　チェルシーが眩暈めまいを堪こらえるように頭を押さえている横で、シャーレンが彼女をからかって遊んでいる。

「……そういえば、なぜニャニャンではなく、そちらの異い邦ほう人じんがアトランティスの王おう冠かんをかぶっている？」

　笑っている彼女を見て、ラピュータ王がふと小首を傾げた。

「えーと、実は……」

　俺はラピュータ王にこちらの事情を包つつみ隠さず話した。

「ふむ、未来からの珍ちん客きやく、か」

「こいつらちょっと頭がおかしいのだ。アトランティスが沈むとか言ってるしな。気にしないでやってくれ」

　ラピュータ王の方はあまり表情が動かないので分からないが、ニャニャンの方はまだ俺たちの話を信じてくれていないようだ。

「ふむ……アトランティスが沈むという話、やすやすと信じるわけにはいくまいが、朕も少し調べてみるとしよ、う」

「ありがとうございます」

「気に、するな。アトランティスが沈むというのであれば、このラピュータも無関係ではない、ゆえ」

「……？」

　ラピュータも無関係ではないとはどういう意味だろうか？　単に国交のある国が滅ほろぶのは困る程度の意味かな？

　そういえば……。

　ふと脳のう裏りに小さな疑問が浮かぶ。

　未来、つまり俺おれたちの時代にすでにアトランティスは沈んで滅んでいたけど、ラピュータはどうだったんだろう？

　空飛ぶ島があるなんて話は当然ながら、テレビのニュースでも教科書でも見たことがない。ということはやっぱり……？

「むー！　烈火の与よ太た話ばなしなどどうでもいいのだ！　そんなことよりも今は叔お父じのボボザが起こしたクーデターをどうするかが問題なのだ！」

　俺たちが話している間ずっと焦じれったそうにしていたニャニャンは、腕うでをブンブン振り回しながら叫さけび、ラピュータ王に縋すがりついた。

「ラピュータ王様、お願いするのだ。どうか私を助けて欲ほしい。私ひとりじゃどうにもならないのだー」

「ふむ……」

　ラピュータ王はしばし黙もつ考こうし、

「やや、難しい」

　と答える。

「何でだー!?」

　ニャニャンはショックを受けて悲鳴を上げる。

　それに対してラピュータ王は特に表情も変えず、

「メンド、い……」

　とぼそりと言った。

「なっ、何だそれー!?」

「冗じよう談だん、だ」

　意外とおちゃめ？

　未いまだに無表情のラピュータ王を見ながら俺は冷ひや汗あせを垂らした。

「だ、が、アトランティスの政治に無理やり干かん渉しようするのが、あまり好ましくないのも事実、だ」

「政治って……ボボザは権力欲しさにクーデターを起こしたんだぞ？」

「血を流すことも政治、だ。ボボザのやり方が好ましいとは言わぬが……問題は、ニャニャン、お主だ」

「わ、私か!?」

　不意に名指しされ、ニャニャンは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ニャニャン。まずお主は幼すぎ、る。王として戴いただくには少々不安、だ」

「そ、それは……いや、でもラピュータ王様が後見人になってくれたら！」

「なぜ？」

「な、なぜって」

　真顔で問い返され、ニャニャンは言葉に詰つまる。

「ラ、ラピュータ王様は昔から私のことをかわいがってくれていたじゃないか！　それをどうして、今いま更さら裏切るのだ！」

「裏切り、ではない。確かに朕とお主は友人だ。だが、その関係性にはお主がアトランティスの王である必要は、ない」

「だから、何でそうなるのだ！」

「ボボザは野心あれど、政治家としては有能だ。人心を掌しよう握あくする術にも長たけて、いる。前王の弟であるゆえ、王の命を使う時空の縫ぬい止とめの技術も知識さえあれば扱あつかえよ、う。ニャニャン。お主にボボザ以上の王の資質があるか、否いなか？」

「ぐぬぬ」

「何が、ぐぬぬ、だ。ボボザがお主の命まで狙ねらうならば、助けよう。だが、内政に干渉してまで、お主を王にする必要性は感じ、ない」

「で、でも……！」

「ならば、問おう」

　ラピュータ王は相変わらず表情ひとつ変えずに、ニャニャンの目をジッと覗のぞき込む。

「ニャ、ニャン。お主は王となり、何をする？　ただ王女であったから、王になれるものであると、勘かん違ちがいしては、いないか？」

「…………」

「イジワルを、言った、か」

　黙だまり込んでしまったニャニャンを見下ろして、ラピュータ王は特に悪びれることもなく謝罪する。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ」

　俺は咄とつ嗟さに、黙り込んでしまったふたりの間に入った。

「何だ？」
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　ラピュータ王は機械的な動作で俺へと視線を移す。

「あんた今自分で言ったじゃないか、ニャニャンはまだ子供だって。王様になって何をするかとか、そんなのまだ分からないだろ？」

「幼くとも王は、王。王が何もできないのでは、国が立ちゆかぬ」

「だったらニャニャンが大人になるまで、周りが彼女を助けてやればいいだろ」

「お前……」

　涙目のニャニャンが目元をくしくしと擦こすりながら俺のことを見上げる。

「ふむ……」

　ラピュータ王は視線を宙に投げ出してしばらく黙考する。

「お主の言うことにも一理ある。だが、やはり朕が積極的に力を貸す理由はないゆ、え」

「……！」

　説得を頑がん張ばったつもりだったが、ダメだったか。

　と、俺が諦あきらめかけたところで……。

「そう、だな。お主たちが朕に力を貸すための代価を支し払はらえば、少しだけ助力してやることにしよ、う」

「本当か!?」

　俺が前のめりになって尋ねると、ラピュータ王は小さく頷うなずいた。

「で？　その代価って何だ？」

「朕を驚おどろかせるものを見せて欲しい」

　ラピュータ王は淡々と言った。

「驚かせるもの？」

「もの、と言ったが、必ずしも物質である必要は、ない」

　そう言うと彼女は小さく腕を広げてみせた。

「ここは『天空の大図書館』。ラピュータの存在意義は、世界中を巡めぐり、地上の知識を蒐しゆう集しゆうすること」

「知識の蒐集？」

　あの図書館の蔵書量を見せられたあとだと信じる気にもなるが……。

「それにしたって〝驚かせる〟って、何でそんなものが代価になるんだ？」

「三百年も生きると、目新しき新しん鮮せんな知識も得にくくなり、情動も希き薄はくになり、感動も失われつつあ、る。今では表情の作り方もロクに思い出せぬ。そこで……朕の心を動かすようなものを、どうか見せて……欲しい？」

「何で最後疑問形？」

　まぁ、それは置いておくとして、ラピュータ王の要求は分かった。

　にしても驚かせる品かあ……。

「じゃあ、まぁ定番だけど」

　俺はごそごそとポケットに手を突っ込み、中から携けい帯たい電話を取り出す。

「何だ？　それは」

「携帯電話」

　こういう時、未来の道具を見せて驚かせるのは定番のはずだ。実際、ちりかはテレビを見て驚いていたし。

「それは、何をする道具か？」

「いろいろあるけど、主に遠くの相手と話ができるんだ」

「遠くの？」

　ラピュータ王は小首を傾げると、座すわっている球体からコードのようなものを引っ張りだし、その先せん端たんに口を当てる。

「イース８、作業中断、朕の許もとへ来い」

　ラピュータ王が小声で呟くと、しばらくして司書人形の一体がこの部屋に現れた。

　司書人形は俺たちの横を通り過ぎ、そのまま彼女の隣となりまで移動して停止する。

「遠くの者との会話なら、朕にもできる」

「むむむ」

「何が、むむむ、か」

　そういやここって俺たちの時代でもまだ実用化してないような、トンデモ科学があちこちにあったんだっけ……携帯電話くらいじゃ驚かせられないか。

「イリス、シャーリー、それにレイン。何かラピュータ王を驚かせるのにちょうどいいもの持ってないか？」

　俺は後ろを振ふり返って宇宙人の三人に尋ねる。

「私は何も……シャーリーさんたちはどうですか？」

　レインは首を横に振ったあと、シャーリーたちの顔を見上げる。

「ないこともないけど、どうかしらね？　手持ちのものでその人を驚かすことのできるものがあるか保証できないわ」とシャーリー。

「はいはーい！　レーザー銃じゆうならあるわよー烈火ー」とイリス。

「レーザー？」

「光学兵器って言えばいいの？　とりあえずこんな感じに……」

「わっ！　バカっ、ここで撃うつな！」

　そんな感じで俺たちは彼女が見たこともなさそうな品々を、次々とお披ひ露ろ目めしていったのだが……

「見たこと、ある」

「知っている」

「作れ、る」

　返ってきたのはだいたいこの三種類の返事だった。

　これは、思ったより手て強ごわい……。絶対に知らないはずの未来のアイテムを見せても、似たものをすでに作っていたり、その機構を一いつ瞬しゆんで理解してしまったりで、全然驚いてくれない。

　特に魔ま法ほうの場合それが顕けん著ちよで、彼女は魔力の流れが常人よりもはるかによく見える目の持ち主らしい。そのため皐月やハリッサが詠えい唱しようをしている最中に、もうそのあとどのような現象が起こるのか分かってしまうそうだ。それで驚いてなどくれるはずもない。

「……よし！　これならどうだ！」

　俺は腕のジェスチャーで、ラピュータ王の視線をコロナへと移動させる。

「ふむ」

　魔ま王おうモードに変身して角とかしっぽの生えたコロナを見て、ラピュータ王はあごに指を当ててうなる。

「魔族、か。珍しい、人間界、と魔ま界かいは随ずい分ぶん前に隔かく絶ぜつされた、はずだ、が」

「って、知ってんのかよ！」

「記録は、ある」

　マジか。この世界にも昔は魔族とかいたのか。いや、悪あく魔まとか吸きゆう血けつ鬼きもいるんだし、魔族がいたとしても不思議じゃないが。

　むぅ、異世界の住人、それも魔王ならどうだと思ったのだがアテがはずれた。

「すまんな。期待に応こたえられなかったようだ」

「いや、コロナが悪いんじゃないって」

　しょぼんとするコロナを慰なぐさめ、俺は次の策に打って出る。

「今度は人魚に天使の二本立てだ！　これでどうだ！」

「知っている」

「ぬがああああああ！」

　次の策、轟ごう沈ちん。

「というか、天使を知らないなら私がここに来た時点で驚かれるのでは～？　私天使の輪っかとか翼つばさとか隠かくしてませんし～」

「地上で尾おひれを出すのは恥はずかしかったのですが仕方ありませんね」

　ラシュエルは脳天気に、レインは若じやつ干かん頬ほおを赤らめながらフォロー（？）してくれた。

「待つ、のだ」

　と、そこでラピュータ王が球体に乗ったまま彼女たちの方へと進み出る。

　何をするのかと思ったら、ふとラピュータ王はラシュエルの翼、レインの尾ひれ、その両方を愛めでるように撫なでた。

「ひゃうっ！」

「あふっ！」

　……今の声は聞こえなかったことにしよう。

「いきなり何するんですかー？　タッチは三秒までですよ」

「あの、地上だと尾ひれは敏びん感かんになってしまうので、あまり触さわらないでください」

「すま、ぬ。知ってはいても、実物に触ふれたことがなかったので、な」

　ラピュータ王は謝罪し、元の位置に戻もどる。

「それで？　次は何を見せてくれ、る？」

「うーん……」

　俺は腕うで組ぐみして座り込み、次はどうしようかと考える。

　その時――不意にシャーレンが俺の頭をわさわさと撫なでてきた。

「のわっ！」

「烈火君。さっきから難しい顔ばっかりしてるわよ」

　シャーレンは口くちの端はしを吊つり上あげる。

「でも、どうやったらラピュータ王を驚かすことができるのか分からなくて……何でもかんでも知ってるしさ」

「あら、間ま違ちがってるわよ」

「え？」

　思わぬ指し摘てきに俺は思わずシャーレンの顔を見上げる。

「あの娘こは〝驚くものを見せて〟と言っただけで、〝知らないものを見せて〟とは言ってないでしょう？」

　……確かに。

　いつの間にか「知らないもの見せる＝驚く」という図式にこだわりすぎて、視野が狭せまくなっていたようだ。

「マジックで相手を驚かせるコツはね、相手に『なぜ？』って思わせることよ」

「……」

　相手になぜと思わせるのがコツか……。

　よく考えると魔法や未来アイテムでラピュータ王を驚かせられないのも、彼女がその構造や仕組みを一瞬で理解してしまうからだ。

　マジックはタネが分からないから「なぜ？」と思うし、だからこそ見ておもしろい。シャーレンの言う通りだ。

　そこでふと俺の脳裏に今日一番驚かされた、というか心臓が跳はね上がったある出来事が思い浮かぶ。

「そうだ。彼女なら」

　ラピュータ王を驚かせるアテを思いついた俺は、今度こそと意気込みながら立ち上がった。
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「ふむ、何が始まるのだ？」

「まぁまぁ、こっちに立ってくれ」

　俺はラピュータ王を球から下ろして、机の前に立たせる。

「んじゃ、まずはこれを見てくれ」

「……鉄の箱？」

「これの中に何か斬きれてもいいもの入れてくれ」

「斬れてもいいもの？」

「ああ、今からそいつをこの鉄の箱に入れたまま、向こうにいるちりかが斬ってみせるから」

　俺が手の平で示す先には、ぶすっとした顔のちりかが仁に王おう立だちしていた……もうちょい愛あい想そよくして欲しい。

「その腰こしのものは剣けんの一種だな。着衣を見るに、東洋の者か。斬る、というのは鉄の箱ごと中身を斬る、ということ、か？」

　ラピュータ王はちりかを観察しながら俺に質問してくる。

「いや、中のものだけを斬るんだよ。それも離はなれたところからな」

「……ほう」

　ラピュータ王は少し興味を引かれたような声を漏もらす。

「イース８、そこの棚たなの三段目に入っているものを取ってきてくれ」

　彼女は先さき程ほどから待機させっぱなしだった司書人形に指示を出し、散らかった部屋の棚から中に何か入った瓶びんを取ってこさせた。

「それ、ボトルシップか？」

「暇ひま潰つぶしに朕が作ったもの、だ」

　そう言ってラピュータ王は船の模型が入った瓶を鉄の箱の中に入れる。

「いいのか？　ボトルシップって作るのに結構手間がかかるんじゃ？」

「よい。暇潰しは、暇潰し、だ」

　まぁ、本人がそう言うならいいのだろう。

　俺は鉄の箱のふたを閉じ、ラピュータ王の後ろの机の上に置く。

「おーい、ちりか。準備いいぞー」

「拙せつ者しやの剣けん技ぎを大道芸と一いつ緒しよにされては困るのだがな……」

　ちりかはため息をつきながら刀の柄つかに手をかける。

　瞬しゆん間かん、スッと彼女は目に真しん剣けんな色を宿らせ、

　キンッ

　と、次の一瞬にはもう刀を鞘さやに収めていた。

「……ん？　あれ？　終わったのか？」

「ああ」

　俺ん家ちで見せてくれた時と構えが違ちがったけど、別バージョンもあるのか。

「もう斬ったのか？」

　ラピュータ王は小首を傾げて尋ねてくる。

　この反応は……！

「開けてみるぞ」

　俺は少し興奮しながら箱を開け、中のボトルシップを取り出す……が、

「あれ？　斬れてない？」

　パッと見、中の船はそのままの形を保っていた。

「ちりか。もしかして、失敗したのか？」

「バカ者。よく見ろ。帆ほ柱ばしらのところだ」

「帆柱……って、マストのことか？」

　俺は改めて船のマストを見る……あっ。

「てっぺんの旗だけ斬れてる」

「せっかく綺き麗れいにできていたのだ。旗だけなら直すのも容易たやすいだろう」

「ていうか、これ狙ったのか？」

「お前な。『蚕かいこ斬ぎり』は繭まゆの中の蚕だけを斬る技わざだぞ？　蚕がどのくらいの大きさか知らぬのか？」

　ちりかは呆あきれたように答える。

　言われてみれば蚕なんて親指くらいの大きさだもんな。

　それにしてもラピュータ王の後ろにある鉄の箱の中の、さらに瓶の中の船のてっぺんの旗だけを斬るって、ロザリンドが言っていた通り物もの凄すごい繊せん細さいで精密な技のようだ。

　……って！　俺がこんなに驚いていてどうするんだよ。

　問題のラピュータ王の反応は……

「今のは、魔法ではないな……どうやったのか？」

「……！」

　ラピュータ王はほんの少しだけ頬ほおを上気させ、、目の奥をキラキラとさせながら瓶の中を覗き込んでいる。

　続けて彼かの女じよは箱を調べて、何かトリックが仕し掛かけられていないかも調べ始めるが、当然ながらそんなものはないので見つからない。

「少女。今、何をしたのか？」

「少女ではない、侍さむらいだ。今のは我わが流派の奥おう義ぎ、人の技だ。妖よう術じゆつと一緒にするな」

「人の技……なるほど、な」

　ラピュータ王はボトルシップを手に取ると、それを上から下から眺ながめつつ、イース８を呼んで渡わたす。

「これを金庫に。大事に、な」

　イース８は頷き、はしないが、言われた通りボトルシップを丁てい寧ねいに運んでいった。

「それで？　ラピュータ王、どうだった？」

「う、む。よいものを見せてもらった」

　ラピュータ王はそう言うと、また球の上によじのぼり、俺と視線の高さを合わせた。

「世界を巡り、知識を集め続けていると、時折不安になる。この世には、朕の想像を超こえるものが、もはやないのではないかと……な」

「……」

　それはたぶんこの時代から千五百年先の未来ですらまだ作れていない科学技術を、こんな空の上ですでに完成させてしまっている彼女だからこそ、感じていた不安なのだろう。

　飛行機や電話の発明は人類の歴史的に重大なものだったはずだけれど、彼女はそれをすでに知っているし作っているのだ。飛行機が飛ぶ姿に感動する人々を空から見下ろして、どんな感動があるというのか。

　それが彼女の不安……だったのだろう。

「だが、人はその身ひとつで朕の想像も及およばぬことを、成なし遂とげることができるのだな。朕は、心のどこかで〝人〟を侮あなどっていたのかもしれぬ。よいものを見せてもらっ、た」

「それじゃあ……」

　俺は期待を込めてラピュータ王を見る。

　彼女は頷き――

「お前たちの望み通り……」

「ちょっと待て」

　――そこで、待ったが入った。

「ちりか？」

　俺は待ったをかけた少女の方を振り向く。

「ラピュータ王。確か、お主は世界中を巡り、地上の知識を集めているのだったな」

「いかにも」

「ならば、黄おう金ごん夜や叉しやと呼ばれる妖よう怪かいについて何か知っていることはあるか？」

　ちりかは鋭するどさすら伴ともなった眼まな差ざしでラピュータ王を見つめながら問うた。

「ふむ……」

　ラピュータ王は先程イース８を呼び出した時に使ったコードを引っ張り出す。

「告げる、黄金夜叉、検けん索さく」

　彼女が命令を口にすると、金庫前で待機していたイース８が動き出して部屋を出て行った。

　おそらく『天空の大図書館』にいる全司書人形たちが、黄金夜叉に関する情報を調べに行ったのだろう。

「ちりか……急にどうしたんだ？」

　俺は妙な不安を感じつつ、おずおずとちりかに尋ねた。

　すると、彼女は怒いかりのこもった視線を俺へ投げつけ、

「……お主にはもう頼たよらん」

　と、吐はき捨すてた。

　頼らんって……まさか。

　俺が口を開こうとした時、ラピュータ王の私室に数体の司書人形が大量の書物を抱かかえて雪崩なだれ込んできた。

　司書人形たちはラピュータ王の前まで行くと、手に持った本を次々と開く。ラピュータ王は開かれたページに順に目を通し、ものの十秒足らずで読み終えた。

「黄金夜叉、と呼ばれる男のことが知りたいのだったな」

　……男？

　俺はラピュータ王が黄金夜叉を妖怪と呼ばずに男と呼んだことが一瞬引っかかったが、ちりかは特に気にも留めず彼女の言葉に頷いた。

「拙者が知りたいのは奴やつの居場所だ。分からぬか？」

「今どこにいるのか、までは分からぬ。だが、その男が住んでいた場所ならば、分かる」

「！　今すぐ教えろ！」

「ちょっと待った！　ちりか！」

　俺はふたりの間に割って入る。

「もしかして、今から黄金夜叉を倒たおしに行くつもりか？　まだ……」

「うるさい。これ以上待てるか」

「でも、俺のこと信じてくれるって」

「それはお主以外にアテがなかったからだ。黄金夜叉の手がかりがあるのなら、拙者はそちらを優先する。のけ」

　ちりかは俺を突つき飛とばすと、ラピュータ王に詰め寄る。

「さあ、教えろ。奴の故郷とやらをな。そこへ行けば、奴の手がかりも得られよう」

「そこへ行きたいというなら、飛ひ翔しよう艇ていをひとつ貸してやろ、う。ちょうど今、ラピュータは日本の近くを飛んでいる」

「かたじけない」

「イース１に地図をインプットしておくゆえ、そやつに操縦を任せればよいであろう」

　そう言うとラピュータ王はイース１に指示を出す。

　イース１は指示を受け取ると、ちりかに先行する形で扉とびらへ向かった。彼女もそのあとをついていってしまう。

「ちょっ、ちりか！　ラピュータ王、何で教えてたりしたんだ!?」

「朕ちんを驚かせてくれたのは、あの侍だ。ならば、褒ほう美びを与あたえるべきは彼女であろう？」

「……っ」

　反論できず、俺はそれ以上何か言うのをやめてちりかのあとを追った。仲間のみんなもついてきてくれる。

「おーい、どうした急に走り出して？　どこへ行くのだ？」

　俺たちの走る速度に必死についてくるニャニャンが、苦しそうに息を吐きながら尋ねてきた。

「イリス。ニャニャンを抱えてやってくれ」

「えー、りょーかい」

　若じやつ干かん面めん倒どう臭くさそうに、イリスは走りながらニャニャンを抱え上げ、再び走り出す。

「楽だけど、荷物みたいに担かつぐのやめて欲しいぞ」

「文句言ってると落とすわよ？」

「あうっ、このままでいいです……」

　イリスに睨にらまれ、ニャニャンは彼女の腕の中で縮こまる。

「そ、それよりも私たちはどこへ行くんだ？　まだラピュータ王様に叔父をどうにかしてもらう約束を取り付けてないぞ？」

「……ワリィ。このままだとちりかがひとりで行っちまう。追いかけないと」

「えぇー！　それじゃ私はどうなるのだ!?」

　ニャニャンが悲鳴を上げる。

「この子の肩かた持つわけじゃないけど、追いかけてどうするの？　あのちりかって娘こ、烈火に文句ばっかりでアタシあんまり好きじゃないんだけど」

　イリスは眉まゆをへの字に曲げて言った。

「いや、目の前のことばっかり追いかけて、俺が『ちりかの物語』をほったらかしにしてたのが悪かったんだ。見切りをつけられても仕方がない」

　ちりかの性格を考えたら、むしろ今までよく耐たえてくれていたと思う。そこのところをフォローできなかった俺の失敗だ。

　どこかで「俺が協力しなくちゃ『物語』は救えない」というのに甘あまえていたのかもしれない。俺がいなくちゃならないのだから、こちらの手が空くまで相手が待ってくれると思い込んでいた。

「とにかく、ちりかをひとりで行かせるわけにはいかない。ラピュータ王の協力は取り付けたんだから、またあとで戻ってきてからお願いしよう」

　反省はしつつ、今はちりかを追うことを優先する。

　彼女は俺たちと一緒に乗ってきた飛翔艇に向かうのかと思ったが、進路を見るにどうも違うらしい。イース１が誘ゆう導どうしているのか？

　っと、ちりかがドアの中に入った。何だあれ？　部屋？

「……って、エレベーターかよ!?」

　ドアの前まで来てそのことに気づき、俺は思わず地じ団だん駄だを踏ふむ。ホントに何世紀未来を先取りしてるんだこの島は！

　階数表示を見る限りだと、どうやらちりかは下へ向かっているようだ。

「えぇい！　隣のに乗るぞ！　皐月、たぶんこのエレベーターの行く先に飛翔艇の格納庫があるはずだ。何階か調べてくれ！」

　俺は皐月に指示を出しながらボタンを乱打し、隣のエレベーターをこの階に呼ぶ。

　と――この時の俺は重大な事実を見落としていた。

「狭い～！」

「キツいってば、もう！」

「ち、窒息しそう……」

「つ～ぶ～れ～る～」

「羽が顔に当たってチクチクします～」

「ズレちゃう！　スカートずり落ちちゃうから押さないでー！」

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かん……エレベーターの箱の中は人が入りすぎて地獄と化していた。

　に……人数が多いの忘れてた。

　幸い（？）重量制限のブザーは取り付けられておらず――普ふ段だんはラピュータ王しかいないから必要ないのかもしれない――、エレベーターが動いてくれないということはなかった。その代わり、いつワイヤーが切れるかヒヤヒヤものだったが。

「いや～、烈火さん役得ですね～」

　ギュウギュウ詰めのエレベーターでもひとり関係ないアールが、にやにやとしながらみんなの間で潰れている俺おれに囁ささやいた。

「何がだよ？」

「何がって、決まってるじゃないですか。今、体のあちこちに『ヒロイン』さんたちのやわらかいものが当たってるんでしょう？　いやはや世の男性諸氏に聞かせたら血けつ涙るい流して悔しがるシチュエーションですね、まったく」

　人が必死に考えないようにしてたことを言い当てやがった！

　ただでさえ窒息しそうな状じよう況きようなのに、意識したら頭に血がのぼってさらに息苦しくなってきた。早く……はやく、下に着いてくれ。

　おそらく下に着くまで二分もかからなかっただろうが、この時ばかりは一秒が一時間にも感じられた。

「ぶはっ！」

　ようやくエレベーターは最下層――飛翔艇の格納庫がある階――に到とう着ちやくし、俺は新鮮な空気を求めて喘ぎながら箱の外へと飛び出した。

「っと、ちりかは!?」

　慌あわてて俺は顔を上げて辺りを見回す。

　どうやらエレベーターは格納庫に直通になっていたようで、広い部屋に飛翔艇がズラリと並んでいた。

　その内の一機がガコンッと音を立てて、今まさに発進しようとしていた。

　今から発進を止めることなんてできないだろうし、飛行中に停止させるのも無理だろう。

「仕方ない。俺たちもちりかの目的地に行こう。皐月、頼たのむ」

　森しん羅らの大だい魔ま法ほうの連続使用になってしまうが、ここでちりかを見失うわけにはいかない。

　皐月に行き先を調べてもらいつつ、俺たちもまた二機の飛翔艇に分乗して飛び立つ準備を整える。

「えっ」

　飛翔艇が動き出した時、皐月がふと驚いたような声を上げる。

「どうした？　ちりかがどこに行こうとしてるか分かったのか？」

「えっと、うん。分かったわ」

「どこだ？」

　皐月はちょっと躊躇ためらうような、というか戸惑うような表情を浮かべる。

「ちりかさんの行き先は――桃とう源げん郷きようよ」
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　桃源郷。

　日本風に言うと隠れ里とか迷い家とも言うらしいが、いわゆる仙せん郷きようの一種で、人界とは隔離された理想郷のことらしい。

「アトランティスにラピュータと来て、次は桃源郷って、どうなってるの？」

「陸海空と伝説の土地揃い踏みだな。一日で世の中の考古学者と歴史学者が悶もん死しするようなコースを辿たどるとは、さすが烈火というか……」

　皐月と響はなぜか俺の方を見ながら、なんだか呆れた風にため息をついている。

　いや、俺としてもタイムスリップだけでお腹なかいっぱいなのに、どうしてこうも『物語』ってのは重なるんだろう。不思議。

「烈火さんについてくる『ヒロイン』さんたちは大変ですね～」

　アールの言葉が地味に刺さる。みんなには苦労ばっかりかけるな……もうすぐ学院祭があるし、そこで埋め合わせしないと。

　とりあえず気を取り直して……俺たちは桃源郷の入り口までやってきたわけだが。

「……何も見えないんだけど」

〝入り口〟と言われた場所には深い茂しげみがあるだけで、桃源「郷」とか迷い「家」の影かげはどこにもなかった。

「そこの茂みを分け入っていくと、目には見えない入り口があるわ。『隠れ』里って名前の通り、普ふ通つうじゃ見えない場所にあるのよ」

「なるほど。それじゃ、早さつ速そく……」

　俺は率先して茂みに分け入り、なるべく後ろから続く彼女たちが通りやすいように草を踏んだり枝を折ったりしていく。

　そうしてしばらく進んでいくと――不意に、不自然なほど唐とう突とつに茂みと木々が途切れ、平らに整地された道に出た。

「桃源郷に入ったのか？」

　あとから来るみんなが追いつくのを待ちつつ、俺は周囲を観察する。

　仙郷や理想郷と聞いていたが、いわゆる天国みたいな不思議な場所ではなく、見た感じは古い田舎いなかの里のように思えた。金銀財宝が溢あふれているわけでもないし、建っている家も豪ごう奢しやというわけではない。それどころか畑や田んぼもあって、なんだか庶民的な生活臭も漂ってくる。

　贅ぜい沢たくではないが、のんびりとしているというか穏やかというか、それが桃源郷というものなのだろうか。

　だが……何だろう、この違い和わ感かんは。

「……？」

　人ひと影かげがない。

　ラピュータも人間はラピュータ王だけだったが、ここは本当に人影がまったくない。ゼロだ。

　民家は十数軒見えるのだが、どれも戸が閉まっている。

　それになんだか……？

　これは単なる感覚なのだが、穏やかな里の空気の中に、妙みような陰気が漂っているような気がする。

「ん……？」

「なんか暗いところねー？」

　俺と同じことをみんなも感じたらしく、中には顔を顰しかめる者もいた。

　と、俺たちが次の一歩を踏み出すのを躊躇っていると、とある民家の戸が開き、中からちりかが出てくる。

「ちりかっ！」

　俺が名前を呼んで駆かけ寄よると、ちりかは憮ぶ然ぜんとした表情をしつつも、今度は先に行かずに待っていてくれた。

「追ってきたのか。てっきりそっちの娘を助けるために、拙者のことは放っておくのかと思ったが？」

「んなことできるわけねぇだろ。それと――」

　俺は少し息を整え、ちりかに頭を下げた。

「なっ、何事だ!?」

「――すまん。ちりかに甘えて蔑ないがしろにしすぎた。けど、頼むからひとりでやろうなんてしないでくれ。腹立つかもしれないけど、もう一度俺おれに手伝わせてくれ」

　頭を下げたまま、精いっぱいの謝罪の言葉を口にする。

　彼女に追いついたらまず最初に謝ろうと思っていた。下を向いたまま、許してくれるのかくれないのか、相手の反応を待つ。

　やがて、気の抜ぬけたような鼻息が聞こえた。

「顔を上げろ。男子おのこが簡単に頭を下げるな」

　言われた通り顔を上げる。ちりかの呆れ返った表情が目に入った。

「……まさか追ってくるとは思っていなかった。なぜ拙者にこだわる？　お主の助けを必要としている者はほかにもいるだろう」

　ちりかはニャニャンやシャーレンを一いち瞥べつしながら言う。

「こういう言い方は傲ごう慢まんに聞こえるかもしれないけど、『ちりかの物語』は俺にしか救えない。前にも言った通り、そういう体質なんだ。だから俺は『ヒロイン』と『物語』を絶対に見捨てない。そう決めたんだ」

「……それは傲慢というより、もはや強欲だな。全すべてのものを救おうなどとは。どうやらお主は拙者の思っていた以上のたわけ者らしい」

　そう言うと、ちりかは今日はじめて少し笑った。

　どうにか許ゆるしてもらえた……のかな？

「案外自分の『物語』だけあと回しにされて拗すねてたのかもしれませんよー？」

　アールはそんなことを回りながら言ってるが、いつもの戯ざれ言ごととして受け取っておく。

　ホントにそうだったとしたら罪悪感が湧わくと同時に、ついかわいいとも思ってしまう。

　閑話休題。

「とりあえず、このあとラピュータに戻るにしても、せっかくここまで来たんだから何か黄金夜叉の手がかりだけでも探しておこう。まずは……やっぱり聞き込みからか？」

　と俺が言ったところで、

「やめておけ。無む駄だだ」

　なぜか、ちりかがそれを止めた。

「……何で？」

　俺が尋たずねると彼女は難しい顔をして……。

「流行はやり病やまいだ」
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　俺たちよりも先に桃源郷に着いたちりかは、黄金夜叉の手がかりを得るためにここの住人から話を聞き出そうとしたらしい。

　そうして民家に押おし入った彼女が見たのは……半死半生の体ていで布団に身を横たえる桃源郷の人々の姿だったそうだ。

「見える範はん囲いで十五軒、うち十四軒まで見て回ったが、全て同じ有り様だ。あれでは遠からず集落まとめて全滅だろう。桃源郷は死と無縁の場所だと聞いていたが、噂うわさは噂に過ぎなかったようだな」

「……」

　理想郷と聞いていたが、どうも桃源郷の現状はそれと程遠いところにあるらしい。

「とりあえず、残りの一軒に行ってみよう。考えるのはそのあとだ」

　俺たちはちりかがまだ回っていない最後の一軒へと向かった。

「ちょっと待つのだ」

「ニャニャン？」

　俺が戸を開けようとした時、ニャニャンが袖そでを引っ張って止めてきた。

「中には病人がいるんだろ？　だったら、みんなこれを飲め」

　そう言うと彼女は腰からぶら提さげていた瓶を取り、蓋ふたを開けて俺の口元へ近づける。瓶の中からは何か薬品のような臭いが立ち上ってきた。

「これ、薬？」

「アトランティスは昔から医い療りよう技術を発展させてきたんだ。覚えてないのか？　これを飲めば、気管からのウイルスの侵しん入にゆうをふせげる。だから飲め」

「呼気そのものに殺菌作用を持たせる効果があるのか？　マスクいらずだな」

　響は感心したように頷うなずきつつニャニャンから瓶を受け取る。

「ありがとな、ニャニャン」

「べ、別に、たいしたことじゃないのだ」

　お礼を言うと、ニャニャンはぶっきらぼうに言ってそっぽを向いた。テレてるのか？

　俺たちは彼女から受け取った薬を飲み、改めて民家の中へと入る。

「ひゅー、ひゅー」

　中にはちりかが他の民家で見たと言っていたのと同じように、苦しそうに顔を歪ゆがめた妙齢の女性が布団に寝ていた。

　いつから桃源郷はこんな状態なのだろうか……？

　念のため俺とちりか、それに医学の心得のありそうなニャニャンだけで民家の中にお邪じや魔まさせてもらう。

「ひゅー、ひゅー」

　俺たちが傍そばまで行っても、女性は掠かすれた呼吸を続けるだけだ。

「どこの家もこの通りの有り様だ。拙者が呼びかけても肩を揺すっても反応せぬ」

　ちりかは打つ手なしとばかりに難しい顔をする。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　彼女はああ言ったが、苦しむ女性を見て俺は布団の傍かたわらに膝ひざをついて思わずそう尋ねてしまった。

　……と、それまで目を閉じていた女性がほんの薄うつすらとだが、まぶたを開けた。

「「「っ！」」」

　反応があったことに俺たちは揃そろって驚おどろく。正直、ちりかの話を聞いて半ば諦あきらめかけていたのだ。

「だ、れ？」

　女性は掠れた声で尋ねてきた。

「ニャニャン。この人のこと診られるか？」

「た、たぶん」

　ニャニャンはやや自信なさげに頷き、俺と入れ替わりで女性の傍に四よつん這ばいになる。そして、女性の耳元でぼそぼそと小声で話したあと、今度は女性の口元に耳を近づけ、彼女の声を聞く。

　そうしていくつか質問を終えたあと、彼女は腰の薬瓶を一本手に取って蓋を開ける。

「烈火。この人の頭を支えてやってくれ」

「分かった」

　言われた通り、俺は女性の枕元側に膝をつき、後頭部に手を添えて顔を傾かたむけさせる。

　ニャニャンは薬瓶を女性の口元へとそっと近づけ、少しずつゆっくりと中身を飲ませた。

「一時的にだけど、これで痛みは抑えられる……と思う」

「治せそうか？」

「詳くわしくは国に帰って医師団に見せなくちゃだけど、何とかなる……と思う」

「そうか……よかった」

　ひとまず安あん堵どの息を吐く。

　しばらくすると女性の呼吸は落ち着いてきた。

「どこのどなたかは存じませんが、ありがとう、ございます」

　やがて上半身を起こせるくらいにまで回復した女性は、まだ掠れ気味だがしっかりとした声でニャニャンにお礼を言った。

「いや、別にたいしたことじゃ……」

「さすがは医い療りようを発展させてきた国の王女だな」と俺も彼女を賞賛する。

「だから、たいしたことじゃないぞ。ただお父様が生きていた時に、ひと通り教えられただけで」

　ニャニャンはやはりテレていたが、満更でもなさそうな顔だった。

　それから俺たちは彼女と一緒に各民家を回り、桃源郷の人々に薬を飲ませて回ってから、話を聞くために再び女性の家に戻もどってきた。

「それで……皆様はどのような御用向きでここへ来られたのでしょうか？」

　俺がちりかに視線を向けると、彼女は小さく頷き、口を開く。

「拙者の用件はただひとつ。お主は黄金夜叉という妖怪を知っているか？」
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「黄金夜叉……でございますか？」

　女性は首を傾かしげ、考え込むように俯うつむく。

　だが、どうしても思い当たる節がなかったらしく、申し訳なさそうに眉尻を下げてちりかに頭を下げた。

「申し訳ありません。私も長く生きていますので忘れているだけかもしれませんが、黄金夜叉という名前には覚えがございません」

「長く……？　お主はまだ二十歳はたちそこそこに見えるが？」

「桃源郷に住む者はみな寿じゆ命みようがありません。それゆえ病の苦しみも永久に続くものでしたが……」

「うわあ……」

　思わず呻うめいてしまう俺。考えただけでぞっとした……。

　一方で、女性の答えに納なつ得とくのいかないちりかはさらに食い下がる。

「しかし、聞くところによれば黄金夜叉は桃源郷の出身なのだ。本当に何も知らぬのか？」

「と言われましても……そもそもここから出て行こうとする者なんて……！」

　そこでふと女性はハッとなり、青ざめる。

「どうした？」とちりか。

「……私の知る限りひとりだけ、桃源郷の外に出た者がおります。もしかしたら、彼かれがその黄金夜叉なのかもしれません」

「誰だれだ？」

　身を乗り出してちりかは女性に詰つめ寄った。

　それに対して、女性は言いにくそうに、

「私の……夫でございます」

　と答えた。

「お主の……夫？」

「はい……」

　女性は小さい声で話し始めた。

「桃源郷を流行り病が襲ったのは百年ほど前でございます。郷の者たちが次々と倒れ、私も病にかかって倒れた時、私の夫だけがまだ病にかかっておりませんでした。夫はみなの病を治す方法を探すため、外の世界へと出て行ったのです」

「……っ」

　女性の話を聞き、ちりかは一いつ瞬しゆん表情を歪める。

「……それだけか？　お主の夫が黄金夜叉かもしれない理由というのは」

「……」

　女性はしばらく俯いたまま答えなかった、いや、答えられなかったという方が正確かもしれない。

　それでも口を開いたのは、自分たちを救ってくれた恩義に対して報いようとしてなのだろうか。

「夫は一度だけ、桃源郷に戻って参りました。何でも外の世界では〝お金〟というものがないと、薬を得ることもままならぬとか……。夫はお金を手に入れて、薬を買うと言って……鬼き欲よくの面を持ち出したのです」

「何だ？　その鬼欲の面というのは」

「郷の倉に封印されていた鬼の面でございます。人の欲を増幅させ、欲の大きさに比例して力を与えるという呪じゆ具ぐです」

「呪具ねぇ……」

　自分もまた呪のろわれている最中のシャーレンは小さく呟つぶやき、頭の王おう冠かんを指でコツンと叩たたいた。

「鬼欲の面はやがて人を呑のみ込み、鬼へと変えると言われております。……そのような力に頼らなければ、そのお金というものは手に入らないと夫は思ったのでしょう。夫は気の弱い人でしたから……」

　話し終えると女性は口を閉ざして目を伏ふせた。

「……どう思う？　響」

「ある意味、ここの住人は究極の〝世間知らず〟だからな。ただ時代というのもある……単純に薬が高価だったのか、騙だまされてふっかけられたのか、あるいはその両方か。とにかく、普通に働いても到底稼げない額だったのだろうな」

　危険な力に頼ってお金を手に入れる方法。

　すぐに思いつくのは……強盗とかか。ちりかの話じゃ黄金夜叉はいずこ姫ひめをさらい、身みの代しろ金きんを要求してきたらしいし……つまり、この女性の夫はそういう手段で薬の代金を支払おうとしたのだろう。

　けど……。

「皐月。今が俺たちの時代から千五百年前で、ちりかが確か……？」

「五百年前。引き算すると、千年、ね」

　千年。薬の代金がどれだけ高価だったとしても、千年かけて貯まらないほど高くはなかったはず……ということは。

「千年かけても手に入らないということは、そもそもこの時代の日本には薬や治療法が存在しなかったのかもしれないな」と響。

「そういうことだろうな」

　俺も彼かの女じよに同意見だ。

　そしておそらくは、力を使う内に鬼欲の面に呑み込まれ、やがて夜叉と成り果ててしまったのだろう。

「……ッ」

　隣となりでちりかが小さく舌打ちするのが聞こえた。

　気になって彼女の表情を見やれば、苦痛を堪こらえるような顔で歯を食くい縛しばっていた。

　黄金夜叉の思わぬ事情を知ってなにがしかの感情が渦巻いているのかもしれない。

　俺だって彼女と同じ立場だったら、ただの鬼と思って襲いかかったことを後悔しただろう。

　でも、まだ希望はある。

「ずっと医療を発展させてきたアトランティスなら、桃源郷の病も治療できる！　それさえ分かればもう黄金夜叉はお金なんて集めなくていいはずだ」

　この時代に黄金夜叉を止めることができれば、千年後にいずこ姫がさらわれる理由もなくなる。『ちりかの物語』も解決だ！

　ひとつの希望は見えてきた。

　だが、アトランティスのクーデターのこともある。同じ失敗を繰くり返かえすわけにもいかないし、ここは同時に『物語』を進めていくしかない。

「響。ニャニャンたちを連れて、先にラピュータに戻っていてくれ。それでラピュータ王に協力を仰あおいで、ボボザのクーデターを止める算段をつけておいてくれないか？」

　これは『万ばん丈じようの血』を引き、『物語』をいくつも解決した経験のある響にしか頼めないことだ。彼女なら何があったとしても上う手まくみんなをまとめてくれるだろう。

「任せておけ」

　響は力強く頷いた。

「頼んだ」

　俺たちは互いの拳こぶしを合わせ、それぞれ行動を開始した。




　　　　　▽




　桃源郷の人々は後々アトランティスで治療することも考慮して、響たちにラピュータへ運んでもらった。アトランティスの医学書は『天空の大図書館』にも寄贈されたものがあるらしく、ニャニャンもできるだけ頑がん張ばってみると言っていた。

　こちらへ来て出会った当初はワガママが多かった気がしたが、今回は随ずい分ぶんとやる気になってくれたように思う。

　なぜかと訊きくと、

「その、あれだな。人から『ありがとう』と言われるのも、存外いいものだな」

　と言っていた。

　もしかしたら王女であるニャニャンは人から何かをされるばかりで、自分の手で何かをして誰かから感謝されたことがなかったのかもしれない。だからこそ自分は〝してもらう側〟で、〝してあげる側〟になるという発想が生まれなかったのだろう。

　彼女のサポートと、アトランティスのことはいったん響に任せるとして――俺は俺でやるべきことをやらなければならない。

　俺は皐月に黄金夜や叉しやの居場所を調べてもらい、飛翔艇でその地へと飛んだ。

　連れてきたのは皐月、イリス、シャーリー、コロナ、ちりか、シャーレンの六人。皐月はナビゲート、シャーリーは操縦役なので、実際に黄金夜叉と対たい峙じするのは俺を含ふくめて五人だ。

　万が一戦せん闘とうになった時のために戦える面メン子ツを揃えた。もちろん説得で解決できればそれが一番いいが……。

「あそこよ。あの林の中」

「了りよう解かい。傍に着陸するわ」

　皐月の指差した林の脇わきにある街道に、シャーリーは飛翔艇を降下させる。

　この頃ころの黄金夜叉はこの林の中にある洞穴に潜み、街道を通る人々から金品を奪っていたらしい。

「皐月とシャーリーはここで待っててくれ」

「分かったわ。気をつけてね……」

「烈火はそんなに強くないんだから、あんまり前に出ちゃダメよ？　私の渡したものを上手うまく使ってね？」

　シャーリーからは護身用の道具――主に罠系のアイテム――をいくつか受け取っていた。俺は頷き、イリス、コロナ、ちりか、シャーレンとともに林の中へと入っていく。

「ねぇ烈火。何でシャーレンを連れてきたの？」

　林の中を歩きながらイリスがそっと俺に耳打ちしてきた。

　シャーレンは魔ま法ほう使つかいだし怪かい盗とうとして修しゆ羅ら場ばもくぐっているようだが、彼女の得意とする『刻印マーク』と『奪取ステイール』は確かにあまり荒事向きの魔法じゃない。

「俺はできれば黄金夜叉……あの人の旦那さんも助けたいと思ってる。それにはたぶんシャーレンの力が必要なんだ。それに本人もついてきたいって言ってたし」

「ふーん」

　イリスはちらっとシャーレンの方を見やる。その視線に気づいた彼女はひらひらと手を振ふってきた。

「まぁ、烈火に考えがあるなら大丈夫よね」

「そう願っててくれ」

「うん。いつでも頼たよりにしてるし、いつでも頼りにしてね？」

　イリスは笑え顔がおで小首を傾げた。

　むしろいつも彼女には頼りっぱなしな気がするが、そう言ってくれるのは本当にありがたい。

「烈火。お主らには緊きん張ちよう感かんがないのか？　こんな時にいちゃいちゃと」

　ちりかが俺たちを見て呆あきれたように呟いた。

「い、いちゃいちゃって……」

　そんなつもりはなかったのだが、彼女からはそう見えたのだろうか……恥ずかしい。

「後こう輩はい。見えたぞ」

　その時、コロナが木陰に身を隠かくしながら俺たちに告げた。

　彼女の言葉に反応し、俺たちも木の幹や茂みに隠れる。

　そこからこっそりと顔だけ出すと、確かに皐月から聞かされていた通りの洞穴が見つかった。

　やがて、のそりと洞穴の中から人影が姿を現す。

「あれが……」

「多少顔つきは違ちがうが、間違いない。黄金夜叉だ」

　俺の呟きにちりかが頷く。

　額から角を生やした黄金夜叉は俺より頭ふたつ分は背丈が高く、体つきもガッシリとしていて筋肉質で、手には分厚い鉈なたを持っていた。

「御お隠かくし山では鉈は持っていなかったな……」

　ちりかは小声で呟きながら刀の柄つかに手をかける。

「待った」

「何だ烈火？　まさかお前が先陣を切るのか？」

「違う違う。道具を使ってるのは、もしかしたらまだ理性が残ってるからかもしれないだろ？　まずは説得してみる」

「……いいだろう。だが、無理と分かれば拙せつ者しやは容よう赦しやするつもりはないぞ」

　俺は小さく頷き、ひとつ深呼吸して木陰から出ていった。

「っ！」

　ガサガサと茂みが音を立てる。当然、黄金夜叉はこちらに気がついて鉈を構えた。

「待ってくれ！　俺たちはアンタの奥おくさんに頼まれて来たんだ！」

　俺は両手を挙げて敵意がないことを示しながら大声で叫さけぶ。

「……ツ…マ……ノ？」

「！　そうだ！　アンタの故郷を襲った流行り病の薬なら……」

　反応があったことに歓かん喜きを覚えながら、俺はさらに説得を試みようと一歩踏み出す。

　だが、

「……ガアア！」

　それが不用意だったのか、黄金夜叉は大きく鉈を振りかぶって、俺めがけて振り下ろした。

「!?」

「バカ者！」

　そのまま頭をかち割られそうになった俺をちりかが横から突き飛ばし、鞘さやから抜いた刀で肉厚の刃はを受け止めた。

　ガキンッと鉈をはじき、ちりかはいったん黄金夜叉から距きよ離りを取る。

「烈火！」

「後輩！」

「烈火君！　大丈夫？」

　イリスにコロナ、それにシャーレンも飛び出してきて、倒たおれていた俺を助け起こした。

「クス……リ、クスリガ……金ガ、イル」

　黄金夜叉はちりかと対峙しながら、頭痛を堪えるように頭を抱かかえて苦しんでいた。

「後輩、ヤルか……？」

　コロナは手の平の上で闇やみ色いろの魔まり力よくを渦巻かせながら俺に確かく認にんを取ってくる。

「やっちゃえコロナ！　烈火を傷つけるなんて許さないんだから！」

「イリス！　コロナもまだ待ってくれ！」

　戦闘態勢に入ろうとするイリスたちを制止する。

「何で!?　あいつ烈火のこと襲おそったんだよ？　もう完全に化け物になっちゃってるんじゃない？」

「まだだ……まだ」

　確かに襲われたが、少なくともかすかな反応はあった。

　まだ諦めるには早い！

「金……金……金！　金！　金！」

　黄金夜叉は雄お叫たけびを上げ、ちりかへ向かって再び鉈で攻こう撃げきを仕し掛かけた。

「ッ！」

　ちりかはそれを受け流し、黄金夜叉の脇を抜けざまに手の甲を切りつけた。

「グアッ！」

　皮ひ膚ふが切れて血が滴り、呻き声を上げる黄金夜叉。

「……道具を使っていたのは、まだ皮膚が鋼のように硬くなっていなかったからのようだな。千年も違いがあれば強さにもだいぶ差ができるらしい。動きも遅おそいぞ」

　ちりかは淡たん々たんと相手の戦力を分ぶん析せきしながら刀を構え直す。

　彼女と黄金夜叉のふたりは俺たちの前で左右に分かれ、睨にらみ合った。

「グウウウ」

　黄金夜叉はうなり声を上げながらちりかを睨んでいるが、彼女の方は目に気迫を込めつつも落ち着いている。両者の有り様が、そのまま実力差となって俺おれの目には映った。

　以前聞いた話では、千年後の御隠し山で戦った時、彼女と黄金夜叉は互角だったらしい。

　その時より弱いというなら、彼女の勝ちはきっと揺るがないのだろう。

　だけど……だからこそ、ダメだ！

「くっ！」

　俺は駆け出す。

　ほぼ同時に、ふたりも地を蹴った。

「グアアアア！」

　黄金夜叉はやはり鉈を大振りし、力任せにちりかを叩き切ろうとする。

　だが、剣けん術じゆつの達人である彼女からすれば隙すきだらけだ。

「……っ」

　後の先を取ろうとしたちりかの剣先が、ほんの一瞬鈍る。

「ちりか！」

　俺は横っ飛びにちりかに抱きつき、彼女を突つき飛とばす。直後、背後で鉈が空を切る音がして背中からドッと冷ひや汗あせが噴き出した。

「なっ、何をする!?」

「やりたくないならやめとけ！」

「！」

「前は互角で、今は前より弱いんだろ？　なのに、さっきすれ違いざまに終わらせなかった……。それは、ちりかも迷ってるからじゃないのか!?」

　真しん剣けん勝負で、剣の達人のちりかが、すれ違いざまにガラガラの脇を狙ねらわず手の甲を少し切っただけ？　おかしいだろそんなの。

「烈火！」

「っ!?」

　倒れたままだった俺たちを狙った黄金夜叉に、イリスが横から跳び蹴げりをかます。男の巨躯が吹ふき飛び、木の幹にぶつかって盛大な音を立てた。

「悪い！　少し時間を稼いでくれ！」

「手加減は基本的に苦手なんだが……任されよう」

　コロナは魔ま王おうモードに移行しながら、俺の無む茶ちやな頼たのみをイリスとともに請け負ってくれる。

　彼女たちが稼いでくれる時間を使い、俺はちりかへと向き直った。

「本当はちりかだって黄金夜叉を、いや、故郷と家族を助けたくて鬼になっちまった男を斬きりたくないんだろ!?」

「だったら何だ!?　拙者の感情などどうでもいい！　姫に恩返しができるなら、この手を汚すくらいのこと……！」

「バカ言うな!!　お前のことを助けてくれた姫さんが、本当にそんなこと望むのかよ!?」

　俺は立ち上がろうとするちりかの肩かたを押さえ、額と額をぶつける。その至近距離で、俺は彼女の目を見て、叫んだ。

「なら……拙者にどうしろと言うのだ？」

「自分を不幸にしなきゃそれでいい！　俺が頑張れるのは、お前の『物語』が幸せな結末を迎えて欲ほしいからだ！」

「……！」

　口を噤つぐんだちりかをそのままに、俺は立ち上がって後ろを振り返る。

「シャーレン！　『奪取ステイール』で鬼欲の面を奪うばい取れるか!?」

　いくら呪われたアイテムだろうとお面はお面。顔から剥はがしてしまえば男も正気に戻るはず。試ためしてみる価値は充じゆう分ぶんある。

「一瞬動きを止めてくれれば」

「分かった！」

　俺は懐のポケットからシャーリーにもらったアイテムを取り出す。

　以前、彼女に使われた電磁拘束トラップだ。ピンポン玉くらいの大きさで、地面に向かって投げれば電撃で相手を痺しびれさせて動きを止められる。

「イリス！　コロナ！　下がってくれ！」

「りょーかい！」

「うむ」

　ふたりが離はなれたのを見計らい、俺は電磁拘束トラップを黄金夜叉の足あし許もとに投げる。

　バリバリバリィ！

　玉が弾はじけ、地上に雷かみなりが迸ほとばしった。

「ぐおおおお！」

　強力な電気をモロに浴びた黄金夜叉は体を硬直させ、全身を麻ま痺ひさせた。

「『刻印マーク』！」

　そこへシャーレンの魔法が飛び、『刻印マーク』の印を男の顔――鬼欲の面に刻んだ。

「よしっ！」

　打ち合わせ通りの成功に、思わず俺は叫んだ。

「『奪取ステイール』！」

　続けてシャーレンが鬼欲の面を手て許もとへ引き寄せるための魔法を使う。

　それで鬼欲の面は男の顔から引き剥がされる――はずだった。

　が。

「って、あれれれ!?」

　シャーレンの困こん惑わくの声。

　その理由は俺にもすぐに分かった。

「何でオニさんまで一いつ緒しよに引っ張られてくるかなー!?」

　確実に鬼欲の面に『刻印マーク』は命中したはずなのに、なぜか面は『奪取ステイール』の魔法で黄金夜叉の顔から離れなかった。それどころか黄金夜叉は『奪取ステイール』によって体ごとシャーレンへ引き寄せられていく。

　それは鉈を持った黄金夜叉が戦闘力の低い彼女の許へ近づいているということで、本人が焦あせるのも当然だった。

「―――！」

　考えている時間はない。このままじゃシャーレンが危険だ。

「こんのっ！」

　俺はシャーレンに引き寄せられている黄金夜叉に向かって体当たりし、これ以上彼女に近づいてしまうのを止めた。

「うぬおおおおお！」

　といっても体重は軽くこちらの倍以上ある。同年代男子の平均並の腕わん力りよくしかない俺が完全に支えられるはずもなく、ズルズルと地面に跡を残しながら後ろへ押されていった。

　それに今は向こうの体が麻痺しているとはいえ、本来の力なら一瞬でこちらの首をねじ切れるような相手だ。こんな密着状態では、いつやられるか分かったものではない。

「……！」

　その時、チラッと見上げた黄金夜叉の顔を見て、なぜ『奪取ステイール』の魔法で鬼欲の面が男の顔から剥がれなかったのか悟った。

「シャーレン！　面と顔の皮膚がくっついてやがる！」

「えええぇ！　それじゃオニさんの顔に直接『刻印マーク』してるのと同じじゃない！　このままじゃ面だけを剥がすなんてできないわよ！」

「俺がこのまま〝つっかえ棒〟になる！　シールを台紙から剥がすのと一緒だ！　力任せに引っ張り続けろ！」

　台紙からシールを剥がす時は「台紙を指で押さえる」のが基本だ。今、鬼欲の面と男の顔は瞬しゆん間かん接着剤でくっついたようなものと考えれば、俺が男の体を押さえてシャーレンが面を引っ張れば、その内強ごう引いんに剥がれるはず……だと思う！

「グアアアア！」

「!?」

　ついに痺れが取れたのか、黄金夜叉が俺の腕うでを振りほどき、鉈を振り上げた。

　思わず目を閉じそうになるが、そこへコロナが割り込んで相手の腕を蹴り上げて鉈を遠くへ吹っ飛ばした。

「相変わらず無茶をするな、お前は！」

「とりあえず押さえればいいの!?」

　さらにイリスも加わり、三人がかりで男の体を押さえつける。

　心なしか、先さき程ほどよりも面が大きく引っ張られ、顔との境目がハッキリしてきた気がした。

　だがまだ完全には剥がれない。

「……お主ら」

「！　ちりか！」

　いつの間にかちりかが起き上がってきていて、男から必死に鬼欲の面を引き剥がそうとしている俺たちを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「ちりか！　『蚕かいこ断だち』で顔と面がくっついている部分〝だけ〟を斬きってくれ！　今なら『奪取ステイール』に引っ張られて境目が浮き出てる！」

　俺は彼女の手にまだ刀が握られているのを目に留とめ、咄とつ嗟さに叫ぶ。

「なっ?!　ヘタしたらその男の顔の皮ごと……！」

　皮膚と面の境目――厚みにして一ミリあるかないかという接着面だけを斬れなんて、確かに無茶ぶりもいいところだ。だけど、

「ちりかならできる！」

　彼女は鉄の箱や瓶びんといった何重もの障害を越え、帆ほ柱ばしらや舳へ先さきの先せん端たんまで細かい造形のなされた船の模型の旗だけを斬るなんて、神かみ業わざレベルの芸当を平然とやり遂げられる達人だ。

〝覚かく悟ご〟を持って技を振るえば、必ずできると確信している。

「ヤメ……ロ…！　コレガ、……ナイ…ト、オレ……ハ……！」

「ッ！　急に力が!?」

　鬼欲の面を剥がされまいとしているのか、急に黄金夜叉の力が増していく。こちらは三人がかりだというのに、筋肉の膨張に押され、腕を振りほどかれそうだ。長くは保もたないかもしれない。

「ちりか！　どっちがいい!?　失敗を恐れて結局この男を殺すしかなくなるのと、自分が磨みがいてきた技を信じて何もかも救うのと……侍さむらいのお前はどっちがいいんだ!?」

「……ッ！」

　ちりかの目に浮うかんでいた躊躇いが怒いかりに塗り変わる。

　直情的な彼女に対してはプライドを煽あおるのが効果的だと思ったが正解だったようだ……あとで謝ろう。

「いいだろう……！　やってやる！　ちゃんと押おさえていろ貴様ら！」

　ちりかは独特の構えで刀を立て、ひと呼吸する間に狙いを定める。

　そして。

「『蚕断ち』！」

　彼女の刀から目に見えない刃が放たれた。

　その瞬間、俺たちが必死に押さえつけていた黄金夜叉がピタリと止まり……相手の全身から力が抜ぬけたのを感じ取る。

　コンッ

「あたっ！」

　何かが俺の頭の上に落ちて跳ね返り、そのまま地面に転がった。

　脱だつ力りよくした男の体を支えたまま見下ろすと……、そこには目の部分に穴の空いた黄金夜叉の顔が落ちていた。

　男の顔から剥がれ落ちた鬼欲の面だ。

「……ふうぅ～～～～」

　俺の全身からも力が抜け、男の人をそっと地面に下ろすと、そのままイリス、コロナと一緒にへたり込んだ。

「つ、疲つかれた」

「アタシも～。急に力強くなるんだもん、このおじさん」

　イリスに言われて見てみれば、先程まで鬼欲の面に取とり憑つかれていた男性が寝息を立てて地面に横たわっていた。面が取れた影響なのか、体もかなりしぼんで俺より若じやつ干かん背が低いくらいの身長になっている。

　この人の奥さんが言っていた通り、こうして見るとちょっと気弱そうな顔立ちをしていた。黄金夜叉の鬼の顔とはエラい違いだ。

　でもまぁ、みんなを助けるために何も知らない外の世界に、たったひとりで旅立つことのできる人には、こっちの顔の方が相応ふさわしい気がした。

「本当に何とかしてしまったのだな……お主は」

　俺がまだ地べたに座すわり込んでいると、刀を鞘に収めたちりかが近寄ってきて呟いた。

「俺の力じゃないよ。この人が暴れるのを押さえてくれたのはイリスにコロナだし、シャーレンの魔法にちりかの技がなかったら、助けることなんてできなかった」

　そう答えると、ちりかは小さく鼻を鳴らす。
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「お主の言い分が正しいなら、臣下に指示を出す殿とのや姫は何もしていないことになるな」

「……」

　ちりかはもう一度鼻を鳴らす。

「拙者だけならば、この男の事情を知っていても姫のために命を奪う以外、他の選せん択たく肢しは採れなかっただろう。そして、一生そのことを傷として抱え込んでいたかもしれない。お主の意志がなければこの男は救えなかった……だから、礼を言う」

　そう言うと、ちりかは俺に向かって頭を下げた。

「有難う、烈火」

「……ああ。じゃあ、この人も連れてラピュータに戻ろう。響たちが待ってる」

　桃源郷の人々も今いま頃ごろラピュータに運ばれているはずだ。この人も奥さんに会わせてあげよう。

　俺は万が一誰かが拾わないように鬼欲の面を回収し、眠ねむる男の人を飛ひ翔しよう艇ていに乗せて空のラピュータ島へと戻もどっていった。







第四章　強欲の王







　ラピュータへと戻った俺たちは眠る男を奥さんの許もとへと届けたあと、ラピュータ王の私室で響ひびきたちと合流した。

「無事だったか、烈れつ火か」

「まぁなんとかな」

　危うく脳天をかち割られそうになったけど。

　ともあれ『ちりかの物語』は無事解決できたことを伝えたので、今度は俺が彼女から報告を聞く番だ。

「結論から言うと、ボボザたちと勝負して決着をつけることになった」

「勝負？」

「王の座を賭けた勝負だ。こちらが負ければ、ボボザには時空座標を縫ぬい止とめる技術を教えてやる。その代わり、こちらが勝てばニャニャンが王になり、ボボザは今回の一件を不問にした上で、幼い彼女を政治面でサポートするということになった」

「……ん？　それってボボザに損がなくないか？」

　要するに負けてもクーデターを起こした罪を問わずに、元々ボボザが就くはずだったポジションに据えるということだ。勝てば王になるのに必要なものが全すべて揃う。どちらにせよ損することはない。

「ニャニャンはそれで納なつ得とくしてるのか？」

「彼女には王の座を賭けた勝負をするとしか伝えてない」

「……それあとで本人が聞いたら怒おこるんじゃないか？」

「かもな」

「おいおい」

　響があまりにあっさりと頷うなずくので、俺はズルッと肩を落とした。

　しかし、彼女はあくまで平然としている。

「烈火。忘れたのか？　アトランティスは三日……いや、もう日を跨またいでいるから二日か。二日後にあの国は海に沈しずむ。それまでにニャニャンが王になってくれればそれでいいんだ」

「いや、でも」

「それに彼女が王になった暁には、二日後に王位継けい承しようの儀ぎ式しきをラピュータでやれるようラピュータ王に取り計らってもらった」

「王位継承の儀式をここで？」

「幸いにもラピュータとアトランティスの国土はほぼ同じ。儀式には国民全員を出席させる。儀式には諸々時間を引き延ばしに引き延ばして一日費やす」

　つまりアトランティスが沈む日に、国民全員をアトランティスからラピュータへ移動――いや、避ひ難なんさせるってことか。

「未来のニャニャンは国ではなく民を助けてくれと願っていた……。烈火はボクが間違ってると思うか？」

「思わない」

　俺は響の意見に同意する。

「勝てば『ニャニャンの物語』と『シャーレンの物語』を同時に解決できるのか。さすが響だな。ふたつの『物語』を一気に解決できる策をまとめるなんて」

　俺が手放しに褒めると響は頬ほおを赤くして目を泳がせた。

「た、たまたまそうできる状じよう況きようだっただけだ。それにラピュータ王が協力してくれたことがやはり大きい」

　ラピュータ王とアトランティス王は古く古く歴史を遡さかのぼれば、元は同じ血筋だったらしい。より正確に言うと、ラピュータ王の分家がアトランティスへ下りたのがアトランティス王家の始まりだそうだ。

　そういった血筋的な要素、それと時空縫い止めの技術供与など、ラピュータ王はアトランティスに対して大きな発言権を持つらしい。

「それにニャニャンがラピュータとアトランティスは双ふた子ご島じまだと言っていたのを覚えているか？」

「ああ、確かラピュータが動くとアトランティスも動くんだっけ？」

「そうだ。つまりラピュータはアトランティスという島国を、文字通り牽けん引いんしているということになる。それがどういうことか分かるか？」

「えーと……要するにアトランティスの行き先はラピュータによって決定されるってことか？」

「そうだな。レッカー車に牽ひかれる車と一緒だ。アトランティスは海上を移動する都市だが、実質的に行き先は自分たちで選べない……たとえば、ラピュータがどこかの大陸に向かって直進していったらどうなると思う？」

「そんなのアトランティスは大陸にぶつかって……！」

「そう。そんなことになったら大惨事だ。いわば、ラピュータはアトランティスの命運を握にぎっているわけだな。もっともあのラピュータ王はそんなことしないだろうが」

　確かに、そういう悪事を働くタイプには見えないというか興味なさそうというか……それが全てのアトランティス人にとって幸福なことなんだろうな。

「まぁ、とにかく王様を勝負で決めることになった経けい緯いは分かったよ。それで？　結局何で勝負するんだ？　まさかニャニャンとボボザが直接殴り合うわけじゃないよな？」

「子供にそんなことさせられるか。勝負の内容は、アトランティス伝統の水上スポーツ――」




　　　　　▽




「――水上レース、か」

　俺は玉座を賭けたレースの見物に、スタート地点の海岸に集まった民衆を見渡しながら呟つぶやいた。

　アトランティスの水上レース。百年以上の歴史を持つ伝統的なレースらしく、本来は年に一度大々的な行事として行われるものらしい。

　コースはアトランティス島を一周。小さな島国とはいえ手て漕こぎで回るとしたらレースというより苦行の域だが。

「にしてもモーターボートって……まぁ、ラピュータの科学力ならこれぐらいアリか」

　操そう縦じゆう桿かんではなく舵かじで操作するタイプで、見た目だけはややレトロ感があるものの、機能的には現代のモーターボートとたいして変わらない。というか、最高時速は百キロに達するらしいので、もしかしたら現代の科学力すら凌りよう駕がしているかもしれない。

　ちなみにレースそのもののルールだが、このボートに操そう舵だ手しゆを含めて四人で乗り込んで一周あたりの順位を競うことになる。島一周にかかる時間は約十分から十五分。レースはボート本体と島外周の各所に設置された遠距離投写機――要するにカメラ――で中継されるそうだ。

「ボハハハハハ！」

　その時、なんだか腹の底からイラッとくる笑い声が横から飛んできた。

　誰だれだと思って見てみれば、そこには頭にタツノオトシゴでも載のっけてるみたいな髪かみ型がたをした恰かつ幅ぷくのいいおっさん――以前映像で見たボボザ――が高笑いしていた。

「あれがボボザか……」

　実物を見るのははじめてだ。あのおっさんがニャニャンの叔お父じでクーデターの首謀者というわけか。

「な、何の用だ、叔父上？　その笑いは、勝負する前からもう勝ったつもりなのか？」

　ニャニャンがややビクつきながらボボザの高笑いに物申す。

「いえいえ、ニャニャン様から勝負を持ちかけられた時は驚おどろきましたが、お仲間は子供ばかりですな。おっと失敬、ニャニャン様もまだお子様でしたな」

　それに対してボボザはまだクックックと半笑いを残しながら答える。

　確かに俺たちの大半はボボザからすれば子供の群れだろう。

「む～～～！　叔父上には負けないのだ！　勝って、お父様のあとは私が継つぐのだ！」

「ボハハハハ！　そうできればいいですなあ！」

　ボボザは笑うだけ笑うとそのままいずこかへ去っていった……いや、自分のとこのボートに戻ったんだろうけど。

「ぐぬぬぬ！　絶対に勝ってやるのだ！」

　ニャニャンは頭から湯気を出す勢いで怒りながら、ボートの点検を続ける。彼かの女じよはレースに出たことはないものの、ボート自体は好きでもっと幼い頃からよく乗り回していたらしい。

「それにしても、何でレースなのに四人も乗るんだ？　人数少ない方が速いと思うんだけど」

「ん？　ルール聞いてなかったのか？　このレースは妨害ありなんだぞ」

「いっ!?」

「まぁボートを直接破壊したり、選手を意図的に傷つけたりするのはルール違反だけどな」

「……てっきり健全なスポーツなのかと」

「元はお祭りのレースだからな。そういうルールでもないと盛り上がりに欠けるのだ」

　スポーツじゃなくてエンターテインメントだったか……特撮監督をやっているヅィータがここにいたら「分かってないなお前は」と叱しかられそうだ。

　それにしても妨害ありねぇ……要するに単純なボートの速さや操舵手の腕だけで決まるレースではないわけだ。

　となると四人のメンバー選びが結構重要になるわけか。乗っている人間を傷つけたり、ボートを破壊したりするのが禁止なら、皐さ月つきやシャーリーのようにテクニカルな仲間を選ぶ方がよいかもしれない。

「あっ、ごめん。私はパス」

　と、メンバーの選考中、シャーリーが真っ先に手を挙げてそう言った。

「どうしてだ？　シャーリーなら相手からの妨害にも上う手まく対応してくれそうなんだけど」

「だってボートの時速は百キロでしょう？　しかも今日は波も高いし、相当揺ゆれそうだわ。正直、私じゃボートにしがみついてる以上のことできそうにないと思う」

「そう言われると、私も自信ないわね……」

　皐月もしょんぼりと眉まゆを八の字に下げる。

　確かにボートって聞いてたからいまいち実感湧いてなかったけど、百キロも出る乗り物でしかも走るのが波で上下する海の上って、相当体力いりそうだよな。万が一ボートから投げ出されでもしたらケガじゃ済まないかもしれない。

　これはニャニャンとボボザの勝負だから、彼女はどうしても出さなきゃならない。ボートの操縦も一番慣れているだろうし、そこは確定でいいだろう。

　あとは俺も出るとして……残りのふたりをどうするか？　ハリッサやつみきも乗るのは厳しいだろう。イリスやコロナなら体力も問題なさそうだが、ふたりともどちらかといえば力業が得意なタイプだ。妨害ありといっても直接危害を加えるのは禁止されているルールでは、あまり力を発揮できない気もする。

「あの、烈火さん」

「ん？　レイン、どうした？」

　おずおずと手を挙げたレインに俺は尋たずねる。

「相手の方への妨害などは無理ですが、海が勝負の舞台なのでしたらお役に立てるかと思います。私でしたら万が一投げ出されても問題ありませんし」

「ふむ……」

　確かに海のことなら人魚のレイン以上に知り尽つくしている者はいないだろう。もしもの時に一番頼たよりになるのは、もしかしたら彼女かもしれない。

「そうだな。じゃあ、俺とレインと、あとひとりは……」

「はーい。私なんてどうかしら？」

「シャーレン？」

　手を挙げたのはいつもニコニコ大人の余裕のシャーレンだった。ちなみに彼女のかぶっている王おう冠かんは、アトランティスの人々に見られるといろいろ厄介なため、ハリッサの透とう明めい化かの魔ま術じゆつで見えなくしてもらっている。

「ボートで警官隊から逃にげた経験もあるし、足あし手で纏まといにはならないわよ。人の裏をかくのは得意だしね。それに」

「それに？」

「これは私の命もかかってる勝負だもの。なるべくなら参加したいわ」

「……分かった」

　シャーレンの気持ちも分かる。それに彼女の『奪取ステイール』の魔ま法ほうは使い勝手がいいし、相手に危害を加えるタイプの魔法でもないからルールにも抵触しない。

　メンバーも決まったので、俺はそれをボート点検中のニャニャンに伝えに行く。

「……という感じなんだけど、ニャニャンもそれでいいか？」

「いいぞ。私はレースにはまだ出られない歳としだったから、一緒に走った馴な染じみの仲間というのもいないし」

　ニャニャンはそう言うと、ふぅと息を吐はいて額の汗を拭ぬぐった。

　かなり念入りにボートの点検をしていたのか、彼女の服はあちこち汚れて黒くなっていた。

「あ、ちょっと動くなよ」

　頬にも少し油汚れがついていたので手で拭ってやる。

「ん……」

　ニャニャンは目を閉じてされるがままジッとしていた。

「取れたぞ」

「うむ」

「あれ？　目元にも汚れが……って、少しクマができてるぞ。昨日ちゃんと寝たのか？」

「んー……昨日は病気の人たちの看病してたからなぁ。ちょっと寝不足かもしんない」

「お前な……いや、俺も手伝うの忘れてたけど、今日は大事な勝負なんだからちゃんと寝ておけよ」

「うっ、そうだったかも……」

　ニャニャンは困ったような笑えみを浮かべるが、すぐに気を取り直してグッと両手の拳こぶしを握る。

「でも、叔父上には絶対勝つぞ！　お父様のあとを継ぐのは私なんだ！」

　寝不足でもやる気は充分……気力は満ちているといったところか。これなら心配することもないだろう。

「よし。じゃあ、もうボートに乗る準備するか。そろそろスタート時間だ」

「うむ！」




　　　　　▽




「ではこれより、アトランティス王の座を賭けた勝負を始め、る。この勝負の結果、はラピュータ王の名において保証されるものと、する」

　スタート前、ラピュータ王はニャニャンとボボザ、そしてアトランティスの人々に向けてそう宣言した。

　幼くとも威い厳げんある王の言を人々は黙だまって聞いていた……が、

「……んじゃ、あとは司会に任せ、る」

『はぁい！　おっまかせくださいませラピュータ王様！』

「!?」

　ラピュータ王が退くと同時に出てきたテンション高めの少女に俺は面めん喰くらい、

「「「「おおおおおおおお！」」」」

　逆に見物客たちは拳を突き上げて一気に大おお騒さわぎし始めた。よく見れば飲み物や食べ物を売っている売り子までいるし、中にはどちらが勝つか賭け事に興じている人たちすらいた。

「な、何なんだ？」

「だから言っただろ。お祭りなんだよ」

「にしても国王決定戦だぞ……」

　自重しろと言える立場でもないが、自重しない国民も凄すごいと思う。

『ではでは両チームともボートに乗り込んでくだっさいませませー！』

　そしておそらく一番自重していないであろう司会はといえば、小型の飛翔艇みたいな乗り物に乗ってスタート地点上空でスタンバイしていた。おそらく空中からレースの様子を実況するつもりなのだろう。

　まぁ気にしてもしょうがない。それに第三者視点でレースの状況を知れるのはいいことだ。

　俺おれたちは司会に言われた通り、それぞれのボートに乗り込む。

　こちらの操舵手はもちろんニャニャン。ボボザチームは彼かれの部下らしき男……と、その男を見てニャニャンは顔を強こわ張ばらせる。

「どうした？」

「あの男、去年のレースの優勝者なのだ」

「……マジか」

「叔父上めぇ～、勝つためなら手段は選ばぬということか」

　そこでこちらの視線に気づいたのか、ボボザはグッフッフという声でも聞こえてきそうな笑えみを浮かべ、ニャニャンは悔くやしそうに歯は軋ぎしりするが、その眉尻は下がっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。俺もわりと勝つためならありとあらゆる手段を使うタイプだし、負けねぇよ」

　弱気になっているニャニャンを励まそうと、俺は彼女の背中を叩たたく。

「……そうなのか？　烈火って正々堂々としてそうだが」

「いやいや、俺は弱いから。使えるものは何でも使わないと誰にも勝てないよ。エグい手とか反則技だって平気で使うぞ？」

　魔ま王おうをレーザー銃じゆうで焼き殺したりとか、地下ダンジョンを壁かべ抜ぬけでショートカットしたりとか。

「まっ、そういうわけだから任せとけ。ニャニャンは運転に集中してくれればいい」

「分かったのだ」

　少し肩の力の抜けた表情でニャニャンは操縦席に座り、前を見る。

　そうして両チームの準備が整い、あとはスタートの合図を待つだけとなった。

『はーい！　それでは間もなくスタートです！』

　スタートを間近にして観衆は最高潮に盛り上がり、司会はそれに応えるように赤色の旗を高々と振ふり上げる。

「「……！」」

　ふたりの操舵手の視線が赤い旗に集中し――そして振り下ろされた瞬間、

「だああありゃああ！」

　いきなりこちらのボートに向かって、ボボザチームが投げてきた何かを俺とシャーレンの手で海に叩き落とす。効果が出る前に叩き落としたので何だったのかは分からないが、たぶん煙えん幕まくのような目め潰つぶしの類たぐいだろう。

「チッ！」

「絶対スタート直後にやると思ってたよ！」

　舌打ちするボボザに俺はザマアミロという感じに叫んでやる。

『さあいきなり仕し掛かけたボボザ様チームですが、ニャニャン様チーム見事これを防ぎました！　両チーム横並びのスタートです！』

　飛翔艇に乗った司会の解説通り、俺たちとボボザたちのボートはほぼ同時のスタートとなった。

「っとと！　やっぱスゲェ揺れるな」

　あらかじめシャーリーに指し摘てきしてもらってなかったら、俺が真っ先に振り落とされていたかもしれない。しっかりと船ふな縁べりにしがみつきつつ、俺はボボザチームの動向に目を光らせる。

「さすがに連続でちょっかいは出してこないか？」

　開幕不意打ちに失敗したからなのか、今のところ変な動きはしていないように見える。

　お互たがいに順調にスピードを上げながら島の外周を走っていると、やがて鋭く折れ曲がったカーブに入った。

「……！」

　スタート位置の関係でボボザチームがインコースを回り、曲がりきる頃ころにはボート半分ほどの差が開いてしまった。

　向こうの操舵手は去年の優勝者だったか。さすがにボートを操る技術では一日の長どころではない差がある。

「くぬっ！」

　ニャニャンは歯を食い縛しばりながら、波で上下し暴れるボートを必死に操あやつっていた。気迫のこもった操舵で、相手チームに食らいついていっている。

　と、そこで前方に変な影かげが……？

「何だアレ？」

『さあ！　いよいよ第一関門が差さし迫せまって参りましたぁー！』

　俺の疑ぎ問もんに答えたのは司会の実況だった。

『用意されておりますのは毎年恒例『人工岩場障害物ゾーン』！　ぶつかればボートの大破は免まぬがれないでしょう！　しかし大回りすれば大きなタイムロスとなります！　選手の腕の見せ所ですよー！』

「ニャニャン。大丈夫か？」

「集中してるんだから黙ってろー！」

　ニャニャンは叫さけびながら『人工岩場障害物ゾーン』に突とつ入にゆうしていく。

　その名の通り人工らしい岩がランダムに――だがいちおうボートが通れる分の幅はばは残して――配置されており、先の視界がかなり悪い。

　これは司会の言う通り、ぶつかったら即リタイアになりそうだ。

　ガコンッ！

「うわっ！」

　ボートの側面が一いつ瞬しゆん岩を擦こする。

　掠かすっただけのようだったが、スピードが出ているので結構な衝しよう撃げきが来た。慌あわてて周りを見回すが、幸いみんな落ちなかったようだ。

　だが今のミスでボボザチームにさらに差をつけられてしまった。

「叔父上！　待てぇ！」

「ニャニャン落ち着け！　ここで無理に追うのは危険だ。まずはこの岩場地帯を無事に抜けよう」

「ぐぬぬ！」

「気持ちは分かるけど今は我が慢まんだ。まだ始まったばっかりなんだから充じゆう分ぶん取り返せる」

　何よりボート大破によるリタイアが一番マズい。その時点で勝負が終わってしまう。俺はニャンニャンをなだめ、まずは安全に『人工岩場障害物ゾーン』を抜けることを優先させる。

『さあ間もなく両チーム岩場を抜け……おおっと!?』

　その時、上空にいた司会者がこちらの不安を駆り立てるような声を上げる。

　それでもってその理由を俺たちはすぐさま理解させられることになった。

「あ、網あみぃ!?」

　行く手の岩と岩の間にネットが張られていたのだ。

　当然、俺たちのボートは急停止せざるを得ない。

「おのれ叔父上！」

　ニャニャンは舌打ちしながらボートを回頭させ、別のルートから岩場を抜ける。

　しかし、このタイムロスは大きく、『人工岩場障害物ゾーン』を抜けて、俺たちとボボザチームの間には二十メートルほどの差が開いていた。

『さあボボザ様チームの仕掛けたネットに阻まれ、ニャニャン様チーム大きく出遅れてしまいました！　この遅れをはたして巻き返せるのかー!?』

　ノリノリの実況を聞きながら、俺たちはとにかくこれ以上の差が開かないようにあとを追う。

「烈火さん。どうするのですか……？」

　レインが船体にしがみつきつつ尋ねてくる。

「妨害ありのルールとか、さっきの『人工岩場障害物ゾーン』とか見る限り、基本的にこのレースはエンターテインメント重視っぽい。なら、どこかに逆転できるポイントはあるはずだ」

〝逆転〟は勝負の醍だい醐ご味みだ。特にレース勝負なら、逆転のチャンスが、そのためのポイントがコース上のどこかに必ず配置されているはず。

　もちろん、そのチャンスはリスクと引き替えに、だろうが。

『さあレースは中盤！　続いて見えてきましたのは『闇やみの洞どう窟くつ』です！』

　俺は司会の声に反応し、前方へと目を凝らす。

　前を走るボボザチームのボートの先に、島から大きく突き出た岬が見えた。さらによく見ると、その岬の根元に洞窟の入り口があるのが分かる。

『『闇の洞窟』は文字通り真っ暗な闇の中、ボートのライトだけを頼りに走らなければなりません！　しかし！　洞窟内は浅瀬や水面ギリギリの尖とがった岩が無数に存在！　ヘタすれば船底に穴が空きます！　そのリスクを恐れず突破できれば大きなショートカットが期待できますよー！』

　司会はさらに解説を続ける。

『ちなみにここ十年分のデータを見ますと、この『闇の洞窟』内での事故率は九十パーセントを超えております！　突破できたチームもショートカットには成功したものの、ボートの一部を破損して優勝自体は逃していますね！』

　リターンは大きいがハイリスクすぎるチャンスというわけか。

　リードしているボボザチームは案の定『闇の洞窟』をスルーし、岬を迂う回かいする進路を取る。

　どうする……!?　できることならここはショートカットしたいが、司会の言うデータからするとリスクがデカすぎる。次のチャンスを待つべきか？　しかし、すでにレースも中盤。あまりのんびりしたら……。

「烈火さん。何か小型で、明かりになるものを持ってますか？」

「レイン？　小型の明かりならケータイの液晶とかあるけど、それが？」

「貸してください」

　珍めずらしく有無を言わさぬ口調のレインは俺からケータイを受け取ると、ニャニャンに『闇の洞窟』へ入るよう告げる。

「し、しかし、大丈夫なのか？」

　ニャニャンは不安そうにレインの顔を見返す。

　それに対して、彼女は笑顔で応えた。

「ええ、私がこのボートを光で先導します。しっかりとついてきてください」

「けどこのボート、最高で時速百キロだぞ？　洞窟の中じゃ減速するといっても、『先』導できるのか？」

「あら烈火さん。お忘れですか？」

　不安点を指摘する俺にレイン――人魚の姫ひめは悠然と微笑ほほえみ、

「私は人魚、泳ぎなら誰にも負けません。それに暗くら闇やみであっても私には潮の流れが手に取るように分かります。障害物など全て避けられますわ」

　と、自信たっぷりに頷いた。

「……よし！　ニャニャン、『闇の洞窟』に入ってくれ！」

「あーもー分かった！」

　ニャニャンはヤケクソ気味に洞窟の入り口へと向かう。

『おおっと！　ニャニャン様チームのボートは『闇の洞窟』でショートカットを狙ねらう模様です！　はたして無事に洞窟から出てこられるのか!?』

　こちらのチームのまさかの選択に、司会が興奮気味に実況する。

「では、行って参りますね」

　レインは丁てい寧ねいにお辞儀をすると、その身を海へと投げる。高速で海の上を走るボートからの身投げはヘタしたら自殺志願者の所行だが――彼女は人魚だ。

　ピンクの長い髪が海の波間に消えて数秒、ボートに併へい走そうする形で再び彼女が海面から顔を覗のぞかせる。

　彼女はそのまま加速すると、いとも容易たやすくボートを抜ぬき去り、ひと足先に『闇の洞窟』の中へと入っていく。

　続けて俺たちも『闇の洞窟』に突入した。

「……！」

　名前の通り本当に暗い。ライトがなければ何も見えないくらいだ。

　確かにこれでは事故率九十パーセントというのも納得いく。普ふ通つうにここを通り抜けようと思ったら、とてもじゃないがスピードなんて出せやしない。

　だが――俺たちには先導して、安全なルートを教えてくれるレインがいる。

　彼女に手渡したケータイの明かりを見失わないように、ボートの方のライトは最低限まで落とし、もしミスをしたらという恐きよう怖ふを噛かみ殺しながら『闇の洞窟』内を進む。

　やがてボートでもケータイでもない光が見えてきて――

「っ！」

　――俺たちは洞窟を突破した。

　闇の中からいきなり飛び出たせいで、一瞬視界が真っ白に染まる。とにかく落ちないように船体にしがみついた。ニャニャンも目をやられたらしく、ボートのスピードがぐっと落ちる。

　そのまま数秒が経過して何とか視力が戻った頃、

『おやぁ!?　なんとなんとニャニャン様チーム！　洞窟内にてリタイアしているのは確定的かと思われましたが、まさかの突破を果たしている～！　岬を回ってきたボボザ様チームは大きく離されています！』

　例のハイテンションな実況が耳に届き、ようやく自分たちの状況が理解できた。

「ニャニャン！　目は無事か!?　行けるか!?」

「ダメでも行く！」

　ニャニャンは叫び、ボートを再加速させる。

　確かにここは勝負どころだろう。危険かもしれないが、今度は止めない。生あい憎にくとレインをボートに乗せている暇ひまはないので、彼女には引き続き水中を泳いでついてきてもらう。

　洞窟を出た時にいったん停止していたこともあり、再加速するまでの間にだいぶ相手に距きよ離りを詰つめられたが、何とかショートカットのリードを保ったままレース終しゆう盤ばんへともつれ込んだ。

『さあ両チーム最後のコーナーに入ります！　インコースを取ったのは先行するニャニャン様チーム！　ここでミスしなければそのまま逃げ切れるか!?』

　空からの実況を聞きながら、俺たちは最終コーナーに突入する。

「ボハハハハハ！　思ったよりもやりますなあニャニャン様！」

「……！」

　ほぼ真後ろにつけているボートから、ボボザの声が聞こえる。どうも向こうは部下に任せて自分は乗っているだけらしいので、話しかけてくる余裕があるようだ。

　当然だがニャニャンにはそれに答える暇はない。去年の優勝者相手にリードを保つのに必死だ。

　その間にもボボザは話しかけてくる。

「ですが残念ですなぁ……。この勝負、あなたに勝ち目など最初からなかったのですよ！」

「……!?」

　それはどういうことだ――と訊きこうとした瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんボートのスピードがガクンッと落ちる。

「なっ!?」

　慣性で何とかコーナーは曲がりきったものの、アウトコースから回り込んだボボザチームにあっという間に抜かれていく。

『ああっと!?　ここにきてニャニャン様チームのボートが止まったあ！　トラブルか!?　作戦か!?　ともあれ最後のストレートでボボザ様チームが再び逆転！』

「どうしたんだニャニャン!?」

「分からない!?　急に動かなくなったのだ！」

「……！」

　さっきのボボザのセリフ……まさかこっちのボートに何か仕掛けを!?

　相手のボートを故意に破壊する行為はルール違反なのだから、もし俺の推測が正しいのならボボザは不正を働いたことになる。

　それなら向こうの反則負けになるはずだが……そんなことはボボザだって百も承知のはず。もしかしたら試合後に調べても不正と分からないような――それこそ自然故障にしか見えないような――仕掛けなのかもしれない。

「あ……あ……！」

　離はなれていくボボザのボートを見て、ニャニャンが呻うめく。その目がみるみる絶望の色に染まっていく……。

「烈火さん！　こうなったら私がボートを引っ張っていきます！」

　レインがそう言ってボートの縁を掴つかもうとするが、さすがに彼女の細腕で四人乗りのボートを引っ張るのは無理だ。

　……いや、待てよ。

「シャーレン！」

「何？」

「ちょっと無む茶ちやしてくれ！」

「オッケー」

　軽い。しかし、ハッキリと頷うなずき、シャーレンは「何をすればいいの？」と俺に問い返してくる。

「それは……」

　俺はその無茶の内容を彼女に伝えた。

「確かにあとで筋肉痛になりそうね。でも、やるっきゃないか！」

　シャーレンは笑い、そして、

「『刻印マーク』！」

　俺たちのボートに『刻印マーク』を打つ。

　それから彼女は――海へぴょんっと飛び込んだ。

「行きますよ、シャーレンさん」

「よろしく」

　海に入ったシャーレンはレインの首に腕を回してしがみつく。

　そうして彼女を背負うと、レインは先さき程ほどボートを先導した時とは比べものにならない、人魚の〝本気〟のスピードで泳ぎ始めた。

「『奪取ステイール』！」

　続けて、シャーレンの魔法のかけ声が聞こえる。

　途と端たんに彼女の魔法に引っ張られ、俺とニャニャンの乗ったボートが一気に加速した。

「ななななっ!?」

「俺にしがみついてろニャニャン！」

　落ちそうになる少女の体を抱き、俺も必死に船体にしがみつく。

　人魚の遊泳速度はこのボートの最高時速百キロすら軽く凌駕するのは、『闇の洞窟』手前のやり取りを見ても明らかだ。

　そのレインにシャーレンを泳ぎで運んでもらい、シャーレンに『奪取ステイール』の魔法をボートに対して使ってもらえば、ボートは魔法で彼女の手て許もとへと引き寄せられ――つまり人魚の速度で引っ張られていくこととなる。
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　問題があるとすれば、そんな速さで泳ぐレインに捕つかまり続けるシャーレンがとてつもなくしんどいということだが、彼女はこの無茶な作戦を受け入れてくれた。

　もちろん、それでも彼女が耐たえきれずに振り落とされてしまう危険性はある。

　だがそんな心配を吹ふき飛ばすように、俺たちのボートはとんでもないスピードで進み続け、あっという間にボボザたちのボートを追い抜いた。そして――

「何ィ!?」

　――ボボザの驚きよう愕がくする声など一瞬で置き去りにして、俺たちはゴールした。




　　　　　▽




　二日後。

　今日はラピュータにてニャニャンの戴たい冠かん式しきが行われることとなっていた。

　レース後、ボボザがこちらの勝利を「インチキだ！」と抗議してきたが、ルールに抵触しているわけでもなかったのでラピュータ王自ら却きやつ下かした。

　妨害ありきのレースだからといって相手を邪じや魔ますることばかり考えて、「自分たちのボートを加速させる」のがルール違反にならないことに気づかなかったのが、ボボザたちの敗因のひとつだろう。

「しかし……まっ、レースに勝ったあとはあとで大変だったな……」

「あらかじめ告知はしておいたとはいえ、全国民を飛ひ翔しよう艇ていでラピュータへピストン輸送したわけだからな……アトランティスがバチカン市国並の小ささで助かったよ」

「それでも寝る暇もなかったけどな……」

　俺と響はぐったりとしながら頷き合った。

　ラピュータへのピストン輸送もそうだが、万が一にも〝サボり〟を出すわけにもいかないので、衛兵にも手伝ってもらって確実に国民全員が戴冠式に出席するよう尽力した。

　アトランティスには絶対確実に猫の子一匹いないということは、皐月の森しん羅らの大だい魔ま法ほうで確かく認にんしてもらっているので見み逃のがしている心配はないのが、唯一ホッとできるポイントだろうか。

「まぁ、これで何とか『ニャニャンの物語』も解決できそうだな」

「ああ」

「……そうですね～」

　響に加えて、隣となりで浮遊しているアールもため息をつき、しばしのんびりとした気分に浸っていると、戴冠式の準備を手伝っていた皐月が俺たちを呼びに来た。

「烈火ー。響さん。そろそろ式が始まるわよー」

「おーす。今行くー」

　俺は皐月の声に返事をして、響と一いつ緒しよに立ち上がり、休きゆう憩けいに使っていたラピュータ王の私室から移動を開始する。

　ラピュータ島には『天空の大図書館』以外に人工の建物はひとつもない上、図書館は本が多すぎてアトランティス国民全員が入れるスペースなどない。そのため戴冠式は『天空の大図書館』裏手の広場で行われることになっていた。

　ちなみに戴冠式に使う王冠は、ニャニャンの手でシャーレンの頭からはずしてもらったものだ。レース勝利後に略式だがすでに王位の継けい承しようは済ませてあり、その時点で正当な王となった彼女に呪のろいを解いてもらった。

　シャーレンのかぶっていた王冠は「ボボザから取り返したものを、誤って彼かの女じよがかぶってしまったもの」とニャニャンには説明していたので、その辻つじ褄つまを合わせるために本当にボボザが持っていた――つまりは「この時代」の――王冠は、回収だけしてラピュータ王に預けてある。

「あっ、烈火さ～～ん」

『天空の大図書館』から出てきた俺たちを見て、ラシュエルが笑顔で手を振りながら飛んでくる。

「いやにご機嫌だな。どうしたんだ？」

　確か序盤は修しゆ羅ら場ばが足りないとか文句たれていた気がしたが。

「いえいえ、レース中に烈火さんがニャニャンさんに抱きついた時、みなさんからたっぷりラブエナジーをいただきましたので、今回も私は大満足なのですよ」

「……ああそう」

　もはや何も言うまい。今回は特に実害もなかったし……。

　俺はまとわりついてくるアホ天使をテキトーにあしらいつつ、広場に設営された戴冠式場の裏方に入る。

　ちなみにこの戴冠式場は、ラピュータのロボットたちがひと晩で造ってくれたそうだ。

「やっほー、烈火君」

「む、来たか」

　シャーレンとちりか、それにみんなも裏方にいて、俺たちの到とう着ちやくに気づいて声をかけてきてくれた。

　基本的に俺たちはアトランティスとは無関係の人間だ。だから、式自体には出席せずにこうして舞台の裏方から見守らせてもらうことにしたわけだ。裏方だが、ラピュータ王が設計に気をつかってくれたので、ここからでもニャニャンの姿はよく見える。

「前王ゼゼノヴァの子、ニャニャン・アトランティア。汝なんじを正当なる王位継けい承しよう者しやと認め、ここに王冠を授け、る」

　いつもの球から降りたラピュータ王は、アトランティスの王冠を彼女の前に膝ひざをついたニャニャンの頭へそっと載のせる。

「ゼゼノヴァはよく民のために尽くした善よき王、であった。汝もまた真の王として王道を貫くことを誓う、か？」

「誓います」

　神妙な顔でニャニャンは頷く――その瞬間、戴冠式の様子を広場で見ていた人々が歓声を上げた。

「ニャニャン様バンザーイ！」

「新王様万歳ー！」

　ニャニャンの王位継承を、みんなが祝福していた。

　まだ彼女が王様として何かを成なし遂とげたわけじゃない――それでも国民がこうも温かく迎え入れてくれているのは、ラピュータ王の言うように前王が人々にとって善き王だったからなのかもしれない。

「……！」

　それをニャニャンもまた肌で感じ取っているのか、彼女は祝福してくれる国民たちを見下ろしながら感動するように震ふるえていた。

　その様をしばらく眺ながめていたラピュータ王だったが、ふと杖つえでカツンッと床ゆかを叩いて全員の注目を集めた。

「で、は……これより新王誕生を祝し、祝いの場を設け、る。みな、存分に呑のみ、歌い、騒ぐが、よい」

「「「「「ウオオオオオオオオオオ!!」」」」」

　先程までの数倍の歓声、というか雄お叫たけびを上げて、人々は「ラピュータ王！　ラピュータ王！」と彼女の名前を連呼した。

「現金なこった……」

「民というのはそういうものですよ。王おう冠かんよりもお祭りです」

　呆あきれる俺に対してレインが微笑みながら言う。

「でも、王の顔を見られずに俯うつむく国民の方が多い国より、王の顔を見上げて喝かつ采さいできる国民が多い方がよい国である証しよう拠こです」

　そういえばレインも国の王女だったっけ。なんだか言葉に重みがあった。

　そんな会話を終えると、お疲つかれ気味のニャニャンが裏方へとやってきた。

「ふぅ～、疲れたのだ～」

「お疲れ」

「精神的に王位決定戦よりも疲れたのだ。帰って寝たい～」

　早くもぐで～っとし始めたニャニャンの頭から王冠がずり落ちそうになる。

「お疲れ様でした、ニャニャンさん」

「おーレイン。私を癒やしておくれ～」

　ふらふらのニャニャンはレインへと縋すがりつき、よしよしと頭を撫なでてもらう。

　なんだか俺もやり遂げた気になって、小さく安あん堵どのため息をついた。

「……今回も『物語解決』お疲れ様でした、烈火さん」

「ん？　アール？」

　気のせいか、アールの声の調子がいつもより暗いような気がした。

　それにまだニャニャンの戴冠式を見届けただけで、完全にアトランティスの人々を救えたのを確認したわけでは……。

　あれ？　そういえば……

　結局アトランティスが沈しずんだ理由って、いったい何だったんだ？

「それでいかがでしたか？　王様になった感想は？」

　俺の横で、レインが頭を撫でながらニャニャンに尋たずねる。

「ん～～～」

　ニャニャンはレインの胸でもごもごしながら、ちょっとだけ目を細め、

「まだ実感は湧かない……けど、少しだけ分かった気がする」

「何がですか？」

「お父様が……」

　少しだけ恥ずかしそうにニャニャンが答えようとした……その時。




　巨きよ大だいな揺ゆれがラピュータを襲った。




「きゃあっ！」

「うわっ！」

　突然の揺れに俺たちはまとめて膝をつく。一部のバランス感覚のいい者が倒たおれそうになった者を支えたり、落ちてきたものを刀で切ったりして、なんとか全員がケガすることを防いだ。

　裏方で俺たちが突発的な事態に対処している間にも、広場の方から多くの人々の悲鳴が聞こえてくる。

「何なんだよこの揺れは？」

　ここは空飛ぶ島の上だ。揺れが起きる理由なんて……まさか飛行機じゃあるまいし、乱気流に揉もまれて錐きり揉もみしているわけでもないだろう。

「ふ、む……そういうことで、あったか」

　妙に落ち着いた声が聞こえたので見上げれば、そこには球の上に座すわったラピュータ王が揺れる木々を見つめながら得心のいった顔をしていた。

「そういうって、どういうことなんだ？」

「以前、お主はアトランティスが沈むという話をしていたであろ、う。その理由が今、分かっ、た」

「分かったって……」

　なぜ今アトランティスが沈んだ理由が分かったんだ？　今異変が起きているのはラピュータなのに……。

「ラピュータとアトランティスが双ふた子ご島じまという話は知っている、か？」

「それは前にニャニャンから聞いたけど……」

　確かラピュータとアトランティスは一定以上距離が離れず、ラピュータが動くとアトランティスも動くという話だったはず。

「それがどうかしたのか!?」

「ラピュータが動けば、アトランティスも動、く。同時にラピュータが空の上に浮ういているから、アトランティスも海の上に浮いていられ、る」

「……え？」

　確かにアトランティスは海の上を移動する島、つまり海の上に浮いている島だ。

「ラピュータ島とアトランティス島は見えないロープ……のようなもの、でつながっていると思えば、いい。単純に言えば、ラピュータがアトランティスをロープで海の上にぶら下げているようなもの、だ」

　浮いた球の上に座っているからなのか、次第にヒドくなっていく揺れにも我関せずといった感じのラピュータ王の説明は続く。

「そして、おそらく、だが……ラピュータはもう空に浮いていられな、い」

「どうしてだ？」

「おそらく島の寿じゆ命みよう、だろう。ラピュータが滅ほろびる時、アトランティスも滅ぶ……。古き伝承にも、そう書かれて、いた」

「……！」

　アトランティス島がラピュータ島にぶら下がって海の上に浮いているのなら、ラピュータ島が落下すれば〝支え〟を失ってアトランティス島が沈むのは必然だ。前に『アトランティスが沈むというのであれば、このラピュータも無関係ではない』とラピュータ王自身も言っていたのは、こういうことだったのか。

「ラピュータはあとどれくらいで墜おちるんだ!?」

　揺れは続いているが、物もの凄すごい高速で落下しているような無重力感はない。それこそラピュータ王が「寿命」と表現したように、島の浮力はゆっくりと消えていこうとしているのだろう。

「正確には分からぬが、あと一時間……といったところだろう」

　一時間……未来のニャニャンは『アトランティスは本当に突とつ然ぜん沈しずんでしまいましたので、過去へ戻もどるには準備が足りず……』と言っていたが、どうやらその通りらしい。

「クソッ……！」

　アトランティスの人々をラピュータへ移動させたのは完全に裏目に出た。全員をここへ輸送するのに二日かかったのだから、今いま更さら彼かれら全員を空から脱出させるのは不可能だ。

「ラピュータ王！　何か、ラピュータを救う手立てはないのか!?」

「……ここからなら日本が近、い。朕ちんが取りつけた島の推力を全すべて使い切れば、陸地に不時着できるかも、しれぬ……」

「なら……！」

「だ、が、おそらく時間が足り、ない。急いでもギリギリ、陸地には辿たどり着けぬだろ、う」

「そんな……！」

　ラピュータ王は絶望を告げる時もどこか淡たん々たんとしていた。

「ようやく、人という新たな研究テーマが見つかった、が……これもさだめか」

　そう言って彼女は小さくため息をつく。

　長すぎる寿命がそうさせるのか、その姿はあまりにも潔いさぎよすぎた。

「さだめとか、そんな簡単に言うんじゃねぇ……！」

　だが生憎と俺おれはそんなにあっさりと終わりを受け入れることはできない。

「ラピュータ王……確か、アトランティスはラピュータにロープでぶら下がってるようなものなんだよな!?」

「そうだ」

「じゃあラピュータは島の方が寿命で、段々浮力が落ちていってるって解かい釈しやくでいいのか!?」

「そう、だ」

「なら……っ！」

　俺はニャニャンを見やり、一瞬その策を口にすることを躊躇ためらうが……意を決して口を開く。

「……ラピュータの〝重おも石し〟になってるアトランティスがなくなれば、日本までの浮力は保つか？」

「烈火……!?」

　ニャニャンは俺が口にした途方もない暴言に目を丸くする。

　一方でラピュータ王はやはり淡々としていて、

「アトランティス島を『砕く』ことができるなら、陸地に辿り着くことは不可能ではないだろう。ただ、し、その場合はあと十五分以内に島を砕かなければなら、ない。高度が足りなくなる」

「分かった」

　俺は頷き、コロナの方を振ふり返かえる。

「コロナ。やれるか？」

「やってみよう」

「時間がない。頼たのむ」

　コロナは無言で頷くと魔ま王おうの姿になり、アトランティスへ向けて飛んでいった。

　彼女ひとりで島ひとつを破壊できるのだろうか？

　思いつく限り手を打たないと……

「烈火……」

　その時、不安げなニャニャンの声が俺の耳じ朶だを打った。

「……」

　俺は無言で彼女の方を振り返る。彼女は顔色を青くして、揺れる瞳ひとみで俺を見ていた。

「お前の言っていた話は本当だったのか……アトランティスを砕くなど……本気か？　私たちの故郷を……破壊するのか？」

「……すまん」

　ラピュータ島が充分な高度を保っている内に、重石のアトランティス島を砕いて双子島の間につながる見えないロープを断たち切る以外、ここにいる全員を救う手立てはない。

「……」

　だが、みんなを救う手段とはいえ、ニャニャンにとっては故郷だ。それを破壊すると言われて、動どう揺ようしないはずがない。あるいは反対され、嫌きらわれるだろう。

　それでも……彼女の『物語』を救えるなら――

「烈火さん」

　――不意に、アールが俺の名前を呼ぶ。

　相変わらず彼女は帽ぼう子しを目深にかぶり、その口元だけしか見えない。

　いつもいつもズケズケとした物言いと態度の彼女が、なぜさっきから目を見せようとしないのか……嫌な予感がした。

「今すぐラピュータから『ヒロイン』のみなさんと一緒に脱出してください。この島にある全ての飛翔艇を使えば、アトランティスの人々も多少は助けられるでしょう」

「何……言ってんだ？」

　これまでも『物語』の最中、アールが意地の悪いことを言うことはあった。

　だが、『物語』を途と中ちゆうで投げ出せと言うことは今までなかった。

　動揺する俺に対し、アールは帽子のつばで目を隠かくし続ける。

「コロナさんの闇やみ魔ま法ほうではアトランティスを砕けません。つみきさんの『暗黒物質ダークマター』が大量にあれば話は別でしたでしょうが……十五分では用意できないでしょう」

「なっ……でも、それなら」

「皐月さんに森羅の大魔法で、たとえば『神の審判』のような強力な魔法の使い方を調べ、彼女にも手伝っていただきますか？　ですが、彼女とメサイア・キャンディストラップスでは魔ま力りよくの総量が違ちがいすぎます。撃てても一発か二発。彼かれが隕いん石せきを砕くのにいったいどれだけの『神の審判』を使ったのか覚えていますか？　あるいはラシュエルさんに頼みますか？　ですが、このシリアスすぎる状況下でみなさんが上う手まくラブエナジーを彼女に供給できますかね？」

「……ッ！」

　俺が頭の中で考えていた策を次々と先読みされて言葉に詰まる。

　いや、というか……

「何でそんなこと俺に教えるんだ？　確か、『物語』に関する助言は禁止されてるんじゃ……？」

　以前、俺が助言を求めた時にアールはそう言ったはずだ。

　それが本当なら、「その作戦は失敗する」なんてこうもハッキリ断言するのはおかしい。失敗することを教えるのだって立派な助言のひとつなのだから。

「簡単ですよ――もう『ニャニャンさんの物語』は終わってますから、本官がどれだけ助言しても問題ないのです」

　アールはやはり変わらぬ調子で、言った。

『ニャニャンの物語』が終わってる？　でも、現に今……。

「どういうことだ……？」

「先程『お疲れ様』とお伝えしませんでしたか？　よく思い出してください。過去に来てニャニャンさんと出会った時、本官は何と言いましたか？」

　アールが何て言ったかだって……。




『この様子ですと、アトランティスを救うことではなく、クーデターを何とかするのが『この』ニャニャンさんの『物語』のようですが――』




　……彼女は確かこう言っていたはずだ。

　過去で出会ったニャニャンは、俺たちの話を信じていなかった。だから、『物語』の方向性が変わった。

　いずれにせよアトランティスの崩壊が起こることを知っていたので、俺たちのやるべきことは変わらないと思い、そのつもりでアトランティスの人々をラピュータへ避ひ難なんさせたりもしたが……！

　まさか。

「『波なみ乱だれの血筋』は絶体絶命の『物語』に巻き込まれる体質であり、同時に『物語』の最後の希望。あなたが『物語』に巻き込まれるということは、まだその『物語』には幸せな結末の可能性があるということ。実際、あなたのおかげでニャニャンさんはレースに勝ち、こうして無事新たな王となりました――」

　アールはいったん言葉を切り……少し間を置いて再度口を開く。

「――その時点ですでにニャニャンさんの『物語』は解決したんです。『過去のニャニャンさんの物語のあらすじ』はクーデターを何とかすることであって、アトランティスやラピュータの落下をどうにかすることではありません。つまり……今のあなたは『物語』に巻き込まれていない」

　巻き込まれてもいない『物語』に対して、『波乱の血』はその体質を発揮しない。

　つまり今の俺にはアトランティスの人々を助けることができるか否いなか以前に、そもそもそれを成し遂げられる可能性が〝ゼロ〟であるかもしれないということだ。

　リュンの時と状況は似ている。違うのは、彼女が『終わってしまった物語』を抱かかえていたのだとしたら――この場合、「アトランティスの人々を助けて欲ほしい」というニャニャンの『物語』は〝始まって〟すらいない。

　これはいわば『波乱の血』とは無関係の出来事。

　だからアールも逃げろと言うのだろう。

　しかし――。

「――アール。だとしても、俺がこういう時に逃にげる性格なのかどうかは知ってるだろ？」

「……」

　アールは黙る。

「たとえ今の俺が『物語』に巻き込まれていないんだとしても、俺はアトランティスの人たちを助けるって〝約束〟した。だから、最後のギリギリまで諦あきらめたりなんかしない！」

　俺がハッキリと告げると……アールはため息をついた。

「まぁ、分かってましたけどね……」

　顔を上げ、アールはいつもよりちょっと呆あきれた表情を見せながら、もう一度ため息をつく。

「で、どうするんです？　諦めないと言っても、このまま心中するつもりなら許ゆるしませんよ？」

　コロナひとりでは火力が足りない……なんだかんだいって高性能なアールが言うのなら、たぶんそれはその通りなのだろう。

　残された時間は十分を切った。それまでに何か足りない火力を補う術すべはないかと俺はない知恵を絞る。

「う……うぅ……」

　そんな俺の前で、ニャニャンは今も苦く悶もんの表情を浮かべている。

　アトランティスを砕く以外にみんなを助けられない。だが、アトランティスは彼女の故郷なのだ。想おもい出でもたくさんあるだろう。

　未来のニャニャンは千五百年海の底で考え続けて、国よりも人を選んだ。だが、ここにいるのはまだ子供のニャニャンなのだ。そう簡単に答えは……

「ニャニャンさん」

　その時、悩む少女の肩かたに、レインが後ろからそっと手を置いた。

「レイン……？」

「ニャニャンさんの悩む気持ち、私にもよく分かります。私も王女という立場ですから」

「……」

　ニャニャンはレインの方を振り返り、彼女の顔をジッと見つめる。

「私たちの決断には大きな責任が伴います。それを恐おそろしいと思うのも仕方のないことだと思います」

「……そうなのだ。怖こわいのだ。アトランティスはみんなの故郷だ。それを砕かなければみんな生き残れないのは分かる。でも、怖いのだ……。ここで私が烈火を止めずに、みんなの想い出を失わせて、それでみんなから恨まれるのが……怖い」

　ニャニャンはレインの服を掴つかみながら叫さけぶように言った。

　レインは彼女をやさしく抱き締める。

「怖いのは分かります……でも、上に立つ者の責任として、私たちは考えに考えて、決断をしなければなりません。今は悲しみを伴う決断であったとしても、未来が残されているのなら幸せは取り戻すことができるはずです。ニャニャンさんにはそれができると思います」

　レインはそう言って、ニャニャンの体をそっと離した。

「ニャニャンさんはどうしたいですか？」

「私、は……」

　ニャニャンはわずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、こちらを振り返って、確かめるように俺の目を見た。

「烈火は……前に言ってたよな？　私のことを助けに来たんだって」

「ああ、言った」

　あの時は彼女にクーデターを何とかしてくれと頼まれたのだ。

「なら、お願いだ。国のことは、もういい……それよりもみんなを、どうか助けて……助けてください」

　ニャニャンは両手を握にぎり締め、祈いのるように言った。

「さっきやっと分かったんだ。お父様が何であんなに自分の命を使ってまで、国の医い療りようを発展させてきたのか」

　確か彼女の父親である前王は医療技術を発展させるため、命を使って何度も過去に戻り続けた末に老ろう衰すいで亡なくなったんだったか……。

「お父様はみんなを守りたかったんだな。王様にとって国民は家族のようなものだもの……私のことを置いて逝いってしまった時は、とても寂しかったけど……」

　一いつ瞬しゆん、ニャニャンの目に悲しみが宿る。

　それでも彼女は顔を上げて、

「でも、私もあの人たちのことを助けて『ありがとう』って言われて……さっきみんなが私が王様になったのを笑え顔がおで迎えてくれて……やっとお父様の気持ちが理解できた。今ならお父様の偉大さが私にも分かる。私もお父様と同じ、立派な王様にこれからなりたい。だから……烈火、どうか私たちを助けて！」

　そう言って彼女は深々と頭を下げた。

　桃とう源げん郷きようの人たちを助けたことが彼女の心に大きな変化を与えていたのか。ただ周りからちやほやされるだけの王女様が、人の命を助けて感謝される経験を経て、大切なことを学んだらしい。

　こんな瀬戸際になって今いま更さらそんなことに気づいても意味がない……と誰だれかは言うかもしれない。

　けど、今の言葉は――彼女が手にしたその気持ちは、俺たちにとって大きな意味がある。

「アール？」

　俺は隣に浮く未来人に尋ねる。

　彼女は小さく頷うなずいた。

「たった今、烈火さんは新しい『物語』に巻き込まれました。どうぞいつも通り頑がん張ばってください」

「―――！」

　ニャニャンの気持ちが自分ひとりのことからみんなへと向いたことで、彼女の『物語』のあらすじが再び書き換わった。

　そして、その『物語』に巻き込まれたということは、俺にはそれを解決できる可能性があるということ。

　こういう時はいつも通り、俺が巻き込まれた『物語』のおさらいだ。

　俺は今何を持ってる？

　今回の『物語』で俺が体験したことは何だ？

　残りは五分。もう時間がない。

「ッ！」

　たとえ時間がなくとも、どんなに絶望的な状況だろうと、俺は全てを救ってみせる……だから、何かアイディアをひねり出せ俺の頭！

「……あ？」

〝全てを救う〟――そのフレーズでふと思い出した。

「……な、何だ？」

　俺に凝視され、ちりかが困こん惑わくの声を上げる。

　彼女を見て、たったひとつだけアイディアを思いついた。
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「ラシュエル、もっとスピード出ないのか!?」

「ひぃー！　天使使いが荒いですー！」

「帰ったら何でも言うこと聞いてやるから頑張れ！」

「それこの前も聞きましたよ!?」

　悲鳴を上げつつ、ラシュエルはスピードも上げていく。この前のレースでラブエナジーを補給していたのがよかったみたいだ。

　やがて、沈みゆくアトランティスと、アトランティスへ向けて闇魔法を撃ち続けるコロナの姿が見えてきた。

「コロナー！」

「後こう輩はい？」

　コロナは俺たちの方を振り返る。

　彼女の呼吸はすでに荒く、空から見下ろすアトランティスはそこかしこに大穴が空いていた。しかし、粉砕には至っていない。

「コロナは少し休んでていい。もし俺がダメだった時か、砕き残しがあった時のために力をためておいてくれ」

「……何をする気だ？」

「ちょっと自分の欲深さを試す」

　俺は軽く答えつつワイシャツの内側から――鬼き欲よくの面を取り出す。

「それは……！」

「最悪、俺が鬼に成ったらコロナとラシュエルで止めてくれ」

　そう言って俺は鬼欲の面を顔につけた。

「……っぐ!?」

　鬼欲の面は人間を鬼へと変えてしまう呪われた面だ。

　さらに鬼欲の面は人の欲の強さを吸って力を与あたえる。かぶった人間の欲が強ければ強いほど強い鬼と成る。

　そして、俺の持つ〝欲〟とは。

「ぐ……クッ、くグ……ッ！」

　自分の頭が内側から食い破られるような感覚に俺は呻うめく。

　鬼欲の面が俺の中の〝欲〟を吸って、強大な力とともに人の体を造り替えていってるのが分かる……。

「れ、烈火さ～ん？」

　不安そうなラシュエルの声。

　そういや彼女に抱えられてるんだっけ……そんなことすら一瞬忘れていた。これは自我が鬼に食われるのも時間の問題か。

「ラシュ、エル……俺を、落とせ」

　もちろん島の上にという意味だが、それくらいはさすがに伝わっただろうか？　まぁ、さすがにそこはこの天使を信じておこう。

「い、いいんですか？　この高さ、人間の体じゃ死んじゃいますよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、だ。今の俺は――」

　俺は仮面の奥おくからラシュエルの目を見て、牙を剥く。

「――鬼だ」

　自分でも驚おどろくほど低い声が出て、何か察したラシュエルは小さな悲鳴を上げて俺を宙へと放り投げる。

　もうちょいやさしく投げてくれてもよかったんじゃないか……まぁいい。

　落下しながら、俺は集中する。

　アトランティスの大地に墜ちるタイミングもそうだが、それ以上に。

「ヌ……ぐ、あ……アアァ！」

　自覚する。

　自分の中に渦巻き、今まさに自分を鬼へと転じさせている欲の正体を。

　俺の中にある欲を強く意識する。

　これが俺の想定以上に弱いものなら、おそらくアトランティスを砕くこともできず、大地にぶつかると同時にぺちゃんこになるだろう。

　だから集中し、自覚し、より強く己の欲望を自分の心の内側から掘り起こし、鬼の力へと変えていく。

「……ッ！」

　目を見開く。恐ろしいほどの速度で地上が迫せまってきているが、精神まで変容しているのか、自分でも異様と思うほど落ち着いていた。

　最後にもう一度思い出す。

　桃源郷でちりかに言われた言葉を。




『……それは傲慢というより、もはや強欲だな。全てのものを救おうなどとは――』




　自分に関わるものを全て救いたい。

　どこの誰にも、誰のどんな欲よりも、ありとあらゆる欲にも勝る俺の〝強欲〟。

　幼馴染の魔ま法ほう使つかい、宇宙人のお嬢じよう様さま、異世界の魔導師、大衆食堂の看板娘、地底の護まもり人、騙だまされた怪物、同じ宿命を持つ少女、因縁のある吸きゆう血けつ鬼き、運命を仕組まれたホムンクルス、病の弟を持つトレジャーハンター、嘆く人魚姫、宇宙海かい賊ぞくのグレムリン、孤独な科学者、廃部寸前の部の部長、退魔師の生徒会長、仲間を想う超ちよう能のう力りよく者しや、記き憶おく喪失のアイドル、封印された魔王、妹を失った精せい霊れい、住すみ処かを追われた猫ねこ又また娘むすめ、空腹の駄天使、廃業寸前の特撮監督、ピンチの変身ヒロイン、迷うシスター、傷ついた妖精、過去から来た侍さむらい、呪のろわれた怪かい盗とう、それに故郷の人々を想う王女……

　今までどれだけの『物語』を助けたいと『望』み『欲』してきたと思ってる！

　その上俺にはまだまだこのあとも、『ありとあらゆる全てを巻き込んだ戦争』とやらも救わなきゃならない。アールやエルや、『ヒロイン』や、未来の人々のためにも、俺は『全ての戦争オールオブウオー』を止めたいと願ってる。

　この大それた『願い欲望』を存分に喰らって……俺に力を寄よ越こせ鬼欲の面！

　拳こぶしを握ると、筋肉の節一本一本から異様な音がして、爆発するように腕うでが肥大化した気がした。仮面のせいでよく見えないが、はたして今の俺は人の形をしているのだろうか？

　そんなことはまぁ、ひとまずどうでもいい。

「アアアアアア!!」

　俺は握り締しめた拳を振り下ろし――拳の先から、大地が砕ける感かん触しよくが伝わってきた。







エピローグ







　アトランティスを砕いたあと俺は気を失い……次に目を覚ましたのは『天空の大図書館』の中だった。

　俺はラピュータ王の私室のベッドに寝かされ、周りには心配そうな顔のみんながいた。

「おっす……心配かけた」

　どかかかかっかかかかっががんっ！

　自分としてはあえて軽いノリを演出してみたつもりだったのだが、全員にしこたま殴なぐられた。手加減はしてくれたようだが、やはりほとんど相談もなしに鬼欲の面を使ったのはマズかったか。

　実際、あのあと俺が鬼から人に戻れたのはシャーレンの魔法やみんなの力があってこそだ。未来に帰ったらラシュエルどころか、みんなの言うことをひとつずつ聞かされそうで、このまま過去に残りたくなってきた。
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　で、まぁ鬼に成りかけたせいか島を砕いたせいかは分からないが、俺はしばらく体をロクに動かせなかった。その間いろいろと……まぁ詳しよう細さいは省くが、俺の看病に関してラシュエルが喜ぶようなイベントが多々入り、ようやく起き上がれるようになったのは二日が経たってからだった。

　ちなみにラピュータ島の方だが、頑張りの甲か斐いあって無事陸地に不時着できたらしい。ちょうど島の底を谷にすっぽり嵌はめる感じで。

「あとで島と谷の隙すき間まを埋め立て、山に偽ぎ装そうするつもり、だ」

　ラピュータ王はそう語っていた。

「どちらにせよ、アトランティス国民を養う、には、ラピュータでは耕作には不向き、だ。近くに集落を造、り移住する必要があるであろ、う」

　それから『天空の大図書館』自体は入り口を封印し、ラピュータ王がひとり管理していくつもりらしい。ラピュータの持つ科学技術はこの時代よりはるかに進んでいる。万が一外に漏れて悪用でもされようものなら、大きな悲劇を生むかもしれない。その危険を回かい避ひするためだと彼かの女じよは言っていた。

　たまに茶ちや目めっ気けを出すこともあるけど、さすがは王様といったところだろうか。ラピュータに民こそいないけれど、彼女もまた立派な賢王だ。

「それにしても、ラピュータって今いま更さら偽ぎ装そうする必要もないほど『山』だよなぁ。元々人工物が少ない上に、『天空の大図書館』も山の山頂と同化してるし」

　俺は元ラピュータ島を麓ふもとから見上げつつ誰ともなしに呟つぶやいた。ラピュータ王に「偽装するにあたって現状麓から見てどう見えるのか知りたい」と言われ、写真を撮りに来たのだ。ちなみにカメラはラピュータ製。

　まぁ頼まれた仕事だしと思って、俺はパシャパシャとシャッターを切る。

「……」

「ん？　どうした？　ちりか」

　ふと一いつ緒しよに麓に来ていたちりかが、やや難しい顔で山（元ラピュータ島）を見上げているのに気づき、俺はファインダーから目を離はなして彼女に話しかけた。

「いや、空で見た時は気づかなかったのだが、改めて見るとこの島、というか山……拙せつ者しやが黄おう金ごん夜や叉しやと戦った御お隠かくし山に似ているなと思ってな」

「え？」

　御隠し山って、確かちりかがタイムスリップに遭った山の名前だったよな。

　そことここが同じ山だって？

「さすがに全部が全部同じとは言わぬが、こう全体的な形状というか周りの景色とかがな。どうにも似通っているというか」

　ちりかは言いながら首を傾かしげる。

「もしかして元ラピュータ島が、ちりかの時代には御隠し山って呼ばれるようになったとかかな？」

「なるほど。そうかもしれんな」

　俺の呟きにちりかは納なつ得とくいったように頷く。

　……あれ？　でも待てよ？　ラピュータが日本に不時着できたのって、俺がアトランティスを砕いたからだよな？　つまり、アトランティスが海に沈しずんでた――つまりタイムスリップ前の時点では、ラピュータは日本に辿り着けなかったはずで……その場合ラピュータはアトランティスと同じく海に沈んでいる可能性が高い。だけどそうなるとちりかは御隠し山に登れないはずで、かといってちりかが俺たちと一緒にこの時代に来て、ラピュータ王に『蚕かいこ断だち』を見せなければ彼女の協力は得られず『物語解決』も果たせなかったわけで……

「あれ？」

「タイムパラドックスですねぇ」

　今度は俺が首を傾げていると、アールがおもしろがるように言った。

「時間に対して干かん渉しようを起こすと稀まれによく起こる現象です。まぁもっとも、それはちりかさんの言う『御隠し山＝ラピュータ島』であった場合の話ですが」

　……そうだよな。単にちりかが似てると感じているだけで、全然違う山って可能性もあるわけだし……。

「うーん」

　なんだか頭がこんがらがりそうだったので、俺はそれ以上考えるのをやめた。
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　さて、そうしてひとまず今回も全ての『物語』をなんとか解決し、未来から来た組はそれぞれ元の時代へ帰ることになった。

　肝かん心じんの未来へ戻る方法だが、未来のニャニャンはラピュータ王に聞けと言っていた。で、聞いてみると、どうも『天空の大図書館』の頂部――要するにラピュータ島のてっぺんにその装置はあるらしい。

「それでその、『時送り装置』だっけ？　どこにあるんだ？」

「そこに柱があるだろ、う。そこが中心、だ」

　ラピュータ王が指差した先には確かに鉄塔らしき柱が一本、山のてっぺんの開けた場所に立っていた。

「ふむ……」

「どうし、た？　ちりか」

「いや、やはり似ているなと……まぁ、御隠し山のてっぺんにはあんな鉄塔ではなく、一いつ本ぽん杉すぎが生えていたが」

「……？　何のことか分からぬ、が、山に偽装するなら、確かに鉄塔は不自然だ。一本杉にするのも一案かもしれぬ、な」

　ラピュータ王はそんなことを呟きつつ、俺たちを鉄塔の傍そばへ移動するよう促うながす。

　この鉄塔に莫ばく大だいなエネルギーを送り込むことで、『時送り装置』は起動するらしい。

「拙者と烈れつ火かたちは時代が違うのだが、一緒で大丈夫なのか？」

「問題、ない」

　ちりかの問いにラピュータ王は手短に答える。まぁ、何かこう上手いことやるのだろう。

「やろうと思えば望み通りの場所に送ってやることもできる、が、どうする？」

「そんなことできるのか？」

「座標が分かれば、な」

「それなら私が手伝います」

　皐さ月つきはそう言って、『時送り装置』の準備をするラピュータ王の手伝いに加わる。森しん羅らの大魔法が使える彼女なら上手く座標を割り出せるだろう。

「ちりかはいいのか？　場所とか指定しなくて」

「生憎と座標などと言われてもよく分からん」

「じゃあそれも皐月に調べてもらえばいいって。おーい、皐月」

　俺は彼女にちりかの住んでいた場所も調べてくれるよう頼んでおいた。

　ともあれそうして準備も済み、いよいよ俺たちも未来へ帰る段となった。

「烈火。お前には感謝してもし切れないな……ちりかとシャーレンにも助けられた。ありがとう」

　唯一この時代出身で見送る側であるニャニャンは、涙なみだぐみながら俺たちにお礼を言った。

「気にしなくていいわよ。私だってあなたに助けてもらったし」

　シャーレンは笑顔で手を振ったあと、ニャニャンの頭を軽く指差す。

「その王おう冠かんは私よりあなたの頭の上の方が似合うわね」

「……ありがとう、ございます」

　ニャニャンは目元の涙を拭ぬぐって笑みを浮かべる。

　アトランティスはなくなり、彼女がアトランティス王を名乗ることはもうないだろうが、彼女は彼女の民を新たな地で立派に導いていくことだろう。

「元気でな」

「烈火たちもな」

　俺おれもニャニャンに別れを告げ、次いで腕うで組ぐみをして佇たたずむちりかの方を見やる。

「ちりかともこれでお別れか。お互たがい別々の時代に帰るんだもんな」

「ああ、そうだな……」

「？　どうした？」

　なんだかちりかがムズムズと何か言いたそうな顔をしているので尋たずねてみる。

「いや、その……」

　彼女はやはり口をもごもごとさせたあと、そっぽを向く。

「拙者も世話になった。お主が拙者の時代の者であるなら、殿とのに進言して取り立てていただいてもよいところだ」

「ははは、そりゃ光栄だ。俺に侍とか似合わなさそうだけど」

「……お主は勤勉ではなさそうだしな」

　ため息をつかれた。どうやら見破られていたらしい。

「だが、お主には勇気があり、機転も利く。戦いくさ場ばでは案外、人を指揮することで活躍するかもしれぬ」

「おう、そうか？」

　なんかやけに褒めるな……？

「違う。そういうことが言いたいんじゃなくてな。だからその……なんだ……」

「？」

　ちりかさっきから変だな。

「ううむ、今まで姫のお世話ばかりで、こういう時男子おのこにどう言えばよいのか分からぬ」

　ちりかはぶつぶつと独り言を続けている。

　……もしかして、彼女も別れを惜しんでくれているのだろうか？

　実際、生きている時代そのものが違うのだ。ここでの別れは一生の別れになるだろう。お互い力を合わせて時を超こえる大冒険を乗り越えた仲だ。最初は結構嫌われていた気もするが、多少は距離も縮まったのかな？

「まぁ、また会うのは難しいかもしれないけど、お互い元気でやろうな。俺はこんな体質だから、もしかしたらまた不思議な縁で巡めぐり会うかもしれないし」

　俺はちりかに向かって手を差し出す。

「……うむ」

　ちりかは数秒その手を見つめたあと、おずおずと握り返してきてから微笑を浮うかべて頷いた。

「では、そろそろ送る、ぞ」

　ラピュータ王が俺たちに声をかけてきて、続いて『時送り装置』の周囲に白い光が発生し始める。

「いずれ縁あれば、また巡り会おう」

　俺とちりかの会話を聞いていたのか、ラピュータ王は最後にそんな言葉を寄越し――俺たちはニャニャンの振ふる手に見送られながら白い光に包まれた。
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　そういうわけで俺たちは未来というか現代に無事帰ってきた。

「ふぅー、疲つかれたなー」

「ですねー」

　家に帰ってきた俺とハリッサはとりあえず新しい服に着替えてから、ぐったりとソファに体を沈めた。ラシュエルはその辺に浮いてる。

「烈火君ー？　シャワー借りていい？」

「あー、どうぞー」

　それと外国から来てるシャーレンも、ひとまず体を休めるためにウチに寄ってもらっている。チェルシーは彼女を自分の家へ連れていこうとしていたが、それをやんわりと躱かわしてウチに泊まるのを選んでいた。まぁ、チェルシーの住んでるマンションは響ひびきと同じで数駅先だし、近い方がよかったんだろう。

　皐月とラピュータ王のおかげで問題なく俺たちの町に帰ってこられたので、自宅まで少し歩く程度で済んだのは幸いだ。それでも今回は陸海空に時空まで超えて奔走したので、相当疲ひ労ろうがたまっているのが自分でも分かるが。

「これで明日も学校あるんだよなぁ。休みてぇ……でも出席日数が」

　悩ましいところだ。けど休みたいなぁ……。

　こんなだからちりかにも勤勉そうには見えないとか言われたんだろうけど、ふぅ……

「……」

　それにしてもこんな風に完全に二度と会えない『ヒロイン』と出会い、そして別れたのははじめての経験だ。宇宙や異世界に住んでいる『ヒロイン』もいるが、会おうと思えば会えるし。

　けどまぁこれだけ多くの『物語』に関わってきたのだ。たまにはこういうこともあるのかもしれない。そもそも今まで出会った『ヒロイン』が全員集まってきているのが凄かったのだ。

　そもそも何でこんなに『ヒロイン』との別れが少なかったんだ？　確か、『アールの物語』の影響で『ヒロイン』の途と中ちゆう離脱がなくなった……んだっけ？

　あれ？　だとすると逆に、今回は何で『ヒロイン』との別れがあったんだ？

　それとも……

　俺がそんなことをつらつらと考えていると、不意にピンポーンとドアのチャイムが鳴った。

「あ、お客さんです」

「いいよハリッサ。たまには俺が出てくるから」

　立ち上がろうとするハリッサを制止し、俺は玄げん関かんへ向かう。

「はいはい。どちらさ……ま？」

　玄関を開けて、俺が目にしたのは……。

「お久しぶりでございます、烈火さん」

「久しいな、烈火」

「久しぶりだ、な。少年」

　丁てい寧ねいに腰こしを折るニャニャンに、やわらかい微笑を浮かべるちりか、そして彼女たちを引率するように立っているラピュータ王の姿だった。
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　とりあえず俺は三人をリビングへと通した。ハリッサは随ずい分ぶんと驚いた顔をしていたが、ラシュエルはまた何かを期待するような眼まな差ざしになり、鬱うつ陶とうしいので縄なわでふん縛しばって二階の俺の部屋へと押おし込んできた。

　それにしても……ソファに座すわる三人の姿はさっきまでと何ひとつ変わらない。せいぜい服装や格好が現代に合わせたものになっているくらいだ。ラピュータ王も例の球ではなくセグウェイに乗っていたし……

「……よし、じゃあどういうことか説明してくれ、ラピュータ王」

「ふ、む。朕ちんでよいのか？」

「アンタが一番事情に詳しそうだからな」

「了りよう承しようし、た」

　ニャニャンとちりかの間に挟まれ、ソファに座ったラピュータ王はこくりと頷いた。

「彼女らは朕と同じクローン技術と記憶転写に、仮死冬眠装置で現代に蘇よみがえらせ、た」

「何でそんなことを？」

「無論、本人に頼たのまれたから、だ」

　ラピュータ王はふたりをちらりと見やった。

　つられて、俺もふたりに視線を移す。

「ふたりとも、そうなのか？　けど、何でまた？」

「もう一度烈火さんとお会いしたかったからでございます」

　俺の問いに、ニャニャンが答える。

「烈火さんたちとお別れしたあと、わたくしたちアトランティス人は桃とう源げん郷きようの人々のお世話になることになりました」

「桃源郷に？」

「はい。わたくしたちはこの土地の方たちにとって異い邦ほう人じんですので、そのまま定住するには些いささか不都合が多くございました。ですので、わたくしたちは桃源郷に土地をお借りし、そちらに住まわせていただいたのです」

「へぇー。でも、桃源郷にアトランティスの人全員って住めたのか？」

「あそこはいわゆる異界でございましたから、烈火さんが思っている以上に広い世界なのです」

　なるほど。どうやら俺があの時見たのは桃源郷のほんの一部だったらしい。

「ともあれ、桃源郷の人々も流行はやり病から救ったことに恩義を感じてくださっていましたので、わたくしたちは温かく迎え入れてもらえました」

「そうか。よかったな」

「はい。もはやアトランティスもなく、わたくしも王という肩書きは捨てましたが、それでもみんなが幸せに生きられるようにと尽力いたしました」

　その頃ころのことを懐かしむようにニャニャンは少しだけ目を伏ふせる。

　顔立ちは別れた時のままなのに、その表情はかなり大人びていた。

「そうしてわたくしは己の責務を果たすことができたのですが、どうしてもひとつだけ心残りがあったのです」

　それが俺に会うことだった、ということだろうか。

「そこで桃源郷に移住したのちも親交を続けていたラピュータ王様にお頼みして、新たな肉体を作っていただいて記憶を転写し、烈火さんたちの生きているこの時代まで眠りについていたのです。そして、烈火さんたちがアトランティスからお帰りになる頃を見計らい、こうしてお顔を拝見しに参りました」

「なるほど……まぁ、ニャニャンの経けい緯いは分かったけど」

　俺はちりかの方を見る。こちらの視線に気づいて、彼女は「ん？」と眉まゆを動かした。

「ちりかはどうして……？　それにちりかは一度自分の時代に帰ったんだろ？　どうやってもう一度ラピュータ王に頼みに行ったんだ？」

「拙者もニャニャン殿と同じ理由だ」

　ちりかは微笑したままさらりとそう答えた。

「とりあえず、拙者もあのあとのことを話そうか。元の時代に帰ると、黄金夜叉の伝説など存在せず、姫もご無事であった」

「そうか。それはよかった」

「うむ。その後、拙者はこの身が朽ち果てるまで姫にお仕えする所存であったが……ある時、姫に暇いとまを出されてしまってな」

「暇？」

「早い話がクビにされたのだ」

「え!?　何でまた？」

　驚く俺だが、ちりかは相変わらず穏やかな表情で続きを語った。

「『ちりかは時々誰かの顔を思い浮かべて遠くを見ている』と言われてな。すでに姫の輿こし入いれも済み、拙者の護衛役の任務も半ばお役御免となっていたし、もう自分のことはいいから拙者は拙者の幸せを探せと言われたのだ」

　暇を出されたというのはそういう意味だったのか。思っていたような悪い意味じゃなくてホッとする。

「それで、ま、お主と写真を撮とった時に見た山の風景の記憶を頼たよりに『天空の大図書館』を訪ね、ラピュータ王殿に便宜を図ってもらった次第だ」

「なるほど」

　ふたりの話を聞き、ひとまず俺は頷く。

　ただちょっと疑問もあって、

「何でふたりとも若いんだ？　話を聞く限りだと、結構歳とし取ってからラピュータ王に頼みに行ったみたいだけど……」

「歳の話はやめろ」

　ちりかに鋭い目で睨にらまれ、俺は首を竦すくませる。

「クローンはその時の年齢の肉体をコピーするわけではありません。細胞から遺伝子情報を抜ぬき取って、細胞分裂から肉体を育て直すのです。ですから好きな年齢で成長を止めて、そのまま冬眠すれば若い体のまま保存できるのでございますよ」

　横から丁寧にニャニャンが説明してくれたので、ひとまず俺の疑問は氷解する。

「できれば出会った時の姿で、烈火さんとは再会したかったですから」

「まぁ、そういうことだ」

　見た目はさっきまでと同じなのに、その物もの腰ごしはふたりとも随分と落ち着いた感じがした。きっと転写された記憶自体は人生経験を積んだものだからだろう。

　ちなみにふたりは今『天空の大図書館』に居候させてもらっているらしい。現代に関する知識も、そこでラピュータ王から教育を受けているそうだ。

「そういや『天空の大図書館』って今でも山に偽装してるのか？　どの辺にあるんだ？」

「ここから三十分ほど南に行ったところだな」

「へぇー、って近ッ！」

　田舎いなかだから山なんて結構あるけど……地下に怪物が封印されていたり、元は空飛ぶ島が偽装されてたり、あと山じゃないけど丘おかの上に吸血鬼の館やかたが建ってるなんて、この町くらいなんだろうな。

「……で、だ」

　その時、急にちりかがゴホンッとせき払ばらいをする。

「こうして拙者と再会できたわけだが……何か言うことはないか？」

「ん……？　そりゃまぁ会えて嬉うれしいけど」

「そうではなく、もっとこう、何かないのか？」

「何かって言われてもな……」

「わたくしにも何かないですか？」

　なぜかニャニャンも話に加わり、ふたりして何かを期待するような眼差しで俺のことを見つめてくる。

　そんな謎なぞの期待をされてもなぁ……。

「えっと……よかったら晩飯でも食ってくか？　ハリッサの飯は旨うまいぞ」

「「だあああああ」」

　瞬しゆん間かん、ズルッとソファから転げ落ちるふたり。

「おい貴様！　何十年どころか何百年も思い焦がれて、ようやく再会できた拙者に言う言葉がほかの女の料理を褒めることか!?」

　速そつ攻こうで立ち上がったちりかに思いっきり胸ぐらを掴つかまれ、ひねり上げられる。

「そんなこと言われても！　そっちからすれば何百年でも、俺からすれば別れて一時間と経ってないんだがぁ!?」

「はぁ、だからせめて三日くらいは間を置いた方が効果的ですと言いましたのに、ちりかさんが一日も早く会いたいと我わが儘ままを言うから」

　ニャニャンがそんなことを言ってため息をつくと、途と端たんにちりかは顔を真っ赤にして、

「ニャニャン殿とてたいして止めなかったではないか！　というかそんなことを暴ばく露ろするな！」

　と、なんか錯乱気味に叫さけびながらニャニャンをポカポカやっている。

　かと思ったら、ちりかは顔を赤くしたまま俺の顔をびしっと指差して睨みつけてきた。

「だいたいだなぁ！　貴様は拙者がなぜここまでして会いに来たと思ってる!?　それくらいすぐに察して……」

　ちりかが喚わめきながらその先を言おうとした時、ガチャッ、とリビングのドアが開いてシャワーを浴びてきたシャーレンが現れた。

「あら？　ニャニャンちゃんにちりかちゃん、それにラピュータの王様まで。どうしてここにいるの？」

「いやいやいや！　その前に上をちゃんと着てくれ！」

　下はちゃんと穿はいてるのになぜ上だけタオル!?

「えー、シャワー浴びたあとって暑いのよね」

「いいから！」

　俺はなるべく見ないようにしながらシャーレンを廊ろう下かへ押し出す。

　しばらくして、改めて服を着た彼女が戻もどってきて、ニャニャンやちりかがウチに来た経緯などを説明した。

「フーン」

　髪をタオルで拭きながら、シャーレンは意味深に頷うなずきながらふたりに視線を送る。ふたりは目を逸そらした。

「……まぁいっか。しかしこれじゃ今日は諦あきらめるしかないわね。怪盗らしくスマートに盗ぬすんでいきたかったけど」

「盗むって何を？」

　ウチに怪盗が盗むほど価値のあるものあったっけ？　まさか預金通帳とかじゃあるまいし。

「烈火君の貞操」
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「「「「ぶっ!?」」」」

　さらりとシャーレンが口にしたセリフに、ラピュータ王を除く四人が噴ふき出す。アールはいつも通り。

「シャーレン！　いきなり何を言ってんだ!?」

「あら、だって烈火君のこと気に入っちゃったんだもの。欲ほしいものはすぐに手を出すタイプなのよね、私」

　一部から凄すごい目で睨まれているにもかかわらず、シャーレンは楽しそうに笑っている。

「まぁせっかくだし、私もこの辺に引っ越そうかしら。チェルシーが住んでるマンションってまだ空き部屋あるのかしら？」

　なんだか引っ越しの予定まで考え始めているシャーレン。室内の気温がドンドン上昇している気がするのは俺の気のせいだろうか？

　俺が冷ひや汗あせをかきながら彼女たちの間でうろたえていると、二階で大きな音がしてドタドタと誰だれかが一階へ下りてくる。

「強大なラブエナジーを感知して私参上！　さあどこですか？　ここですね！　素敵な修しゆ羅ら場ばを私に見せてください！」

　ラシュエルだった。どうやらラブエナジーを補充して縄を強ごう引いんに引きちぎってきたらしい。

「おい待て、シャーレン殿。拙者は五百年も待ったのだぞ？　そういうことはせめて拙者に先に譲ゆずってくれ」

「それを言うのでしたらちりかさん、わたくしの方が千年ほど長くお慕い申し上げています。順番云うん々ぬんで言うなら、わたくしが最初では？」

「こんなの早い者勝ちよ？」

「ああ～～～いいです！　もっ、最高！　最高のラブエナジーが私の中に注ぎ込まれてます～」

　ドンドン我わが家のリビングがカオスな状態に……。

「なあ、ラピュータ王……」

「何だ？」

「俺も冬休みが来るまで冬眠させてもらっていいかな？」

「ズルはよくない、ぞ、少年」

　ラピュータ王にすげなく断られ、俺は天てん井じようを見上げながらため息をついた。

―了―







あとがき







　そして伝説へ……と語り継がれたい修しゆ羅ら場ば伝説ラブコメディも十二巻まで来ました。十一巻から続なめこの方はお久しぶりです。十二冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。




　時空を超え伝説を巡った今巻となりましたがいかがだったでしょうか？　このネタは前々からやりたかったものなので、こうして形にできて嬉しい限りです。その分やや厚くなってしまいましたが（汗）

　読者のみなさんにも楽しんでいただければ幸いです。




　続けて謝しや辞じを。

　和狸ナオ様。そろそろ三十人の大台になりそうなヒロインですが、今回もまた魅力あるヒロインたちをデザインしていただきありがとうございました。メインヒロインたちも素敵ですが、サブキャラクターのラピュータ王も個人的にかなりお気に入りです。




　また今回は執筆中に南部様から新担当の木下様に担当が変わりました。

南部様。今まで『俺がヒロインを助けすぎて世界がリトル黙示録!?』を支えていただきありがとうございました。

木下様。妙ちくりんなペンネームの私ですが、これから『俺がヒロインを助けすぎて世界がリトル黙示録!?』ともどもどうかよろしくお願いいたします。




　そして、ＨＪ文庫編集部並びに営業部の皆様、書店で本を並べてくださる書店員様方、この本を手にとってくださった読者の皆様、リトル黙示録シリーズに関わってくださる方々へ最大級の感謝を！　どうかこれからもよろしくお願いいたします。




　次は『俺と彼女が下僕で奴隷で主従契約』（富士見ファンタジア文庫）の第４巻をお届けする予定です。今後とも両シリーズを皆様に楽しんでいただけるように頑張ります！




　それではまたいずれどこかで。
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